





[image: ]













[image: ]













[image: ]











もくじ








序　章　魔王の花嫁

第一章　魔王復活

第二章　濃厚すぎる魔王との初夜

第三章　魔王の意外な顔

第四章　告解室で魔王と……

第五章　三百年前の魔王

第六章　傷を癒やす魔王

第七章　終わる魔王の契約

終　章　神と魔王に愛されし乙女










序章　魔王の花嫁









「いいから抱かせろ！」

「お断りします！」

　広々とした寝室には巨大なベッドがあり、そこに一組の男女がもつれ合──おうとして失敗していた。

　いや、正確には男性は懸命に手を出そうとするのだが、女性がその手を鋭く叩き落とし、まるで格闘技の組み手のようになっている。

　非の打ち所のない見事な肉体を晒した彼は、人間より畏怖の対象として見られる魔王だ。

　そんな彼に組み倒され、片手で豊かな胸を隠し空いた反対の手で懸命に防御しているのは、蜂蜜色の金髪を黒いシーツの上に広げた美女だ。

　彼女の名はベアトリクス。

　神への信仰が特に厚く、国の頂点に聖王と呼ばれる国王を頂く、リヒテンバーク聖王国の聖騎士である。

　対局にあると言っていい二人が、現在ベッドの上で一糸まとわぬ姿となり、これから交わろう──としているのだが。

「俺の妻になるって受け入れたんだろ？　だったらその胸揉ませてくれたっていいだ……いてぇっ！」

　ベアトリクスのふっくらとした胸に伸ばされた手が、バシィッと凄まじい音を立てて叩き落とされた。

「初体験はもっと大事にすべきだと思うのですが！」

　ハァハァと息を荒らげたベアトリクスは、羞恥で顔を真っ赤にし涙目だ。

　つい先ほどまでドレスを身にまとっていたのだが、それも魔王の魔法によって引き裂かれてしまった。

　状況が状況なら、思わずうっとり見惚れてしまいそうな美しいドレスだったのに、正直もったいない。

　それはさておき、現在は貞操の危機が問題だ。

　普段甲冑に隠されているベアトリクスの肌は、透き通りそうなほど白い。母も胸が豊かなので、それを譲り受けてベアトリクスの胸もとても豊満だ。いやでも〝女〟を意識させられるそれを剥き出しにされ、彼女はいま羞恥の極みにあった。

　おまけに目の前の魔王は、恐ろしい化け物の姿ではなく見るも麗しい美男の姿をしている。

　引き締まった上半身は騎士団の男性で見慣れているが、全裸となれば話が違う。おまけにその下腹部には見た事もない器官がそそり立っていて、非常に卑猥だ。

（いやあああぁああぁあぁ……っ!!）

　本来ならこの絶叫を口に出したいが、この魔王に自分が恐れている、怯えていると伝えるのは絶対に嫌だ。

「……じゃあ、何をすればトリスは俺を受け入れてくれるんだ？」

　はぁ、と溜め息をつき魔王がベアトリクスの顎の下を、ちょいちょいとくすぐってくる。

　この魔王は初対面からベアトリクスを愛称で呼び、口調も態度も気安い。人類が怯える魔王と言うのなら、普通はもっと威厳があってもいいと思うのだが……。

「あなたが魔王である限り、聖騎士であり姫様の忠実な僕しもべである私が受け入れる事はありません」

　青い瞳に強い意志を込め、ベアトリクスがきっぱりと言い放つ。

　ベッドに押し倒され胸を隠した姿で格好がつかないが、これぐらいハッキリ言わなければこの魔王には通じない気がする。

　何せこの男は異様に打たれ強く、思いつく限り拒絶の言葉を口にしても、ケロリとしているのだ。

「ふぅん……。俺が魔王なのはどうにもできない事なんだけどなぁ？　こんなにお前を想って、一途に愛そうとしているのに」

　魔王の指がベアトリクスの顔の輪郭を、つぅっと撫でた。

　思わず顔をそむけようとすれば、親指で唇を弄ばれた挙げ句、口の中に指を入れられそうになる。

「んっ」

　とっさにガリッと魔王の指に噛みついたベアトリクスだが、今度は悲鳴が聞こえないので「えっ？」と思って彼を見る。

　魔王は痛みに顔をしかめていたが、それよりも強い熱情を赤い瞳に孕ませ、ベアトリクスを見下ろしていた。

「なぁ……。好きなんだよ。抱かせてくれ」

　懇願する言葉とともに腰から太腿を撫でおろされ、ゾクッと見知らぬ感覚がベアトリクスの深部を震わせる。

「す……っ、好きなどっ。あ、あなたの一方的な気持ちでしょう」

　動揺を隠してキッと睨むが、魔王は先ほどと打って変わって真剣な表情だ。

「そうだ。すべて俺の一方的な感情だ。俺の都合でトリスをこの城に残し、俺が望んだからこういう事になっている。俺がお前を好きだから、抱きたいと思うし、その結末にも責任を持とうと思っている」

　魔王が言う責任の意味を理解し、ベアトリクスはカッとなって言い返す。

「あなたの子など身ごもりません！」

「あっ、そこまで考えてくれてるのか？　嬉しいなぁ。俺は事後の処理を言っていたんだが」

「ぐぬぅ……」

　ああ言えばこう言うで、ベアトリクスは歯ぎしりをする。

　だが魔王はあえて、ベアトリクスに「身ごもる」という言葉を言わせたかったに違いない。その赤い瞳はご機嫌に輝き、口元もニヤニヤしている。

「も、もう……っ」

　──もういやだ！

　口では絶対にこの魔王に勝てない気がし、ベアトリクスは両手で顔を覆いゴロンと横向きになった。

　ギュッと自身の体を抱き締めて体を縮込めた時、魔王が背中に掌を当てた。

「…………っ」

　ビクッと体を震わせるベアトリクスに、魔王は「しぃ」と黙っているよう促す。

「何も怖い事はない。すべて俺に委ねれば、気持ちよさしか感じないまま終わるから」

　何度も背中を撫でられ、魔王の掌の温もりを覚えた頃、その手がスルリと下りてベアトリクスの臀部に辿り着いた。

「や……っ」

　胎児のように体を丸めたベアトリクスに覆い被さり、魔王が彼女の耳や首筋に唇を這わせる。

「好きだ。気が遠くなるほどずっと前から、お前だけ好きだったんだ」

　その言葉が、魔王ではなくただの人間の男性のものなら、どれだけ良かっただろう。

　熱っぽく囁かれ口づけをされ、体を撫でさすられてゆくごとに、ベアトリクスの心より先に体が開こうとしていた。

　じんわりと体温が上がり、呼吸も乱れてくる。

　──どうすればいいのか分からない。

　目を閉じて誰かに向かって助けを求めた時、魔王の指先がベアトリクスの秘められた部分に触れ、彼女は「あっ……」と悲鳴に似た声を漏らした。
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　この世界には、人間がいる他に象徴ではない神や魔王、人々の暮らしの傍らに妖精や精霊という存在がいる。

　魔に属する存在は己の本能に従い、捕食のために人間を襲うことも多々あった。

　なので各国の軍隊や騎士団などが戦う相手は大抵が魔物である。国同士の争いや民族紛争の前に、人々はまず魔物から己の身を守らなければいけなかった。

　魔物に対抗する存在の筆頭として、神や天使など聖に属する存在がいる。

　また人間でも特に強い信仰を持つ聖職者は、祈りの力のみで魔物を退けることも可能であった。

　リヒテンバーク聖王国という国は、大陸の中心的存在であり、その頂点に立つ聖王と呼ばれる国王は絶大な権力を持っていた。

　聖なる力は血によって継承され、それに信仰が加わって更なる力となる。

　だが聖王家と呼ばれるリヒテンバークの血筋でも、特に強い力を放ったのは女性だ。現在の聖王妃は、城にいながら国一つを包むほどの守護結界を張ることができている。

　またその娘である聖王女は、修行中の身でありながら各国へ赴いて守護の要となる神殿や祠に祈りを捧げるという公務を行っていた。




　しかしその聖王家の力を持ってしても、現在より三百年前の世界は魔王の力によって混沌としていたらしい。

　魔物が徘徊し、空はどんよりとした雲に支配された。肥沃だった大地は大雨によりぬかるみ、作物もほとんどが腐ってしまっていたと記録されてある。

　雨に支配されたこの世界を救うために立ち上がったのは、四人の勇者だ。

　リヒテンバーク聖王国の隣国から、竜王子アレクシスがまず蜂起した。

　自分が魔王に勝利したあかつきには、ぜひ聖王女との婚姻を認めてほしい。そう訴え目に希望の光を灯した青年の熱意に、当時の聖王は頷いた。

　同行するのはリヒテンバーク聖王国から、聖王女の侍女として勤務していた聖騎士イザベル。同国の僧侶戦士ギュンター、大陸随一の魔術師バジル。

　人々から期待された四人は供の者を連れ、魔王がいるとされる死地へ向かった。

　そこは草木が生えず、かつて火山が激しく噴火した場所だ。地面は冷えて固まったマグマと火山灰に支配され、立ち枯れた真っ黒な木々に鴉が止まって不吉な声で鳴く。

　伝説ではその死地を越えて四人は魔王城へ辿りつき、激しい戦いののち魔王アバドンを討ち取ったとされている。

　魔王を封じるには清らかな乙女の血が必要とされ、聖騎士イザベルが尊い犠牲となった。

　よって現在のリヒテンバーク聖王国でも、イザベルは教会により列聖され聖人扱いとされていた。
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「……という伝説らしい実話があったのはいいのですが、本当に今回の事件も魔王がらみなのでしょうか？　新聞社は何か不都合があると『封印された魔王の呪い』とするのが好きですが」

　青いドレスに白銀の甲冑を組み合わせた、百合の花のごとき凜々しい女騎士が、スッとした立ち姿のまま言う。

　窓辺に立った彼女が手にしているのは、大衆新聞だ。

　ポニーテールにした蜂蜜色の長い金髪は日差しを浴びてキラキラと輝いている。くるんと天を向いた睫毛は長く、青い瞳はサファイアのように美しい。

　その凛とした雰囲気で見つめられれば、城内にいる侍女やメイドなどは「お姉様……」とうっとり夢見心地になってしまう。同性にまで見境のない魅力を発している彼女は、聖王女シャルロッテの侍女であり護衛の聖騎士・ベアトリクスだ。

「そうよねぇ……。幾らなんでも魔王と変態事件をこじつけるのは、やりすぎな気がするけれど」

　ふっくらとした桃色の唇に指を当て、どこか浮世離れしたほんわりとした声音で呟くのは、聖王女だ。

　豊かに波打った金髪にエメラルドグリーンの瞳。真っ白な肌に折れそうに華奢な手足。砂糖細工のような美しいドレスを纏った彼女は、正真正銘の〝お姫様〟だ。

　ベアトリクスと二人で立つと、〝宝石の主従〟などという呼称が飛び交うほどで、誰もが憧れる完璧な美貌を誇っている。

　──なのだが、実のところこの聖王女はとても気さくで、ベアトリクスをからかっては楽しむという側面も持っていた。

「ですから、聖王女殿下たるものが変態事件などという汚らわしい言葉をお口にされてはいけません」

　ピシャリとベアトリクスが言うが、シャルロッテはソファから立ち上がって彼女の横に立ち、新聞を覗き込む。

「今日起こった変態事件は、街中で全裸にマントね？　ふんふん、それに好きな女性に告白しようとして、淫語を連発……まあぁ……」

　およそ聖王女らしからぬ単語が可愛らしい唇から出て、ベアトリクスの口元がひくひくと引き攣っている。

「ですから、姫様」

　バッと新聞を取り上げると、聖王女が「ああん」と可愛らしい声を上げた。

（ぐぬぅ……）

　ベアトリクスはシャルロッテの可愛らしい仕草や声に、めっぽう弱い。

　同性が好きとかそういう問題以前に、この聖王女はどこをとっても可愛らしいのだ。不服そうに唇を尖らせ、「もう、トリスったら意地悪ね」と上目遣いに睨まれては、ぐうの音も出ないほど可愛くて何も言えなくなる。

「とにかく！　街中で騒ぎがあるのは確かですが、姫様は明日から大事なお務めがあるのですから。心を穏やかに、清らかに保ちましょう」

　ベアトリクスは新聞を折り畳み、チェストの上にポンと置く。

「明日は一年に四回ある、巡礼開始日です。夏の巡礼ですから暑さ対策などしなければいけませんし、姫様が各地で祈りを捧げる際に精神力、集中力を必要とされるのは毎回の事です。しっかり食べて体力をつけ、国内外の者のために祈らなければいけません」

「分かっているわ。私、もう二十一よ？　十歳の時から始めた巡礼だもの、もう慣れているから大丈夫よ」

「ええ。私が十三歳の時からでしたね？　騎士を目指した当時、姫様は遠い方でしたが、私が十七歳の時に姫様の侍女として推薦され、また聖騎士となってから七年。私は二十四歳の嫁き遅れと言われていますが、姫様の信頼を預かれる立場となり何の後悔もありません」

「……誰も嫁き遅れまで言っていないわ、トリス。結構気にしてたのね？」

　ボソッとシャルロッテが突っ込むが、ベアトリクスは聞かなかったふりをする。

「と、とにかくです！　私の両親からも『お前は生涯をかけて聖王女殿下をお守りしなさい』と言われています。私と姫様のお付き合いは両親公認なのです。七年間お付き合いをした巡礼ですが、今回もしっかりお守り致します。姫様も気を引き締めてお望みください」

「まぁ、公認だなんて付き合っているようだわ。私もまだお父様がお婿さんを吟味中だし、それが決まるまで私の本命はトリスのようなものね」

　無邪気に笑って腕を組まれれば、ベアトリクスも苦笑いせずにいられない。

「まったく……もう。姫様ったら。ですがこの王宮がある聖都を出れば外地となります。聖王妃様の守護の力があるとは言え、魔物がまったく出ないとは言い切れないのです。そこばかりはご留意くださいね？」

「もちろんよ。でもトリスが守ってくれるんでしょう？」

「はい、命に替えても」

　主の言葉にまじめに頷き、直後ベアトリクスはシャルロッテと顔を見合わせクスッと笑った。

　変わらない毎日の、いつもの遣り取り。

　これがずっと続き、いずれシャルロッテは婿をとって聖王妃となる支度を進め、ベアトリクスはいつまでも主の側にいて騎士としての役割を果たすのだと思っていた。
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　翌日、朝に聖王と聖王妃に挨拶をして王宮を出発した聖王女の一行は、騎士団に守られ一か所目の礼拝場所へ向かっていた。

　リヒテンバーク聖王国は大陸の北西部にあり、そこから右回りに大陸を一周する形で巡礼コースがある。リヒテンバーク聖王国の王家は他国からも一目置かれており、その守護の恩恵を受けられる事は何よりも重要な事とされていた。各国に聖職者がいたとしても、リヒテンバーク聖王国の王族は桁違いの祈りの力を持つのだ。

　巡礼は各国の神殿や教会、神と名のつく場所すべてにシャルロッテが立ち寄り、祈りを捧げる事になっている。

　聖王女が人々の安寧を祈り神の僕として宣言をすれば、その場所は聖なる力に守られ、一定期間魔物が近寄りづらくなる。

　ベアトリクスは道中、侍女としての役目も果たし、同性である強みを生かしてシャルロッテの就寝や入浴時も傍らで護衛する役割があった。

　本来なら騎乗して騎士団に混じるところ、シャルロッテと同じ馬車に乗り移動する。聖王女を一番側で守るという重役を担いつつも、王宮にいる時のようにおしゃべりをしながらなので、不謹慎ながら少し楽しくもある。

「けど、国境の川の方では人魚に男性が引きずり込まれたとも聞くし、油断はできないのよねぇ」

「そうですね。国内の貴族の中にも、淫魔に取り憑かれている疑いのある者もいるようで……。他にも森へ行けば狼男に遭遇し、人里離れた場所には高位不死者アンデッドの吸血鬼ヴァンパイアの根城があります。近隣の街や村の結界の弱い所をついて、その眷属が侵入してもおかしくありません」

「そんな話を聞くと自分の力が歯がゆくなるわ。お母様が張られる結界も、言ってしまえば薄い膜のような物なのよね。薄くてもそこに膜があれば蟻のように弱い魔物は入り込めないわ。でも強い力を持つ魔物なら、自身の力で穴を開けて侵入できる。そのほころびを、私が外から補強し、お母様の力で毎日修復する。他国については、出歩ける私が神殿や祠という要になる場所に祈りを捧げ、それから一定期間結界の力が強まるのだけれど……。それもいずれ消えてしまうから、年四回の巡礼があるのよね」

　シャルロッテは紙袋の中に手を入れ、焼き菓子をつまんではポリポリと囓っている。向かいに座っているベアトリクスも菓子を勧められ、付き合って食べている。

「魔物に魅入られた者は、魂を抜かれ肉体を喰われると言います。そのような所業、許されません」

「そうね。魂を抜かれた者は、神様の元へ行く事もできないのだわ」

　シャルロッテの憂い顔を見て、ベアトリクスはぐっと拳を握る。

「ご存知の通り、私の父は公爵として聖王国の軍事を司っています。外地の警備を強化させて、怪しい場所に近寄らないよう注意喚起し、聖都内でも魔に魅入られた者を判別できる神眼を持った者の審査など、あらゆる面で強化するよう提言致します」

「ありがとう、トリス」

　大事な姫の微笑みを見て、ベアトリクスは小さく頷く。

「私が男だったら良かったのに……。それならもっと、直接的な力で人々を守れたのです」

　呟くベアトリクスに、シャルロッテが明るく言う。

「あら、それなら同じ部屋で寝たり、お風呂を見守ってくれたりできないわ？」

「……ふふ、そうでしたね」

　そうだ。自分は聖王女の護衛となり、今の任務を誇りに思っている。

　女である境遇に多少の不満はあれど、やりたい事をできているのは喜ばしいことだ。

　生まれ持っての頭痛持ちで、小さい頃は両親から体が弱いのでは？　と心配されたベアトリクスは、父や兄二人と混じって体を鍛えるようになった。

　そのうち淑女の作法よりそちらの方が楽しくなり、多少ノリもあって「騎士を目指す」と言い出したのだ。

「私の両親は、よく騎士を目指す事を許してくれたと思います。周囲から嫁き遅れと陰口を叩かれていても、私の家族はそれに触れないのです。誰よりも私の将来を心配し、孫の顔をみたいと思っている両親に、どこか申し訳ない気持ちがあります」

　窓から外に見える景色は、まだ外地に出て少しなので建物が点在している。それでも人々が集まって暮らしている聖都から比べると、寂しい印象があった。

　それを同じく眺めつつ、シャルロッテがベアトリクスを励ます。

「昔ならレディが仕事をするなど〝外〟に出る事をよしとしなかったわね。でも今は時代が進んで、トリスのお母様も宮殿内で婦人部会の会長をされているわ。女性がまだまだ弱い立場なのは変わらないけれど、時代は進んでいるの。トリスのように身を置く場所を自分で決める女性も、珍しくなくなるわ。誰もいないのなら、トリスが先駆ければいいのよ。私はいつでも応援するわ」

「ふふ、ありがとうございます。姫様」

　シャルロッテのこういう、儚げな外見に似合わないたくましい根性が好きだ。

　彼女は聖王女という立場なので、自分の未来についてどこか達観した物言いをする。だが傍らにいるベアトリクスについては、自分の事のように様々な可能性を示してくる。

「でもね、トリス。未来は一方向に決まっていないわ。この先どこかであなたは運命的な出会いを果たして、心から愛する男性を見つけるかもしれない。その時が来たら、私は相手が誰であろうが……神様でも魔王でも、きっと応援すると思うの」

「神様、魔王は飛躍しすぎです」

　クスクス笑った時、馬車を護衛している騎士たちがざわつきだしたのが聞こえた。

「何かしら？」

「何でしょう？　聞いてみます」

　ベアトリクスは馬車の扉を開き、手すりを掴む。そのまま足かけに片足を載せて、立ち上がった。いわゆる箱乗りに近い状態だが、咎める者は誰もいない。

「どうかしましたか!?」

　ベアトリクスの凛とした声が周囲に響き、まだ明るい空と平原に吸い込まれてゆく。

　すぐに近くにいた少佐が馬を寄せ、馬車の後方を指差した。

「北から何やら暗雲が近付いてくると、見張りから伝令が来た。現在確認中だ」

「暗雲？」

　目を眇め、ベアトリクスはクルリと方向転換をすると、目元に手で庇を作って空を見やる。

「風の乙女よ、遠目の加護を」

　ベアトリクスは聖騎士として聖なる力を有している他、少しだけ精霊魔法も行使できる。聖騎士だというのに聖なる力の加護は弱く、他の属性なら相性がいいので泣けてしまう。

「ん!?」

　目の前に中央に穴が開いた魔方陣ができ、そこから空の彼方を見てベアトリクスが反応する。チラッと横を向いて、二度見した。

「どうかしたか？　ベアトリクス殿」

　少佐が声を掛けると、ベアトリクスは遠目の魔法を解いて厳しい声を上げた。

「北の空より魔物の群が迫っています！　種族は恐らくガーゴイル。狙いが聖王女殿下である可能性は高いです！　移動速度が速いので、馬を全速力で走らせ第一の神殿に逃げ込みましょう！」

　何度も巡礼を共にした少佐だけあり、理解が早い。

「分かった。急ぎ伝える！」

　少佐が側にいた伝令に命令を伝えると、そのうち隊列の速度がみるみる増していった。

「姫様、揺れますからお気をつけて。しっかり掴まっていてください」

　馬車の中に戻ったベアトリクスは、ドアをしっかり閉めカーテンを引く。

「魔物なの？　トリス」

「ええ。魔の者が聖属性の者を狙うというのは、前から聞いていました。姫様を狙っていてもおかしくありません」

　厳しい表情で主を見るが、シャルロッテはいつも通り落ち着いた雰囲気で座っている。

「あなたを信じているわ、トリス」

「……勿体なきお言葉」

　聖王女に対し胸に手を当て、ベアトリクスは油断なく剣の柄に手を当てて襲撃に備える。

　そのまま緊張しつつ馬車に揺られていたのだが、徐々に数百、下手をすれば千に届くかもしれないガーゴイルの羽音が迫ってきた。

　バサバサ……という音が耳を打ち、この音が永久に続くのではと思ってしまう。

　シャルロッテは目を閉じて静かに祈り初め、ベアトリクスは緊張のあまりじっとり汗を掻きつつも、剣を握り締める。

　──が、馬車の外から「何をする！」「やめろ！」という声が聞こえたあと、ガツッゴツッと馬車に小さな衝撃が走った。

「何かしら？」

　シャルロッテが天井を仰いだ時、街道を走っていた車輪の摩擦が、ふぅっと消えた感覚がした。

「……浮いてる？」

　直後、馬の嘶きが聞こえ──たが、それもやや下方からの気がする。

「か、確認します！」

　ベアトリクスは立ち上がって馬車のドアを開き──中に入ってきた突風に「わぷっ」と腕で顔を覆った。

　開いたドアの隙間から見えたのは、一面の青だった気がする。その青を埋め尽くすかのように、黒っぽい体を持つガーゴイルが飛んでいた。この馬車は恐らくガーゴイルに屋根を持たれ、持ち上げられているのだろう。

　目の前にいたガーゴイルがベアトリクスの顔を見て、グアァッと歯を剥き威嚇した。

「────」

　ベアトリクスはとっさにドアを閉め、風で乱れた髪もそのままに再びシートに座る。

「まず、この馬車が着地する場所まで大人しくしましょう。トリスに風の精霊の加護があるとしても、ひと一人を抱えて高所から飛び降りる事はできないでしょう？」

　冷静なシャルロッテの声に、ベアトリクスは呆然としたまま「力及ばずすみません」と謝罪する。

「馬車が動かなくなったら、私が一気に祈りの力を高めてみるわ。そうしたら少しのあいだ魔物を追い払う事ができると思うの。その隙にトリスは周囲を見て、聖都に戻る道筋を探ってちょうだい」

「承知しました。必ず姫様を聖都にお戻しします」

　それからベアトリクスはシャルロッテの隣に座り、手を握り合って恐怖の時間を堪えた。

　ガーゴイル数匹程度なら、ベアトリクス一人でも退治できる。

　だがそれが圧倒的な数になれば話は違う。生きて人の世界に帰るために、体力を温存し戦略を練らなければいけない。

　ベアトリクスはシャルロッテの手をしっかり握り、これからの事に考えを巡らせていた。







　やがてゴトッと鈍い音を立て、馬車が硬い地面に着地する感覚があった。

　ベアトリクスは唾を嚥下し、再び剣の柄に手をやる。移動中、空の上という不利な場所で襲われなかったのは、不幸中の幸いだろう。

　馬車のドアを睨み中腰になったベアトリクスは、油断なく外部の物音や気配に集中する。

「ん……？」

　だが人気がなくなった場所で一気に襲いかかってくるかと思ったガーゴイル達は、徐々にその羽音を遠ざけている。

　まるで馬車を運ぶだけ運んで、自分たちの役目は終わりだと言わんばかりだ。

「少し……様子を見ましょう」

　ベアトリクスの言葉に、シャルロッテも無言で頷く。

　数分も経つと、ガーゴイルの羽音はすっかり聞こえなくなってしまった。

　シン……と物音一つしなくなり、自分たちの呼吸音の方が気になるほどだ。

「少し、見て参ります」

　覚悟を決めたベアトリクスは、馬車のドアを細く開いて外を確認したあと、下を確認して飛び降りた。

　踏み台がないぶん地面まで高さがあるが、ベアトリクスにとって大した事ではない。

「姫様はそのままで」

　シャッと電光石火の速さで腰の剣を引き抜き、ベアトリクスはバッバッと全方向、と空を確認する。

「なん……ですか、ここは」

　思わず口から出たのは、そんな言葉だった。

　馬車が下ろされた場所は岩場で、周囲はその岩場が山のように盛り上がっている。だがベアトリクスのいる地点は低く窪んでいるので、カルデラ湖なのだろう。その証拠に馬車から少し離れた場所に赤い湖がある。

　赤い湖の上、薄い霧が立ちこめた向こうに巨大な城のシルエットが窺えた。小山ほどの大きさに気圧されるが、いつ魔物が襲ってくるか分からないので油断は絶やさない。

「ん……」

　ふと、霧の向こうで何かが揺れた気がして、ベアトリクスは目を細める。

　両手で剣を構えたままじっと集中していると、明らかに人の足音とおぼしきものが近付いてきた。視界の中でゆらゆらしているのは、ランプのような明かりに思える。

　やがて──。

「……執事？」

　この荒涼とした場所に似つかわしくない、執事服を纏った優美な男性が、こちらに近付いてきた。

　女性でも思わず嫉妬しそうな美しい黒髪を緩くひとつに結び、胸の前に垂らしている。長身で胸板も厚いたくましい体に、あつらえたような執事服を纏っていた。おまけにその顔も嫌みなぐらい整っている。

　男性の外見がそれだけなら、ベアトリクスは彼に助けを求めただろう。

　だがベアトリクスが依然として警戒を緩めないのは、彼のお尻からニュッと尻尾らしきものが生え、その先端で火が燃えているからだ。加えて彼の目は人間ならあり得ない色──血のように赤い色をしている。

「魔物……いえ、上級魔族」

　ポツリと呟いたベアトリクスに向かって、その執事魔族は穏やかな微笑を浮かべてみせた。

「ようこそ。聖王女殿下とその忠実な聖騎士ベアトリクス様」

「な……っ。ど、どうして私の名を……」

　うろたえるベアトリクスに向かって、執事魔族は胡散臭いほど上品な笑みを向ける。

「私がお迎えしたお客人の事は、そりゃあ把握していますとも」

「お迎え……。では、あのガーゴイルはあなたが差し向けたと？」

「話が早くて何よりです。率直に言えば、あなた方……と言いますか、あなたにして頂きたい事があり拐かせて頂きました」

「私に？　……私が魔族の手助けをすると思っているのですか？」

　険しい顔で言い返した時、後方から「よいしょ……」とシャルロッテの声が聞こえ、ベアトリクスは思わず振り返る。直後、シャルロッテが自分で馬車から飛び降りようとしている光景が目に入り、目玉が飛び出るかと思った。

「ひっ、姫様！　いけません！　怪我をしてしまいます！」

　慌てて剣をしまって馬車まで駆け戻ると、ベアトリクスはシャルロッテの細腰をしっかり掴み、地面に下ろした。

「ふう、ありがとうトリス」

　魔物の領域と思しき土地でもマイペースを崩さないシャルロッテは、にっこり微笑むと執事魔族に向き直った。

「わたくしは聖王女シャルロッテと申します。まずあなたのお名前を伺っても宜しくて？」

　シャルロッテの言葉に、「ああ」と執事魔族は微かに瞠目しうやうやしくお辞儀をする。

「非礼をお詫び致します。私はシェムハザと申します。魔王陛下アバドン様の、執事やら参謀やら……お側で色々させて頂いている者にございます」

「ご丁寧にありがとうございます。それでシェムハザさんはわたくしのトリスにご用があるとの事ですが、具体的にはどのような内容ですか？　彼女はわたくしの大事な侍女で聖騎士です。公爵家の一人娘でもあります。下手なお願い事……危険な目には遭わせられないのですが」

　落ち着き払ったシャルロッテはベアトリクスの心配をし、主として絶対に侍女を守ろうという心構えを見せる。

「ご心配されているような、痛い思いをしたり、血を流したり生贄に……という事はまったくございません。我々は少なくともあなた達に友好的に接しようと思っています。もし良ければ、立ち話もなんですし座れる場所でお話を聞いてくださいませんか？」

　ベアトリクスはシャルロッテを見て、むざむざ敵の本拠地へ赴く事はないと首を横に振る。

　だがそれを無視し、シャルロッテはケロリと承諾してしまった。

「いいでしょう。わたくし移動で疲れてしまいましたので、人間に害のないお茶でも頂ければ幸いですわ」

「ひ、姫様！」

「おやすいご用です」

　シェムハザは用事があると言ったベアトリクスの意向を無視し、主であるシャルロッテの意思を尊重した。

「どうぞついていらしてください」

　シェムハザが先導して歩き出し、その足は巨大な城に向かおうとしている。

「ひっ、姫様！　いけませんっ。魔物の城なんて入ったら、生きて戻れません！　もしかして操られていますか？」

　シャルロッテの頬を「失礼致します」と引っ張ろうとした時、それよりも早くシャルロッテの手がベアトリクスの頬をぎゅーっとつねった。

「い、痛い！　痛い！」

「よし、夢じゃないわね。私は正気よ」

「……姫様。普通ご自身の頬をつねるのでは……」

　恨みがましく主を見て頬をさするベアトリクスに、シャルロッテは明るい笑みを浮かべた。

「ねぇ、トリス。あなたが私を守ろうと思ってくれるのは嬉しいわ。でもいついかなる場合でも、武力行使は最後の手段にしたいの。あのシェムハザさんという方は知性のある方に思えるし、下手をすれば私たちよりずっと強いかもしれないわ。魔王の補佐をするほどなんだもの」

「それは……そうですが」

「まず相手の話を聞いてみましょう。二人で聖都に無事に戻る事を最優先にして、そのために上手に交渉してゆくの」

「……分かりました。仰る通りです」

　二人の話し合いが決まるまで、シェムハザは少し離れた所で待っている。

　やがて二人はシェムハザについて歩き始め、赤い湖に渡した橋を通って城の内部へ向かった。







　魔族の城というので、臓物のような物が剥き出しになったグロテスクな内装かと思った。

　だがベアトリクスの想像に反し、城の内部はリヒテンバークの城にも劣らない豪奢で優美な作りになっている。色調はリヒテンバークの城が白系なのに対し、この城はダークカラーを基調としていて重厚感がある。

　黒い床には赤い絨毯が敷かれ、廊下のいたる所にオレンジ色の明かりが灯っている。だがそれは蝋燭ではなく、魔法の明かりのようだ。

　シェムハザは廊下の角を何度か曲がったあと、とある部屋に二人を招き入れた。

「ここは迎賓室になっています。適当にお座りください。基本的に我々が用意する食べ物は、あなた方が口にしている物と変わりありません。もっと言えば高位魔族になれば、瘴気や人間の負の感情などを吸収して生きていますので、特別な食料を口に入れる必要がありません。それを踏まえた上で、今からお出しします物をお好きに扱ってくださって構いません」

　部屋は赤々と燃える暖炉に豪奢なチェストや鏡、ソファセットがある。魔王の城があるカルデラ湖は高地にあるようで寒気を感じたので、丁度いい室温にやや安堵する。壁に掛けられた絵画には美しい男女が描かれているが、角や尻尾、羽が生えている。

「座らせて頂きましょう」

　シャルロッテは先にソファに座り、何とはなしに室内を見回している。ベアトリクスもその隣に腰掛け、じっと油断なくシェムハザを見張った。

　シェムハザは部屋に入った時には見かけなかったワゴンの前で、銀色のティーポットからお茶を注いでいた。お湯を沸かす間もなかったというのに、紅茶からはホカホカと湯気が立っている。

「まぁ、すべて魔法なのね」

「ええ、仰る通りです。水が沸騰するまでまで待つなど、時間の無駄ですからね」

　シェムハザは二人の前に美しいティーカップに入った紅茶を置き、綺麗に並べられた焼き菓子も出した。

「さて……」

　お茶を出すだけ出して、シェムハザは二人の前に座る。

　そして血を連想させる赤い瞳で、じっとベアトリクスを見つめてきた。

「な……何ですか」

「あら、トリス。このお茶美味しいわ」

「ひっ、姫様!?　私が毒味する前に飲まれては……、あ、あーっ」

　ちょっと気を抜いた隙にシャルロッテは先にお茶を飲んでしまい、にこにこと微笑んでいる。ポカンとしているベアトリクスの前で二口目を飲もうとし、ベアトリクスは慌てて毒味しようとティーカップを傾ける。

　──が。

「あちっ、あっつい！」

　自分が猫舌なのを忘れていた。

　涙目になってひいひい言うベアトリクスをよそに、シャルロッテが話を切り出した。この聖王女も割と鬼畜な所がある。

「それで、お話とは何でしょうか？　トリスに何をさせたいのですか？」

「単刀直入に申しましょう。魔王陛下の封印を解いてほしいのです」

「無理れふ！」

　舌がまだジンジンするが、とっさにベアトリクスは返事をする。

「まぁ、話を聞いてください。最近人間界……そうですね。あなた達が住まう聖都で、変な事件は起きていませんか？」

　言われて二人が思い出すのは、新聞に載っていた変態事件だ。

　信仰を集める聖都だというのに、このところ露出狂だの人前で淫語を叫ぶだの、嘆かわしい事件が多い。犯罪に上下はないが、窃盗や強盗などよりも一連の変態事件のほうが情けなく小物に思えるのはなぜだろうか。

「そう……ですね。少し……人様には言えないような事件が……」

　ベアトリクスは視線を逸らしつつ誤魔化そうとしたが、シャルロッテがその努力を台無しにする。

「変態事件が横行しておりますわ。世の中欲求不満な方が多いのかしら？」

「姫様！」

　聖王女の口から「欲求不満」という言葉が出て、ベアトリクスは気が遠くなる。

「そうです。それなのです」

　しかしシェムハザはパンと両手を打つと、少し前のめりになって二人に事の詳細を話し出す。

「魔王陛下が三百年前に封印された事は、お二人もご存知の事かと思います。しかし魔王陛下は三百年前にある女性に恋をされ、そのまま封印されてしまいました。その恋心や相手への欲求不満がだだ漏れて、我々魔族のみならず人間界にも影響を及ぼしているのです」

「なんて迷惑な」

　思わずベアトリクスの口から、反射的に魔王を非難する言葉が突いて出た。

「神とこの世界の善悪の属性を二分する、巨大な力を有する魔王陛下ですから、仕方がないのです」

　シェムハザが「神」と言った瞬間、ジュウッと何かが焼ける音がし、彼の口から白い煙が立ち上る。

「ちょっ!?　だ、大丈夫ですか!?」

　ベアトリクスは異常事態を感じ、とっさに立ってシャルロッテを庇った。

「ええ、我々魔族はこういう言葉を口にすると、舌が焼けます。仕様ですのでお気になさらず」

　だがシェムハザは何事もなかったかのように、ケロッとしている。焼けた舌はすぐ再生したのか、煙も消えてしまった。

「仕様と言われましても……」

　魔族の常識は人間には通じないので、サラリと言われても正直納得しかねる。

　自分たちに害をなすものではないと理解し、ベアトリクスはまたソファに腰掛けた。紅茶はもうそろそろ温くなっているだろうが、シャルロッテの毒味ができなかった失態はずぅんと胸に重くのし掛かる。

「それでですね？　魔王陛下が恋をしたという人物の生まれ変わりが、ベアトリクス様、あなたなのです！　おめでとうございます！」

「おめでたくありません！」

　まるで富くじにでも当選したかのように言われ、ベアトリクスが噛みつくように言い返す。

「それで、魔王と魔王が恋をした相手……に繋がるトリスと、変態事件。どのような関係がありますか？」

　憤慨するベアトリクスを手で制し、シャルロッテが話の先を求める。

「シンプルな事です。ベアトリクス様のキスで魔王陛下の封印を解いて頂きます。そうしましたら我々や人間を苦しめている異様な欲求不満も晴れるという算段です」

「ですから！」

　反対するベアトリクスに掌を突きつけて宥め、シェムハザは言葉を続けた。

「まず先に申し上げておきたいのは、我々上級魔族は特に人間に害をなそうと考えておりません。知性のない下級魔族は飢えの欲求に従うでしょうが、それは野生の獣でも同じ事でございます。あなた方が身を守るために下級魔族を倒したとしても、我々は特に何も申し上げません」

「ですが、人魚によって水に引き込まれた者や、淫魔に取り憑かれたという噂がある者もいます。それは下級魔族ではないのでしょう？」

　言い返したベアトリクスに、シェムハザは少し皮肉げな笑みを浮かべる。

「彼らとて安寧を求めています。そりゃあ生きるために人間から生気を多少分けてもらう事はしますよ？　知性のある上級魔族は、自らの貴重な栄養源を殺したりしないものです。もし殺すような事があるのなら、原因は人間の側にあると考えても良いのではないでしょうか？」

「そんな……、信じられません。人間が魔族に襲われたら、ひとたまりもないでしょう。力の差は明確なのに、こちらに非があるなど……」

　低い声で言うベアトリクスに、シェムハザは意味深な微笑のまま話を続ける。

「それはさておき、魔王陛下がその気になれば巨大な火の玉を地上に降らせる事も可能です。やろうと思えばできるのにそうしないのは、平和を望む証拠になりませんか？　事実、人間界はずっと平和だったでしょう」

「それでも、三百年前に勇者たちが魔王討伐に向かった頃は、酷い悪天候が続いていたと聞きましたわ」

　シャルロッテの言葉に、シェムハザの表情がやけに平坦になる。

「あの時、魔王陛下は長年恋人ができなくて落ち込んでいたのです。泣きたい気持ちが雨となり、地上を困らせていた事はお詫び申し上げます」

「……なんて迷惑な」

　ベアトリクスが呟き、手で額を押さえる。

「お言葉の通りです。お二人が今まで、魔族というものをどうお考えだったのかは分かりません。ですが私は突然お二人を襲ったりしないでしょう？　私は自分を落ち着きがあって忍耐強い性格だと思っております。野蛮な行為はなるべく回避し、ついでを言うなら面倒な仕事も上手に避けて優雅に読書をしたい。そんな性格をしております。同様に魔王陛下も、少し困った方ですが不器用ながら愛情深い方で、仕事には真面目な方です」

「…………」

　今まで魔族全般を人類の敵と思っていたベアトリクスは、上級魔族に限ってだが必ずしも人間に敵意がある訳ではないと知り動揺する。

「今時の魔族はむやみに争いを生む事の愚かさを知っています。もしかすれば人間以上に、ね。人間よりずっと長寿だからこそ、平和的な生き方の大切さを理解しているのです」

　このままだと会話が平行線になると思ったのか、シェムハザはまた両手をパンと打つ。

「魔王陛下の封印を解いて頂いたとしても、決して人類を攻めないとお約束しましょう。魔王陛下が求められているのはベアトリクス様です。よってあなたにはこの城に留まって頂きたいのです。その代わり聖王女殿下の身の安全は保証し、聖都にお戻ししましょう」

「姫様を……」

　シャルロッテを聖都に帰すという言葉に、ベアトリクスはピクッと反応した。

「私がここにいれば、姫様は聖都に戻れるのですか!?」

　思わず立ち上がったベアトリクスの膝当てが、テーブルに当たって硬質な音を立てる。その衝撃で紅茶の中に波紋ができた。

「それにしてもトリス。魔王の封印を解くにはキスが必要なのよ。あなた、ファーストキスもまだなのではなくて？」

「う……っ」

　シャルロッテに指摘され、勇ましく立ち上がったはずのベアトリクスの顔が歪む。

「キスの一つや二つ、いいではないですか。陛下は割と格好いいと思いますし、リップケアも万端ですよ」

「……リップケアの話なんてしていません」

　ジトッとシェムハザを睨みつつ、ベアトリクスはシャルロッテを聖都に帰す算段を考え始める。

「……本当に人間を攻撃する意志はないのですね？」

「でしたら契約を結んでもいいですよ？　もし私が約束を破るような事があれば、その瞬間にこの身がズタズタになるような血の契約を……」

「お断りします！」

　たとえ魔族でも、人間に酷似している彼の無残な姿など見たくない。魔族は敵と思っていても、無条件に残酷になる心は持ち合わせていない。

「では、私の言葉を信じてくださるのですか？　魔王陛下の封印を解いてくださると？」

「う、うー…………」

　唇を曲げて低くうなり。ベアトリクスは眉間に皺を寄せ懊悩する。

「トリス。別に無理をしなくてもいいわ。魔王が復活しなくても、二人で頑張れば聖都に戻れると思うの」

　シャルロッテの言葉に一瞬希望を抱いたが、すぐにシェムハザがやんわりと打ち消してきた。

「残念ながら、この土地は半分人間界にあるとはいえ、半分魔の領域にあります。長時間魔の領域にいると、人間の体は徐々に瘴気に蝕まれていきます。聖王女殿下には強い光の加護があるでしょうが、二人分の結界を張りながら歩いて移動するというのは堪えるでしょう。それにこの北の地からリヒテンバーク聖王国の聖都までは、歩いて三み月つきはかかるでしょうね。その道中、女二人の旅路で盗賊や野生の獣、または下級魔族に襲われない保証はありません。たとえ一番近くの国に保護してもらうとしても、そこまでの道のりも同様の問題が生じます」

　こんこんと言い聞かされるも、感情としては反発したい。だがシャルロッテだけは何としてでも助けたいという気持ちが、シェムハザの提案を再考させる。

　──結果、ベアトリクスは渋々と頷いていた。

「分かりました。魔王にキスをするぐらい、いいでしょう。それに最初に確認した通り、この城に留まっても、血を流すとか生贄になるような危険はないのですね？」

「ありがとうございます。ベアトリクス様の身の安全は保障致します。それはもう、これ以上ないほどの貴賓として扱わせて頂きます」

「……それを聞いて安心しました。どうぞ、魔王の所まで案内をお願いします」

　瞳に強い決心を秘めたベアトリクスを、シャルロッテは溜め息交じりに見ていた。
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　複雑で長い廊下を進んだあと渡り廊下を通り、どうやら城の中心部から別の建物に向かったらしい。

　渡り廊下と思った場所は、綺麗なステンドグラスの天井と窓に囲まれている。

「ここは……大聖堂ですか？」

　渡り廊下の先には、まるでリヒテンバーク聖王国の大聖堂にも勝るとも劣らない教会があった。高い天井から巨大な振り香炉が吊され、巨大な空間を色彩豊かなステンドグラスがグルリと囲んでいる。

　だがステンドグラスに本来描かれているだろう聖人の姿は、みな角や尻尾、羽がある悪魔だ。加えて祭壇と思しき場所には聖都で崇める神のシンボルではなく、魔族ならではと思える真っ黒なシンボルが掲げられていた。

「あれは……」

　その祭壇の前に、棺がある。

「あの中に魔王陛下が眠っておられます。そのまま寝かせておくと、起きた時に腰が痛いと言われるので、棺に入れておきました」

　今さらだがシェムハザが主を扱う態度も、割と雑なところがある。

「魔法でベッドとか出せたんじゃないですか？」

　ボソッと突っ込みを入れると、シェムハザは「あ」と思いつかなかったという顔をする。そのあと、誤魔化すように棺に歩み寄った。

「ほら、どうぞご覧になってください。割と格好いいでしょう？」

　興味本位で棺の中を覗き込めば、黒い軍服を身に纏った長身の男性が横たわっていた。

　髪の毛は銀髪なのだが、毛先が闇色に染まっているという不思議な髪色だ。肌は乳白色なのだろうが、若干青ざめて見える。

「触っても大丈夫ですか？」

「どうぞどうぞ。触っても害はございませんので」

　つんつん、と魔王の頬をつついてみると、弾力はあるのだが死人のようにひんやりしている。

「冷たいですが、死んでいるのですか？」

「いえ。仮死状態になる事で、常時発散されている魔力を抑えているのです。不老不死の魔王なのに、仮死状態というのも変な話ですけれどね」

　はぁ……と溜め息をつき、ベアトリクスはシャルロッテを見て苦笑した。

「姫様、魔の者に与するような真似をして申し訳ございません」

「トリスが決めたのなら仕方がないわ。でも私、聖都に戻ったあと必ずあなたを迎えに来るから」

　封印された魔王とシェムハザを前に、主従がひしっと抱き合う。

　守るべき主の華奢な体を確認したあと、ベアトリクスは魔王に向き直る。

「……姫様をお守りするためです」

　整った顔の魔王に告げ、ベアトリクスは棺の前に跪いた。できるだけ何の感情も込めず、魔王の頬に手を添える。

　凜々しい眉毛の下、伏せられた睫毛は濃く長い。通った鼻筋も真一文字に結ばれた唇も、すべてこの世ならざる美形を形作っている。

（けれど、この人は魔王なのだわ。……初めてのキスが魔王だなんて）

　もう一度小さく嘆息し、ベアトリクスは〝作業〟だと思って魔王の唇に己のそれを重ねた。

「…………」

　唇がふにゅ、と柔らかく触れ合ったあと、みるみる魔王の唇に温度が戻ってゆくのを感じ、ベアトリクスは思わず顔を離しかけた。

「!!」

　だがグッと後頭部を押さえられたかと思うと、それまで閉じていた魔王の唇が開き、熱い舌がねろりとベアトリクスの唇を舐めた。

「んんっ!?」

　ベアトリクスのキスの知識は、唇を触れ合わせるもの程度しかない。いきなり唇を舐められて仰天し、聖騎士として鍛え上げた腕力で必死に抗う。

　だが驚いて少し開いたベアトリクスの口内に、魔王の舌が深くまで入り込んできた。

「んぐ……っ、ぅ、ん、……うぅっ」

　まるで熱い蛇に、口腔や舌が蹂躙されているようだ。そう思わせるほど魔王の舌は長い気がする。その上やたらめったらに口蓋や舌の付け根、舌の裏などを探られ、溢れてきた唾液をじゅうっと吸い込まれる。

「んふ……っ、ぁ、ん──、んぅっ！」

　熱烈なキスに翻弄されている間、魔王の腕が伸びてベアトリクスの体を棺の中に引きずり込んだ。

　ドサッと寝そべった魔王の体に重なる体を、不埒な手がまさぐってくる。

　背筋をなぞり、震える腰のくびれを何度も確認したあと、スカート越しにぎゅうっと尻肉を掴んでは遠慮なく揉み回す。

「んぅ──っ、ん、ン、んぅ、むぅうっ」

　魔王の指先から淫靡な魔力でも流れ込んでくるかのように、下腹部にじんわりと見知らぬ感覚が宿っていった。ムズムズしたそれを受け入れるのが怖く、ベアトリクスは必死に抵抗する。だが力で敵わない上に、強烈なキスで腰が砕けていた。

「……あふ……」

　とうとうベアトリクスがぐったりすると、口からチュポンと魔王の舌が抜けて体を軽々と抱き上げられる。

　そして魔王と思えない明るい声がした。

「復活したぞ！　シェムハザ、よくやった！」

「陛下、寝癖がついております。腰はどうですか？」

「あ、腰は大丈夫だ。部下がせっかく運命の女を連れて来たというのに、腰が使い物にならなかったら、意味がないしな」

　ぼんやりとしたベアトリクスの耳に、やけに元気な魔王の声が入り込む。

　低くて張りのある、いわゆる美声であるが、ベアトリクスにとってはいきなり口の中に舌を入れてきた変態の声なので惹かれようもない。

「あなたが魔王ですか？」

　そこでシャルロッテの声がし、ベアトリクスの意識は急に現実に戻る。自分で立とうとしたのだが、魔王の腕はがっしりとベアトリクスの体を捕らえ身動きできない。

「いかにも、俺は魔王アバドンだ。お前がトリスの主である、聖王女だな？」

　初対面だというのにいきなり愛称で呼ばれ、ベアトリクスはムッとする。

「すみません、立てますから離してください」

「まぁ、そう遠慮するな。花嫁殿」

「はぁ!?　はな……っ」

　いきなり深い口づけをされた挙げ句、勝手に花嫁にされ、ベアトリクスは混乱する。魔族側で自分勝手な設定をつけて、色々進めていくのもやめてほしい。

「シェムハザさん、トリスは約束を果たしました。これから彼女にどのような用事があるか分かりませんが、ひとまず身の安全を……」

　シャルロッテが何か言いかけたが、それをアバドンの声が遮る。

「ああ、眠っている間も聞こえていたが、俺が復活を遂げたら聖王女を聖都に戻すという約束だったな」

　そう言って、アバドンはベアトリクスの脚を持っていた手を外し、上半身をしっかり抱き込む。空いた右手をシャルロッテに突き出すと、聖王女の足元に青白く光る魔方陣が描かれていった。

「姫様!?　ちょっ……、ま、待ってください！　私は姫様と一緒に聖都に戻るつもりで……っ」

「トリスには、ここで俺の妻になるという運命があるんだ」

　見上げたアバドンの表情は、とても凶悪に思えた。

「誰もそんな事まで約束していません！」

「トリス！　必ずあなたを助けに……」

　シャルロッテの体は足元の青白い光に包まれ、もうほとんど見えなくなっている。言葉が中途半端に紡がれたまま──、聖王女の姿は光と共にフッ……と消えた。

「姫様────っ……」

　アバドンにしっかりと抱かれたまま、ベアトリクスは絶望の表情を浮かべ、シャルロッテがいた空間に手を伸ばした。

　だがそこには誰もおらず、ベンチが整然と並んだ間の通路があるのみだ。

　シェムハザが嘆息混じりに呟く。

「陛下もやる事が突然ですね。そういうの、嫌われますよ」

　魔王アバドンとその腹心シェムハザだけが側に残り、自分がいるのは魔王城。

　完全アウェイに一人取り残され、ベアトリクスは絶体絶命にあった。








第二章　濃厚すぎる魔王との初夜









「それで……。要約すると、私があなたを封印した聖イザベルの生まれ変わりで？　だから私が封印を解く事ができて？　それで結婚したい？」

　アバドンが眠っていた棺は、彼の復活と共にどこかへ消え去ってしまった。

　ベアトリクスはひとまず魔王から距離を取り、一列目のベンチに腰掛ける。その隣に馴れ馴れしくアバドンが座ろうとするのだが、思いきり抵抗をして、通路を挟んだ向こう側に座らせた。

　二人の前にはシェムハザが立っていて、ちょうど二人の中立を示すかのようだ。もっとも彼は魔王の腹心で、アバドンの命令なら何でも聞くのだろうが。

「おお、話が早いな？　で、式はいつにする？　俺としては今すぐ挙げても構わないが……。いや、女っていうのはドレスに拘りがあるんだっけか？　こちらのしきたりではドレスは純白でなく、純黒で臨む事になっているが……それでもいいか？」

「いいか、って……」

　ムスッとしたままベアトリクスは脚を組んで両腕を組み、悪魔的な祭壇を睨んでいる。

　いつもなら公爵家令嬢として、聖王女の護衛として立ち姿も座り姿もきちんとしている。けれど今ばかりは、魔王たちに対して礼儀を重んじる気持ちになれなかった。

「元より私の意志など聞くつもりないでしょう！　前世で好きになった女性の生まれ変わりだから結婚したい？　ふざけているのですか？」

「おっ!?　妬いてるのか!?　トリス！」

　アバドンがパアァッと顔を輝かせて身を乗り出すが、そんな姿すら忌々しい。

「誰が誰に妬くのですか！　聖イザベルの事は聖人として敬っていますが、もう三百年も前に亡くなった人に対してそんな感情は持ちません。それよりも、いまは嫉妬するとかより、私を一方的にここに捕らえている事を問題にしているのです！」

　苛々としたまま、ベアトリクスは無神経な魔王に懇切丁寧に自分の状況を説明した。

「まず、私はあなたの事などまったく知りません。あなたが一方的に私を知っていても、私は魔族、特に魔王など初対面です。初対面には初対面にとるべき礼儀があるはずです。いきなり女性に親しくするのも失礼ですし、断りもなく触るのも失礼。相手の了承なく結婚の話を進めるなど、論外です」

　言い切ってからツンとまた前を向くと、横からアバドンの「叱られた。嬉しい」という鬱陶しいオーラがだだ漏れてくる。

「ホントにいい女だなぁ……」

　普通なら男性にしみじみと言われると、多少なりとも嬉しい台詞だ。

　しかしアバドンの場合、純粋な嫌悪しか持てない。

　ベアトリクスの心境を察してか、シェムハザが溜め息交じりにアバドンに告げた。

「陛下。まず順を追ってお話しましょう。ベアトリクス様が仰る通り、彼女は前世の事など何もご存じない状態です。陛下の封印を解くためとは言え、条件付きでここに留まって頂いた、望まない引き留め方をしています。ですから彼女が納得する説明をしなければ、まず結婚も叶わないと思ってください」

「……シェムハザさんの仰る通りです」

　まさか魔族に対し、「考え方がまともで頼りになる」と思う日が来るとは思わなかった。

　だが初めて会った魔王は、子供のように無邪気で、それでいて被虐趣味がありそうな、まったく話の通じない相手だ。最初こそシェムハザに敵意を抱いていたが、アバドンの圧倒的変態度を考えれば、シェムハザの方がずっとまともに思える。

「シェムハザ……俺よりも先にトリスの信頼を勝ち得るとは……。まさかお前こそ裏切り者……!?」

　アバドンが血走った目でシェムハザを睨む。

「陛下、やめてください。本当に余裕がないですね」

　シェムハザはハァ、と表情を変えずに溜め息をつき、このままでは話が進まないと説明をし始める。

「三百年前、陛下はあまりの女ひでりに、自分の何が悪いのかと嘆いておられました。それが人間界に雨を降らせ、人々を困らせる結果になったのです」

（本当に迷惑な存在だわ）

　圧倒的な力を持つ存在であるがゆえに、持つ悩みが人と同じであれど、とんでもない影響が出る。

「そして人間界では魔王討伐のために、四人の勇者がこの地へ送り込まれました。魔王陛下に挑むのですから、勇者……と呼ばれるのでしょうね。まぁ、私からすれば蛮勇に思えますが」

　ほんの少し溜め息交じりに言い、シェムハザは続ける。

「人間界の伝承では魔王陛下と勇者の戦いは熾烈を極め……となっていますが、そんな事はありません。落ち込んだだけで地上に影響を及ぼす存在が、たった四人の人間に手こずると思いますか？」

「……いいえ」

　魔族の力を肯定するのは悔しい。だが自分とシャルロッテが何の抵抗もできずガーゴイルに誘拐された事も考えると、頷かざるを得ない。現在の変態事件もアバドンの影響らしいが、気分一つで人々の心を操作するというのは、計り知れない力である。

「当時、魔王陛下は本気を出すまでもなく……。それどころか手すら出さず尻尾や羽だけであしらっていたようなものでした」

「え!?　この人、尻尾や羽があるのですか!?」

　耳は多少尖っているものの、どこから見てもアバドンは普通の男性に見えたので、思わずベアトリクスは声を上げる。

「見るか!?」

　すると自分に興味が出たと思ったのか、アバドンが嬉々として立ち上がった。次の瞬間彼の背面にバサッと黒い六枚の羽と、鱗がびっしりと生えた太い尻尾が現れる。尻尾の先端には青白い炎が揺らめき、ベアトリクスは驚愕に固まりその炎を凝視した。

「陛下、ですからあまりにも言動と行動が唐突です。ベアトリクス様が驚いてらっしゃるでしょう。ベアトリクス様、ご理解頂けましたか？」

　シェムハザに言われ、ベアトリクスは無言でコクコクと小刻みに頷く。

「では陛下、しまってください」

「なんだ……、もういいのか？　撫で回してもいいんだが」

　シュルシュルと羽と尻尾が小さくなってゆくが、ベアトリクスは顔を引き攣らせ首を横に振るしかできない。

　ベアトリクスが少し状況に慣れてきたのを察し、シェムハザの説明の続きをアバドンが負う。

「俺はあの時、正直どうしようか悩んでた。その気になれば人間数人など瞬殺できる。眼力とか周囲に発する強い瘴気とかで、正気を失わせ瞬時に命を奪うぐらい容易いんだよ」

　長い脚を無造作に組み、膝の上に肘をつけてアバドンが何気なく言う。

　その無造作な言い方に、真に力を持つ者の余裕を見て、背筋がうすら寒くなった。

「でもあの時、やたらと魂の綺麗な女がいた。外見なんて正直どうでも良くて、俺は体の内側から金色に輝く魂に夢中になった。ああ、こいつは神の祝福を受けた特別な女なんだって、瞬時に分かったね」

「それが……。聖イザベルですか？」

「ああ。そしてその魂が、そのままお前の中にあるんだ。ベアトリクス」

　黒い革手袋を嵌めたアバドンの指先が、ぴ、とベアトリクスの胸元を指差した。

「そんな……。信じられません」

「まぁな。前世を覚えてないのは仕方がないか。自分が以前にどうやって生きて、どう死んだかなんていちいち覚えてたら、気が持たないもんな。短い時を生きて死ぬ人間だから、忘れる事が許されるんだと思う」

　アバドンの声の中には、どこか哀愁が感じられる。

　人間と比べてとても長く生きる魔族の生を思い、ふと胸に憐憫に似た感情が浮かび上がる。

（この人、長く生きた間に、忘れたくても忘れられない事とかあったのかしら）

　それはそれで可哀相……と思いかけ、魔王などに同情してやるものかと首を横に振る。

「俺はイザベルの体液──血によって封印された。勇者らしく連携のとれたやり方で、ちょっとの隙を突かれ、気がつけば念入りに作られた魔方陣の中心にいた」

「意外と間抜けですね」

　ベアトリクスの突っ込みに、アバドンは苦笑いしても怒る事はない。

「そしてイザベルの死を代償に俺は封印された。三百年……長いようで短かったな。封印されたと言っても、人間が魔王を完全に倒すなどあり得ない。俺はただ肉体が麻痺しただけで、魔王として魔界に魔力を供給する事はできていた。世界中のあらゆる声や気配を聞き、何が起こっているかも大体把握していた」

「…………」

　魔王の力の巨大さに、ベアトリクスは黙する。

　あれほどリヒテンバーク聖王国で崇められた勇者たちの活躍が、実はそれほどでもなかったと言われたのだ。自分が子供の頃から憧れていた存在が、「実はこんな小物でした」と言われたようで、少しショックでもある。

「時間が経つなかで、イザベルの魂がようやく波長がピッタリ合う肉体を見つけたのに気付いた。彼女の魂がその肉体に入り、この世に産声を上げたのがお前だ」

　アバドンに愛しげに微笑まれても、ベアトリクスには何も響かない。

「お話は分かりました。百歩譲って聖イザベルの生まれ変わりは私であるとしましょう。ですがあなたと結婚する義理などありません。早く私を姫様の元へ帰してください」

　動じずに先ほどと同じ言葉を繰り返すと、アバドンがシェムハザを見て溜め息をついた。

「シェムハザ。これ、どうしたらいい？　帰せなんて言うんだったら、地上に手を出すぞって脅した方がいいやつか？」

　穏やかでない発言に、ベアトリクスは目を剥く。

「ちょ……っ、話が違うじゃないですか！　あなたの封印を解いたら私は……！」

「俺だってできるだけトリスの前で〝いい男〟を演じていたい。だがお前がいつまでもきかない態度を取り続けるなら、こっちにも考えがある。何せお前に毛嫌いされる〝魔王〟だから、卑怯で卑劣な手を使うのも何でもないしなぁ？」

　赤い瞳が細められ、ニィと口角が釣り上がる。アバドンの目が禍々しく光ったような気がした。

「あ……っ、悪魔っ。やっと本性を現しましたね！」

　いつでも戦えるように剣の柄に手を伸ばしたが、アバドンは一瞬にしてしらけた顔になり「まぁー……」と言葉を探し脚を組み替える。

「そういう手も取れるっていう事だ。俺は何が何でもトリスを妻にしたい。今度こそ側に置いて、一生離したくない。そのためなら多少お前に恨まれるような事だってするさ」

「……姫様と地上には、手を出さないでください」

　剣の柄にかかった手は震えている。ベアトリクスが一人で立ち向かったとしても、アバドンにもシェムハザにも敵わないのは分かっている。

　というよりも、状況を理解するにはしていた。自分さえ我慢して魔王の花嫁になってしまえば、他の者はみな救われるのだ。

　それでも──。

　ベアトリクスは強張った顔でアバドンを睨みつけている。

　不意に意地悪に笑っていたアバドンの表情が困ったような表情になり、彼は少し考えたあと溜め息交じりに提案してきた。

「じゃあ、こうしないか？　俺は絶対勝つ自信があるんだが、賭けをしよう」

「……賭け？」

　またこの人は……とアバドンを睨みかけ、ベアトリクスは忌々しそうに溜め息をつく。

　アバドンの言う事は滅茶苦茶で到底理解できないのだが、厄介な事に顔がいい。

　彼が何を言っても冷たくあしらっているが、本当は世にも美しい顔やだだ漏れる色気を前に、ときめかないようにするのが精一杯だった。

　渋面になるベアトリクスに、アバドンはニカッと笑ってみせた。

「期間は一年。その間、トリスにはこの城で俺と一緒に過ごしてもらう。期間内に俺が迫り、トリスが心を許して『好きだ』とか『愛している』と言ったらお前の負けだ。そうなったら本当の花嫁になり、ずっと側にいてもらう」

「あなたが魔法か何かを使って、ズルをしないという保証は？」

「しないさ。そりゃあ、普通に過ごしていても漏れる魔力というものはある。それでも意図的にトリスに魅了チャームを掛けたりしない」

「…………」

　ベアトリクスは「この賭けならいけるのでは？」と思い始めていた。

　自分が魔の眷属──魔王など好きになるはずもない。それについては絶対の自信がある。魔王と一年間一緒に暮らすのは嫌だが、その賭けに勝てばシャルロッテの元に帰してもらえるのだ。

「私が勝ったら、姫様の元に帰し、もう二度と関わらないと約束してくださいね？」

「いいだろう」

　にんまりと笑い、アバドンは革手袋を脱ぎ、爪の先に濃いピンクの光を灯した。

「……な、何ですか……」

　何か攻撃でもされるのかと緊張すると、アバドンが立ちベアトリクスの事も立たせる。

「じゃあ、契約を結ぼう。トリスが俺に『好きだ』と言ったなら、体が疼いて俺の事しか考えられなくなる契約魔法をかける」

「んなっ!?」

　理不尽だと言いかけたが、唇をアバドンの指に押さえられた。

「俺が契約中、トリスに対して卑怯な魔法を使う事があったら……。そうだな。命は七つあるし、そのうちの一つぐらい賭けてもいいだろう」

「い……っ、いのちっ!?」

　いきなり重すぎる対価を提示され、ベアトリクスは大きな声を上げる。

「あなた、バカですか!?　たかだか人間の女と勝負するのに、命を賭ける人がどこにいますか！」

「心配してくれるのか？」

　パッと嬉しそうに顔を輝かせたアバドンに、ベアトリクスは返す言葉を失って「ぐぬぬ……」とうなる。

「……あなたはもっと軽いものを賭けてください。幾らあなたが非常識にも命を七つ持っているとしても、私の想いと命では重さが違います」

「どうしてだ？　トリスの愛を得るためなら、命を賭けたって惜しくない」

　ドン引きして言ったというのに、アバドンはきょとんとして小首を傾げるだけだ。その表情は心の底から「何かおかしな事を言っただろうか？」と思っているようで、また腹が立つ。

「～～～～っ……、もう……っ。知りません！　命が惜しくないのなら、お好きにどうぞ！　あなたが卑怯な真似をしなければいいだけの話ですから！」

　やけくそになってフンッと鼻息荒くアバドンに対峙すると、彼が「よぉし」と頷く。

「じゃあ、契約を結ぶぞ。契約条件に抵触しなければ、特に心身共に何の害もないからな」

　グダグダ言っていたあいだ消えていた濃いピンクの光が、またアバドンの指先に灯った。

「────どうぞ」

　もうこうなったらどんな手段だろうが、シャルロッテの元へ帰れるのならどうでもいい。

　目に挑戦的な光を宿すベアトリクスにアバドンが指を近付けたが、その手は下半身に向かう。

「……え？」

　てっきり額など頭部に契約の光を宿されると思ったベアトリクスは、思わずその手を目で追う。アバドンの手はベアトリクスの下腹部でピタリと止まり、いきなり下腹部に掌を押しつけてきた。

「ちょ……っ、なにす──んぐっ」

　思いきり平手を喰らわせようとしたのだが、それより先に顎を掴まれてまたキスをされる。

「ん──っ、ん……ぅ」

　ねっとりとアバドンの舌が蠢き、ベアトリクスの口内を蹂躙してくる。

　忌々しくて忘れたいと思った濃厚なキスの官能が、再び鮮やかにベアトリクスを支配してきた。

　逃げ惑うベアトリクスの舌をアバドンの舌が追いかけ、ヌチュクチュと二人の唇の間で淫靡な音がする。逃げたくても後頭部をグッと押さえられ、おまけに下腹に当てられた手から何か熱が伝わってくる。

　それはキスで高鳴る鼓動と重なり、ドクンドクンとベアトリクスの全身を支配してゆく。

（何……っ、これ……っ）

　ベアトリクスは処女だ。

　だというのに、自分の体をいま支配しているのが明らかに性的な欲求だと直感で分かった。ジンジンと子宮が疼く気がし、内側から何かが滴っている気がする。

　アバドンの手は衣服越しに触れているだけなのに、見えない手で体の内部を愛撫されている錯覚すら抱く。

「ん……っ、ふ、────ぅ」

　肉厚な舌に口蓋を舐められ、舌の付け根をぐるりと掻き回される。口から溢れそうになった唾液を思わず嚥下すると、アバドンが悦に入ってククと喉の奥で低く笑った。

　清らかな聖王女の護衛である自分が、魔王に辱められている──。

　この上ない屈辱を味わっているはずなのに、ベアトリクスはいつの間にか腰を揺らし、体を支配する疼きに屈服しそうになっていた。

　ベアトリクスの普段の服装は、膝丈までのペチコートの上に青いオーバードレスだ。それに肩当てや膝当て、籠手や臑当てを着用している。

　いつも危機的状況にある訳ではないので、胸当てをつけるのは外地に出る時ぐらいだ。

　現在も軽装で、ベアトリクスの下腹部はレースのついた白いペチコートにふんわり隠されているだけだ。アバドンが指に力を込めれば、布越しに下腹部をぐ……と押される事になる。

「ん──っ」

（ダメ!!）

　これ以上変な気分なれば、身体がおかしくなってしまう。

　とっさにアバドンと距離を取ったベアトリクスは、赤面して呼吸を荒らげ、彼を睨みつけた。

「け、契約の手続きはいつ終わるのですか!?　これではただのキスではないですか！」

「半分はただのキスだが、ちゃんと契約をしたぞ」

　ペロリと唇を舐めたアバドンが、いきなり無造作にベアトリクスのペチコートをめくってきた。

「!?」

　今までベアトリクスにそんな無礼を働いた者などおらず、彼女は呆気にとられて何も言えないでいる。まん丸に見開いた目から、ぽろんと目玉が零れ落ちそうだった。

「あーあ」とシェムハザが手で顔を覆っているのが、視界の端に見える。

「ほらココ。下腹部に淫紋がついただろ？　トリスが俺を『好き』と言ったら、このやらしい紋章が疼いて……いってぇ!!」

　バチコン！　と凄まじい音がし、軍服の上からでも頑健な肉体を持つだろうと分かるアバドンが、一歩後ずさった。

　ベアトリクスの渾身のビンタは、それほどの威力だったのである。

　涙目になり、フーッフーッと荒い呼吸を繰り返すベアトリクスに、シェムハザがパチパチと拍手をし「その意気です」と謎のエールを送っている。

「とにかくだ。これで契約は成立したから、これから一年この城に留まってくれよ？」

　赤く痕がついたアバドンの左頬は、脅威の回復能力によってすぐに元に戻ってゆく。

　自分がこの先どれだけ抵抗しても意味がないだろう事を察し、ベアトリクスは重たい溜め息をつき、返事をした。

「────分かりました」
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「……それで、どうして結婚式なのですか」

　ジト目になったベアトリクスは煌びやかなドレスに身を包み、彼女用に宛がわれた豪奢な部屋にいる。

　ひょっとするとシャルロッテの部屋より広くて豪華かもしれない部屋に、屈強なメイドが数人控えていた。

　部屋に連れ込まれ、ベアトリクスはこの屈強なメイドたちに着替えさせられた。

　魔族であろうと同性である上にベアトリクスより遙かに筋肉量があると、逆らう気力もなくなってしまう。そこは完全にアバドンの人選が勝った。

「そりゃあ、一年も時間があるなら結婚するしかないだろ」

　ベアトリクスが座ったソファの向かいで、アバドンが紅茶を飲みつつケロリと言う。

　最初シェムハザに会った時点で紅茶に何の害もないと分かったので、今はベアトリクスもスムーズにティーカップに口を付けていた。……若干の嫌悪感はあるが。

「原因と結果の結びつきが、微塵も理解できません」

　クワッと目を見開き睨みつけるベアトリクスに、アバドンは「えー」と唇を尖らせる。

　絶対的な力を持つ畏怖すべき魔王なのに、子供っぽく頼りない面を見せるので、彼の性格が分からない。

　こちらはいつも真剣だというのに、ずっとふざけられている気がする。

　そこもまたベアトリクスを苛つかせていた。

「なぁ、聞いてくれ。俺だって三百年の間トリスを想ってたんだ。それでようやくこうして顔を見られ、言葉を交わせている。それなのにお前は俺を拒絶し、人間界に戻りたいと言っている。一年間だけでも、結婚したフリはできないか？　大人の余裕をちょっとは見せてみろよ」

　しかしアバドンにとうとうと言われ、ベアトリクスも少し考えてしまう。

（……確かに三百年の想いは長いわ。変態事件を起こすまで聖イザベルを恋しがって気持ちがだだ漏れていたのよね。……とても迷惑だけれど）

　三百年間あの棺で一人眠っていたのかと思うと、少し魔王が哀れに思えてきた。

「……仕方がないですね。形だけの結婚式なら構いません。私が人間界へ戻った後も、魔王と結婚ごっこをしたなんて誰も知りませんし」

「本当か!?」

　ガバッとアバドンが前のめりになり、嬉しそうに笑う。

（本当にこんな人が魔王だなんて、調子が狂うわ。もっと傲岸不遜で嫌な奴だったら、対応も楽なのに）

「それで……、あのドレスなのですね」

　温度の低い目でベアトリクスが見た先には、広い部屋いっぱいのトルソーに何種類もの黒いドレスが着せられた光景が広がっている。

　数多くのドレスは古めかしいデザインから近年のデザインまで様々だ。これがすべて純白であったのなら、美しいウエディングドレスだと思えたのに、実に残念である。

「何でも好きな物を選んでくれ。適当に創ったが、サイズが合わなかったらメイドが直してくれる」

「作った……？　あなたが？」

　この短期間に職人技を必要とするドレスをこんなに用意するなど無理だ。いぶかしげにアバドンを見ると、何でもなさそうな顔で種明かしをされる。

「頭の中にドレスのデザインさえあれば、魔法でちょちょいと創り出すなんて朝飯前だ。ここは魔界で、魔力の源となるものは大気中に満ちているからな」

「便利なものですね……」

　ベアトリクスは立ち上がり、ゆっくりと何体ものトルソーの間を歩き回る。ドレスの襟や袖口を見てみたり、ぐるっと回り込んでスカートの装飾もチェックする。

　やがて──。

「これにします」

　ベアトリクスが決めたのは少し昔のデザインだが、素敵だと思ったドレスだ。

　オフショルダーになった二の腕から下は、垂れ袖ハンギングスリーブになっている。胸元はＶ字になり谷間が見え、腰から下はふんだんにレースが重なっている。きっと動けば空気を含んで優雅に動くのだろう。

「じゃあ、任せた」

　アバドンが頷くと、例の屈強なメイド数人がベアトリクスを取り囲む。

（い、威圧感が半端ない！）

　メイドたちに焦りつつも、ベアトリクスはアバドンを部屋から追い出す。

「あなたは着替えるまで部屋の外に出ていてください」

「んー、分かったよ。じゃあ、隣の部屋にいる」

　アバドンが名残惜しそうに立ち去ってから、ベアトリクスはあっという間に着ていたドレスを脱がされ着替えさせられた。

　下着もすべて黒だ。トルソーを見ていた時は自分が着ると胸元が若干キツそうかな？　と思っていたが、メイドたちが手をかざしただけでベアトリクスにぴったりのサイズになった。

　長い金髪はブラシを掛けられただけで、輝かんばかりの艶を得る。仕組みは分からないが、恐らくそれも魔法だろう。

　あっという間に髪を結い上げられ、黒真珠がついたピンで飾られる。

　仕上げにレースやリボンのついた黒いヒールブーツを履いて花嫁のできあがりだ。

（〝婚期を逃した聖騎士殿〟と言われた私が、まさか魔王の花嫁になるだなんて……）

　そう思いつつも、姿見に映った自分を見て、つい「悪くない」と思ってしまう。

　ベアトリクスだって美しい物が好きなので、着飾る事を密かに夢見ていた。

　だが毎日の鍛錬がある上、動きにくいドレスではシャルロッテを守れない。加えて鍛え上げた肩や腕でドレスを着れば、他のレディと並ぶととても目立つ。

　騎士姿の時に防具の下に、前は膝丈で後ろは普通のドレスと同じ丈のあるオーバードレスを着ていたのも、ドレスへの憧れが滲み出ている。

　ベアトリクスは多少なりともそういう細かな事を気にしていた。人間界ではお洒落をするのに気を遣っていたのに、魔界では気兼ねなく楽しめるなんて皮肉だ。

「お待たせしました」

　隣室にいるアバドンに声を掛けると、ベアトリクスの姿を見た瞬間彼の顔がパッと明るくなる。

「綺麗だな。……うん、綺麗だ。よし。うん、よし。じゃあ大魔堂に行こう！」

　ベアトリクスに向けて手を差し出すアバドンに、彼女は呆れ気味に頷く。

「出会ってその日に結婚だなんて……」

　文句を言いつつも、一応夫になる人なので大人しく彼の手を取った。

「いいじゃないか。少なくとも俺はずっとお前を知っていたし、見ていた」

（前世の私を好きだっただけでしょう）

　心の中で文句を言うが、口にすればまるで前世の自分に妬いているようなので言わないでおいた。







　アバドンが封印されていた祭壇前には、特に着替えた訳でもないシェムハザが立っていた。

「それではこの悪魔教典に手を載せて、私の問いかけの後に誓いの言葉を述べてください」

　祭壇の上には分厚い聖書──のような外見の、悪魔教典がある。

　悪魔教典自体にも強い魔力があるそうで、それに誓いを立てると一種の契約として成立してしまうようだ。

（もう、どうにでもなれって感じよね。どうなっても一年後には解放されるのだから）

「それでは魔王アバドン陛下。あなたはベアトリクス様を妻とし、その命がすべてなくなるまで愛し続ける事を誓いますか？」

　特殊過ぎる問いかけに、アバドンが頷く。

「ああ、誓う」

「それではベアトリクス様。あなたは魔王アバドン陛下を夫とし、契約が続く限りこの城に留まり、妻としての役割を果たすと誓いますか？」

　問いにベアトリクスは渋々頷いた。

「はい、誓います」

「それでは、誓いのキスと────初夜を」

　初夜という言葉について質問する間もなく、アバドンが嬉々としてキスをしてくる。

「ん……っ、む」

　──正直、アバドンとのキスは心が落ち着かないので嫌だ。

　こんな魔王は何とも思っていないのに、彼の熱くぬめらかな舌で口内を暴かれると、体が女として反応し気持ちが波立つ。

　ヌチュクチュと卑猥な音がし、苦しくなって口を開こうとすると、その隙をついて舌が奥へ入り込んでくる。

（しょや……？　しょ、……や、────って、あ、……きも、ち……）

　考えようとしても頭がボーッとし、脱力したベアトリクスはアバドンの腕に支えられていた。

　やがてぐったりとした体が横抱きにされ、アバドンに運ばれても、ベアトリクスは文句を言う事すらできないでいた。
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　バサッと何か面積の広い布が落ちた音が聞こえて、ベアトリクスは意識を浮上させる。

　目に飛び込んできたのは人間界にもよくある、天上の神々が描かれたフレスコ画だ。体は横たえられていて、恐らく天蓋つきのベッドに寝かされているのだろう。

　音がした方を見ると、ベッドのすぐ側でアバドンが鼻歌を歌いつつ、次々に身につけている物を脱いでいるところだ。

「──なぁっ!?」

　ガバッと起き上がり、まだドレスを纏っていたので一応安堵する。

「お、起きたか」

　アバドンはすっかり上半身を晒し、黒いトラウザーズを脱ごうとしている。鋼のように鍛え上げられた体を見て、ベアトリクスはぐりんっと反対側を向いた。

「な、何を脱いでいるのですか!?」

「何って……。ナニを……というか、初夜を執り行うに決まってるだろう。結婚したらやる事は一つだ」

　その時になって誓いのキスの直前に聞いた、シェムハザの言葉を思い出す。

「仮の結婚をするのは認めましたが、体を許すとまで言っていません！」

　ベアトリクスは青筋が立つほど激昂する。慌ててベッドから下りようとしたのだが、何か見えない壁でもあるようで下りられない。

「ちょ……っ、こ、これは？」

　ベアトリクスは見えない壁をドンドンと叩いているというのに、アバドンはスッと目の前を通りベッドに座る。彼はもう全裸だ。

「トリス、お前は契約をした。さっきシェムハザが言った事は覚えているな？　『契約が続く限りこの城に留まり、妻としての役目を果たす』。その契約がいまお前を縛っているんだ」

「そんな……」

　詐欺にでも遭った気分になり、ベアトリクスは呆然とする。

「あと、最初にシェムハザは『俺の封印を解いてほしい』と言ったはずだ」

「え、ええ。それについては、あなたにキスをして約束を果たしたはずです」

　だがアバドンは「違うんだよなぁ……それが」と残念そうに首を振り、ニヤアと悪辣な笑みを浮かべた。

「こう見えて、俺の封印はまだ表層しか解かれていない。眠った状態だったのが解除されただけだ。本当ならもっと底知れない魔力を秘め、皆大好きスーパー魔王様としての実力がある。だが思ったよりも、人間が俺に掛けた封印は根深い」

　さりげなく自画自賛があった気がするが、それはスルーする。

「まだ体に封印が残っているという事ですか？」

「ご名答。イザベルは処女の体液……血で俺を封じた。まぁ、術者は他にいたがな。俺の封印を完全に解くには、同じく処女の体液が必要になる。その上で、対象の処女の魂──愛を捧げられたら完璧に封印が解ける」

「まさか……」

　クラリと軽く眩暈を起こした気分になり、ベアトリクスは額に手を当てる。

「安心しろ。たっぷり感じさせて堕としてやるから」

　ニッコリと微笑んだアバドンに、「普通『昇天させてやる』じゃないんですか……」とベアトリクスは内心突っ込んでいた。

「で、ですがここで処女を失ってしまえば、一年後に戻った時に嫁のもらい手が……」

「そこは俺がちょちょいと魔法で処女膜再建してやる」

「誰がそんな生々しい話をしろと言いましたか！」

　噛みつきそうな勢いで怒るベアトリクスだが、トンと肩を押され仰向けに倒れてしまう。

　体勢を整える間もなく、アバドンが馬乗りになってきた。

「大体人間って、人種やら家柄やら、処女やらにこだわるよなぁ。俺からすればみんな同じ肉塊なのに。大事なのは魂だろ」

　魔王から見ると普段ベアトリクスが障害だと感じているものも等しく〝肉塊〟らしい。しかし目の前に生粋の人間がいる事を忘れないでほしい。

「あなたが人間を差別せず見るのは好ましいですが、私は人間であり人間の価値観があります」

「だが俺とも悪魔教典とも契約したのに、それを破るってこたぁないよな？」

「…………」

「考えてもみろ。お前の大事な聖王女を、俺はちゃんと約束通り聖都に戻したんだぞ？　魔王は約束を守ったのに、聖騎士殿は破ってもいいのか？」

「ぐ……ぬ」

　グラグラとベアトリクスの心が揺れる。

　アバドンの言う通り、このままでは自分の方が〝卑怯者〟になってしまう。

「さあ、どうする？　誇り高い聖騎士殿。魔界での一年を誰も知らないし、非処女になった痕跡も残らない。言う事さえ聞けば、聖王女も人間界も安泰だ」

　憎たらしいほど整った顔に笑みを浮かべ、悪魔の王が甘い誘惑を囁く。

「くっ……、好きにしなさい」

　そう言って、ベアトリクスは投げやりになって脱力した。

「好きにしろ、と言ったな？　その言葉、素直に受け取るぞ」

　アバドンの両手がベアトリクスの剥き出しの肩に掛かり、薄いヴェールごと腕を撫で下ろす。

「構いません」

　横を向いたベアトリクスは、何があっても感じるものかと決めていた。

　そんな気持ちを知ってか知らずか、アバドンの両手はベアトリクスの胸元にかかる。ふっくらとした双丘を撫でられ、さすがにベアトリクスの体も緊張した。

　平常心を保っているのだが、やんわりと揉まれて乳首をキュウッと摘ままれると、段々変な気分になってくる。

「ドレス、邪魔だな」

　加えてアバドンがパキンと指を鳴らすと、ドレスがシャッと見えない刃に引き裂かれたように、散り散りになってしまった。

「っなぁ……っ!?」

　唖然としたベアトリクスの視界で、黒い雪か花びらかというレースのひとひらは、フッと空気に溶けて消える。

「……なん……」

　ベアトリクスは果たして自分が着ていた物は何だったのだろう？　と混乱する。その首筋にアバドンが顔を埋め、ネロリと舐め上げてきた。

「っ──ひ、ぅ」

　色っぽい声なんて出すもんかと思っていたのに、舌の熱さとアバドンの吐息に自分の知らない声が出る。

「可愛い……。トリス、ずっと抱きたかった」

「────っ」

　とどめに耳元で艶やかな低音が愛の言葉を囁き、ベアトリクスの腰や腹の奥がキュウッと切なく疼いた。

「服を脱いだらこんなに大きいんだな。あぁ……本当に美しい」

　アバドンは両手でベアトリクスの胸を寄せては、嬉しそうに弾ませたり揺らしたりする。

「やっ……、やめてくださいっ。そ、そこは大きくて恥ずかしくて……っ」

　劣等感のある場所だと言ったのに、アバドンはベアトリクスの羞恥を無視した。

「何を言う？　こんなに大きくて美しくて、先端だって可憐な色をしている。恥じらう要素がどこにある？」

　心底不思議という顔をしたアバドンに、触れるか触れないかの優しい愛撫をされる。

「う……っ、う」

　ここまで女性扱いを受けた事のなかったベアトリクスは、急に暴れ出したいほどの羞恥に駆られた。

「や……っ、やめてください！　わ、私は……っ」

　起き上がってアバドンから逃げだそうとするも、グイッと腕を引かれてすぐ戻されてしまう。アバドンの腕が胸元に伸びても、「いやですっ」と彼の手を叩き落とした。

「っいてっ」

　ベアトリクスの抵抗を受けてアバドンは目を丸くする。だがすぐに「一筋縄ではいかないか」と不敵な笑みを浮かべると、再び指を鳴らした。

「っ!?」

　この短期間で、ベアトリクスはアバドンが指を鳴らす時は、魔法が働く時だと学んでいる。警戒して身を強張らせ、アバドンを睨んでいたが、思わぬ所から攻め手がやってきた。

「っきゃあっ!?」

　いきなりベッドの下からニュルッと肉色の何かが伸び、ベアトリクスの手脚に巻き付いてきた。人肌程度の温もりがあり、ねちょりとしていて気持ち悪い。

「な、何ですかぁっ!?　これは!!」

「困った時の〝何でも触手くん〟だ」

「しょくしゅ!?」

　ダンジョンの奥に生息していると噂では知っているが、ベアトリクスは相対した事がない。

　直角から思いきりよく剣を振らないと、ぬめって切れないという情報は聞いた。だがそれよりも前に囚われてしまった場合は、どうすれば良いのだろう？

「は……っ、離してくださいっ」

「ダメだ。こうでもしないと、トリスは逃げるじゃないか」

　四肢を固定され、ベアトリクスは身動き一つ取れない。鍛え上げた筋肉をググッと膨らませ力を入れても、直径五ｃｍほどの触手は驚きの柔軟さを見せ、千切れもしない。

「だ、だからって……っ、ぁ、あ！」

　今度こそアバドンの手は何の障害もなく、ベアトリクスの胸を揉み始める。薄紅色の先端を摘ままれてくにくにと揺さぶられ、彼女は声もなく咽頭を震わせた。

「なぁ、トリス。好きなんだ。お前しか見えない」

　ベッドに磔になったベアトリクスに覆い被さり、アバドンは首筋や胸元にちゅ、ちゅと唇を降らせる。柔らかく唇が押しつけられたかと思うと、ときおり皮膚を強く吸われる。

　キスと言えば、挨拶としてのものしか知らない。それなのに不埒な場所に口づけを受けて、ベアトリクスは切なく身を震わせた。

「好き……だ、なん、──て、ぁ、アッ」

　反抗しようとしたが、両手で体のラインをシュルシュルと撫でられ、胸の先端を口に含まれて上ずった声が漏れる。

　アバドンの舌は薄い色の乳輪を舐め上げ、わざと乳首を尖らせるように吸い立てる。

「いや……っ、ぁ、そんな……っ、胸、しないで……っ」

　卑猥な舌使いによりベアトリクスの乳首はぷっくりと勃ち上がり、そのあともすぼめた唇にちゅうちゅうと吸われる。

「可愛い……、トリス。可愛い」

　熱に浮かされたような声でアバドンが呟き、赤い瞳に浮かべた色情を隠さない。彼の指先はとうとうベアトリクスの腰を撫でた後、金色の叢にかかった。

「っひ────ぁ、や、やぁっ、いやですっ」

「大丈夫だ。気持ちいいだけだから」

　信じがたい事に、アバドンに触れられたそこは潤っていた。

　ピチャ……と濡れた音が、ベアトリクスに耐えがたい羞恥を与える。

（こんな魔王に、感じたくなんてないのに……っ）

　必死に手脚に力を入れて抗っているが、相変わらず触手はビクともしない。

　その間もアバドンは秘唇を撫で、クチャクチャと濡れた音をさせる。やがて、ツプ……と蜜口にアバドンの指が入り込んだ。

「や……っ、やああぁっ！」

　目を見開き絶望の表情を浮かべるベアトリクスに、アバドンは切なげな目を向ける。

「なぁ、俺を受け入れてくれ。愛してるんだ」

「な……っ、ならばっ、この触手を解いてください！　相手を縛めたまま行為に及んで、『愛している』と言われても信頼できません！」

「それも……、そうか」

　ベアトリクスの言葉に納得したアバドンが頷いただけで、触手はスルスルと引いていった。

　残されたのは、アバドンの指が挿入されたままのベアトリクス。白い肌をしっとりと汗に濡らし、涙で潤んだ目で魔王を力なく睨んでいる。

「だ……、抱くなら、抱きなさい。……けれど、卑怯な力を使うのはナシです」

「……分かった。悪かった」

　呟いたアバドンが額にキスをし、ベアトリクスの目の前で微笑した。なぜだかその目を「優しい」と感じてしまったが、多分気のせいだろう。

「気持ちが急いてしまってすまない。〝俺が〟トリスを愛するから」

　優しげな笑みを浮かべ、アバドンがベアトリクスの体内で指を蠢かせる。彼の指が動くたび、ベアトリクスの蜜壷がクチュクチュと啼いた。

「ふ……っ、ン、ぁ、あ……っ、あ」

　ぼんやりとした意識の中、ベアトリクスはアバドンが何度も口にする「愛している」という言葉に思いを馳せる。

（この人は、聖イザベルを愛したというのに、なぜ肉体が異なる私にも『愛している』と言うのかしら。そんなに魂というものは大切なの？　私には分からない。それに聖イザベルは、彼をどう思っていたの？）

　自由になった手はアバドンを拒まない代わり、シーツを握り締めた。

　アバドンの指が膣壁を撫で、押して指の腹で擦るたび、今まで感じた事のない喜悦を覚える。嫌だと思っているのに、ベアトリクスはそれを「気持ちいい」と感じてしまった。

「あ……っ、ぁ、や。……変っ、に、──なる、か、ら……っ、や、です……っ」

「トリス、それは〝気持ちいい〟だ。口に出してみろ」

　空いた手でやんわりとベアトリクスの乳房を揉み、アバドンが微笑んだ。

　頑なに「気持ちいいなんて言えない」と思っていた時、蜜を纏った親指がツルンと肉芽を弾く。

「っひんっ！」

　今まで体の内部を探られる疼きしか感じなかったのに、そこを弄られると鋭い快楽が脳天まで届き、思わず手足がビクンッと跳ねた。

「気持ちいいか？　なら素直に口に出してみろ」

　コリ……ッ、コリュッと包皮の上から肉芽が捏ねられ、奥で膨らんでいる宝石がベアトリクスの全身に甘い悦びを伝えてゆく。

「あ……っ、あぁんっ、ぁ、ア、やぁっ、そこ……っ、ぁ、コリコリしないで……っ」

　いやいやと頭を振り、ベアトリクスは腰をくねらせ悶え抜く。

「気持ちいいだろう？　いやらしい蜜がたっぷり溢れて、甘い匂いがする。ほら、意地を張ってないで『気持ちいい』って言ってみるんだ」

　指の腹で膣肉をまさぐられ、親指で女の弱点とも思える肉芽を転がされる。温かな掌に乳房を包まれ、ときおりキュウッと乳首を摘ままれた。

　三点を攻められ、快楽がこみ上げて堪らない。ワナワナと震える唇から涎が溢れているのも気付けない。

「ぁ……っ、あ、き、……もち……ぃっ、きもち……っぃっ」

　頭がボーッとして、自分の内部を探る指とチュクチュクという音しか認識できない。

　とうとう快楽に負けた聖騎士は、魔王の言いなりになり敗北の言葉を口にした。

「トリス……」

　何も考えられなくなった時、顔に影がかかったかと思うとアバドンにキスをされる。

「ん……っむ、ふ……ぁ、ん、ちゅ……、ぁ、あ……っ」

　下腹部からジュボジュボと指が出入りする派手な水音が聞こえ、敏感な雌芯を何度も弾かれる。思わずベアトリクスは、自身の口内に侵入したアバドンの舌に強く吸い付いた。

　この耐えがたい疼きから自分を救ってもらうには、何かに思いきり縋るしかないと思っての行動だ。シーツを掴んでいた手はいつのまにかアバドンの逞しい体を這い、口すらも救いを求めて彼の舌を吸引する。

　全身全霊でアバドンを求めるベアトリクスに、彼は目を細め美しい顔でとろりと微わ笑らってみせた。

　口内をたっぷりと舐められ、粘度の高い唾液が二人の舌先から橋を作る。アバドンの舌に探られた口腔は、そこも一種の性器になったかのようにジンジンと疼いていた。

「あぁあ……っ、ぁ！　も……っ、許してっ、何か……、くる、のぉっ」

　ベアトリクスは自分の膣内を探る指が、いつの間に二本に増えたのも分かっていない。包皮を剥かれた小さな真珠に触れられるたび、名状しがたい淫悦に襲われ体をわななかせた。

「その波を越えたら、一度休憩をやろう」

「あ……っ、もっ、いじわるっ！　あああぁあぁっ」

　今すぐ解放してもらえない事を知って、ベアトリクスが子供が癇癪を起こしたように泣き出す。体を揺さぶり足を滑らせ、両手でガリガリとシーツを引っ掻いた。

「聖騎士殿は強情だな。ホラ、達ってしまえ」

　アバドンが悪辣な笑みを浮かべ己の唇を舐めた時、彼の指がベアトリクスが一番感じる場所を擦り立てた。

「っっひ────」

　今まで何度か異様に感じる場所があると思っていたものの、それをアバドンに教えたくなかった。だというのにそんな努力は水泡に帰し、まるでアバドンは最初から彼女の弱点を知っていたかのようだ。

「魔王の手で快楽に堕ちろ」

「っあぁ、あ！　────っあぁあぁぁあぁっ！　……く、あぁあぁっ、……ぁっ」

　最後の最後で自分が聖騎士であり、彼が魔王であるという事が思い出され、その罪深さで一気に絶頂を極めた。

　まるで体が白い炎に包まれて燃え上がったかのように思え、目の前で何かが激しく爆ぜる。その奔流が過ぎ去ったあとは、ただただ甘くて重怠い泥の中にズブズブと落下していった。

「は……、は、…………ぁ、…………あ」

　豊かな双丘を上下させ、ベアトリクスは目から光を失って横たわる。

　指一本すら動かせない気だるさの中、「自分は魔王に堕とされた」という罪悪感が意識を蝕んでゆく。

　視線を動かす事すら億劫だが、何気なくアバドンを見る。彼は指にたっぷりとついたベアトリクスの蜜を、それは美味そうに舐めて味わっている。

「へん、……たい」

　弱々しい悪態に、アバドンはニヤァと笑う。

「処女トリスの体液が必要だと言っただろう。お陰様で随分と力が漲ってきた。トリスを抱くたびに、俺は力を取り戻していくのだろうな」

「そんな……」

　抗議しようとするのだが、体にまったく力が入らない。

　ぐったりと脱力したベアトリクスの太腿を割り、アバドンがこれ以上ないほど昂ぶった怒張を、ヌラヌラと光る秘唇に押しつけてきた。

「ぃや……っ」

〝それ〟は今まで視界に入っても、あえて無視し続けてきたモノだ。

　幾ら相手が魔王であっても、生殖器について指摘したり話題にするのは失礼だし、淑女としてはしたない。

　そう思って避けに避けてきたモノが、遠慮なくベアトリクスの最たる部分を擦っているのだ。敏感に勃起した小さな真珠を擦られる淫悦が、体の内部で燻っている熾火を煽ってゆく。

「擦らないで……っ、や、いやっ」

「『いや』じゃないだろ？　トリスはさっき『気持ちいい』を学んだはずだ」

「だって……っ、ソレは……っ」

　あまりの勃起力にアバドンの腹部につきそうな肉棒は、先端から先走りの汁を垂らし、何度もベアトリクスの陰唇を擦っていた。

　先端が括れて巨大な亀頭があり、太竿の部分にも血管が浮き出て見るからにグロテスクだ。下にぶら下がっている陰嚢もずっしりと重そうで、何もかも恐ろしくベアトリクスは怯える。

　自分がこれからこの肉槍を体内に受け入れるのだと思うと、あまりに恐ろしくて顔が引き攣った。

「ちょ……っ、ま、待ってくださっ、こ、怖い……っ」

　渾身の力でうつ伏せになり、ベアトリクスは腰が立たないながらも何とか逃れようとした。だがあっさりと腰を掴まれ、ズルズルと引きずられて先ほどよりアバドンと密着した姿になる。

「もう遅い。〝約束〟は守るんだろう？」

　だがその言葉に、臆病風に吹かれていた彼女はハッとする。

　自分がこんな目に遭っているのも、すべてシャルロッテと地上の平和のためなのだ。

「……い、痛くしないでください」

　覚悟を決めたベアトリクスの頭を、アバドンが優しく撫でてきた。

「できるだけ努力はする。だが破は瓜かとは痛みを伴うものなのは理解しておけ。それでも無理に奪う事はしないから安心しろ」

　この妙に理解のあるところと父性すら思わせる優しさが、どうにも憎みきれない。黙ったベアトリクスの額に彼はちゅっとキスをし、今度こそ体勢を整えて屹立に手を這わせた。

「挿入いれるぞ」

　ぬち……と亀頭が蜜口を押し拡げ、あの巨大な先端が自分の中に入ろうとしているのだと思うと、怖くて堪らない。

「トリス、体の力を抜け」

　緊張しているベアトリクスにアバドンが声を掛け、乳房や腹部を撫で回してくる。優しい手つきにふ……と強張った体が緩んだ時、ズブズブとアバドンが侵入してきた。

「あっ！　──い、────ぃた、あ……っ、あ……」

　処女〝膜〟と聞くので、何かブツンと破るような感覚でもあるのだと思っていた。だが実際のところ、下腹部を襲った鈍痛は形容しがたく、彼女が思っていたものとまた違う。

「ゆっくり息を吸って……、そう、吐いて……」

　アバドンの声に従い、ベアトリクスは懸命に深呼吸をする。彼女が息を吐いた時にアバドンもゆっくり腰を進め、無理なく結合してゆく。

　頭が酸欠になるのではと思った頃には、「全部入ったぞ」と抱き締められ、何度も頭を撫でられていた。

「あぁ……、気持ちいい。好きだ、愛してる。トリス」

　鍛え上げられたアバドンの肉体は、うっすらと汗を掻いている。密着した部分から伝わる体温に不覚にも安らぎを覚える。心にまだ反発心はあるが、破瓜の痛みに囚われている今はアバドンを抱き締めるしかできなかった。

（初めてだから……、彼を抱き締めているのは仕方がないの）

　自分に言い訳をし、ベアトリクスは腕に力を込め、アバドンの首筋の香りを嗅ぐ。麝香ムスクのような色気のある匂いが鼻腔を満たし、それに酩酊しかけたベアトリクスは、ハ……と息をついた。

　身じろぎすれば魔王の肌を知り、呼吸をすれば魔王の香りに肺を満たされる。少しでも腹部を意識すれば、彼の屹立を締め付けてしまう。

　何もかもアバドンに支配されたベアトリクスは、この上ない敗北感を味わっていた。

「そろそろ……馴染んだか」

　ゆっくりと上体を起こしたアバドンは、まずベアトリクスにチュッとキスをする。それからやんわりと乳房を揉みつつ、腰を揺らし出した。

「ん……っ、ぁ、あぁ……」

　巨大なモノがみっしりと自分の中に埋まり、それが膣肉をゾロゾロと蠢かせて前後している。

　指よりも太い肉棒に翻弄され、ベアトリクスは上ずった声を上げた。

「ゆっくり動くからな。痛かったらちゃんと言えよ？」

「う……っ、あ、う、動かないでっ」

　思わず弱音が出るのだが、アバドンが「だぁめ」と笑って両乳首をキュッと摘まむ。

「っひんっ」

「胸の刺激じゃ弱いか。……なら、こっちの方が痛みを散らせるか？」

　ふとアバドンの手が場所を変え、二人の結合部で小さな姿を見せている粒をツルンと擦った。

「っきゃああぁっ」

　散々いじめられた陰核を刺激され、ベアトリクスはまたあのめくるめく快楽を思い出しかける。体の奥に灯った火が徐々に大きくなり、一物の摩擦すら「気持ちいい」に変えようとする。

「っだ、だめっ！　気持ちいいのダメぇっ！」

　──これ以上おかしくなりたくない！

　必死に首を振って逃れようとするが、アバドンの腰の動きは少しずつ本格的になっていった。

「ダメじゃない。トリスはここが気持ちいいんだろう？」

　ヌチヌチと蜜にまみれた肉真珠を弄りつつ、アバドンの切っ先はベアトリクスが一番感じる場所を確実に突き上げ、擦っている。

「っあぁああぁうっ、うああぁっ、やぁっ、やだぁっ、そこやぁっ」

　途端、体にあった疼痛や違和感などが、ふっと一気に快楽に塗り替えられた。

　ベアトリクスは悦楽のみの世界に放り出され、アバドンの腕を掴んで哀れに喘ぐしかできない。

　顔を涙と涎でグシャグシャにし、お腹の奥を擦られ弱い場所を指先で奏でられるたび、ベアトリクスは耐えがたい喜悦に悶え抜く。

　アバドンが腰を送るたびにグチュヌチュと凄まじい水音が聞こえ、自分が淫らに濡らしてしまった事を知る。

　何もかも恥ずかしく、そして恐ろしいまでに気持ちいい。

　やがてアバドンも余裕がなくなってきたのか、言葉少なになりベアトリクスを穿つ腰が速まってきた。

　パンパンという打擲音と、二人の荒い呼吸が天蓋を満たしてゆく。

「あっ、あ、あ、あっ、んっ、んぁっ、あっ、きもち……っ、やだっ、許してっ」

　大きな乳房をブルブルと上下に揺らすベアトリクスは、もう自分を犯すアバドンの事しか考えられていなかった。

　子宮を突き上げられると多少の疼痛があるものの、アバドンの突き上げはこの上もなく気持ちいい。鰓えらの張った先端部分が膣肉を擦り、蜜を纏って前後するたび、唇から意味不明の嬌声が自然と漏れ出た。

　腰が浮き上がり、つま先はシーツを巻き込んでギュウッと丸まる。いつのまにか自らアバドンの動きに合わせて腰を揺らしている事すら、彼女は気付いていなかった。

「トリス……っ、気持ちいいっ、愛してる……っ」

　おまけにアバドンときたらこの上もなく愛しげな目でベアトリクスを見て、体を愛撫し髪を撫でてくる。

　まるで自分が本当にこの男に愛されているのかと、錯覚するほどだ。

「きも、ちぃ……っ、あ、あーっっ、も、だめぇっ、堕ちるっ、おちる……っ」

　今まで感じた事のない巨大な波が、すぐそこまで迫っていた。恐怖を覚えて涙を流し、ベアトリクスはただ蜜壷でアバドンを締め付けるしかできない。

　鍛え上げられた足腰がガクガクと震え、終焉を告げている。

「────堕ちてしまえ」

　アバドンの低い声が聞こえたあと、剥き出しにされた陰核を指の腹で数度撫でられたのがいけなかった。

「っっああぁあぁ────っ、…………っぁ、────あ、あ…………っ」

　再び脳内が真っ白に塗りつぶされ、ベアトリクスは体を痙攣させ絶叫していた。

　自分がどれだけの痴態を晒し、アバドンの皮膚をめちゃくちゃに引っ掻いて絶頂したか分からない。小さな孔から飛沫を上げたのすら、自覚していなかった。

「……トリスっ」

　自分をきつく抱き締めたアバドンが低くうなり、最奥まで腰を打ち込んで欲望を解き放つ。ドッ……とお腹の奥に温かいものが広がった気がし、ベアトリクスはただ深い随喜を感じすべてが終わった開放感に浸っていた。

　もう何もできないと頭の中で降参したあと──、フッと意識が闇に引き込まれた。




「……堕ちたか」

　気を失ったベアトリクスを見下ろし、最後まで彼女の中に精を放ったアバドンは、ようやっと屹立を引き抜いた。

　自分でも巨根だと思うそれを咥えていた場所を凝視し、「やらしい」と呟く。

（確かにトリスとキスをしたり蜜を舐めたりして、本当に力が戻りつつあるな。……やはり最後にトリスの愛をもらわなければ、完全復活とはいかないだろうが）

　封印された自分にとって、ベアトリクスの唾液も愛蜜も、すべて力を取り戻すための大切な体液なのだ。

「もったいない事はしないでおこう」

　呟いたあと、アバドンはベアトリクスの体に浮いた汗から舐め始めた。

　彼女が起きていたら絶対に「変態！」と言って拒否しただろう事を、気絶している今なら実行できる。

「……はぁ、おいし」

　彼女に封印された自分だから、ベアトリクスの汗も甘じょっぱく美味しく感じる。

　丹念にベアトリクスの汗を舐めたあと、アバドンは彼女の腰の下にクッションを置き、秘部を上向けて脚を開かせた。

　自分の白濁が彼女の内部にあるにも関わらず、アバドンはためらいもせず彼女の秘部にしゃぶりつく。

　悪魔の王にとって、禁忌タブーというものは無いに等しい。

　そのまま満足ゆくまでベアトリクスの体を味わい、終わったあとは彼女の隣で惰眠を貪る事にした。








第三章　魔王の意外な顔









「う……」

　いつも規則正しい生活を送っているベアトリクスの目覚めは、スカッと爽快だ。

　だというのに今は体が疲れ果て、重怠い。思考すらも粘ついているような気がし、寝返りを打つのも一苦労だ。

　目を開いて自分が天蓋ベッドの中にいるのは分かったとして、ここがどこなのかいまいち自信が持てない。

　うっすらとした記憶の中には、シャルロッテともども魔物に攫われ、魔王の花嫁になったという悪夢がある。しかしそれは現実だったのだろうか？

　魔王に抱かれて身も世もなく善がった記憶もあるが、夢のような気もする。

「だって……いない、ものね」

　腕を伸ばして自分の横を探っても、シーツの感触があるのみだ。右側にも左側にも、誰もいない。

　では、ここはどこなのだろう？

　我がジングフォーゲル家のタウンハウスの寝室でもない。王宮に侍女として与えられた部屋の寝室でもない。

「……あの」

　天蓋の外に誰かいるかと声を出したが、返事はなかった。

　誰もいないと分かったところで、もう一つあまり知りたくなかった現実が分かった。

（……喉が痛いわ）

　原因があるとすれば、自分とは思えない嬌態を晒した魔王との閨事だ。

（あれは現実だったの？　だとしたらここは魔王の城？）

　確かめなければ、と思い、ベアトリクスは起き上がった。

　体は何も身につけておらず、思わず見下ろした胸元や腹部に赤く点々とした痕があり、ギョッとした。

「これは……」

　もし魔王に抱かれたのが夢でなかったのなら、彼が口づけた場所だ。

　深呼吸をし、ベアトリクスはシーツを体に巻き付け天蓋から垂れる帳を開けた。

「…………やっぱり」

　視界に入ったのは、ダークカラーを基調とした重厚感のある内装だ。ベッドのすぐ側には人間界にある物と変わらない果物が貝細工のボウルいっぱいに入っており、水やワインと思しき物もクリスタルガラスのデキャンタに入っていた。

　室内に不思議な明るさを覚えて窓を見ると、カーテンはすべて開かれていた。昨晩抱かれたのが夜だとして、目覚めれば午前中の青空が見えるはずだ。だがベアトリクスの視界に入ったのは、ラベンダー色とも言える、紫色の空だ。

「……朝焼け？　……それとも夕焼けかしら？」

　室内には時計はないようだ。時間の概念がないと人は心許なくなる。

　窓を開けて空を仰いでみようとしたが、鍵が掛かっているように見えないのに、窓が開かない。

「……外へ行ってみるしかないみたいね」

　人間界から身に着けてきた装備は、恐らくベアトリクスの私室と言われたクローゼットにあるのかもしれない。だがその私室がこの複雑な城のどこにあるのか、自信が持てない。

「……ダンジョン探検は久しぶりね」

　裸にシーツを巻き付けただけという格好だが、意を決したベアトリクスはキッと表情を引き締めると廊下に出た。

　左右にどこまでも続く部屋の前の廊下は、さらに何本もの廊下と交差しているようだった。

「城の全体図が分からないのでは、どうにもならないわね。けれど基本的な構造などは人間界のものを模しているようだし、リヒテンバーク城の作りを頭に思い浮かべたら、意外と玄関の方まで行けるのでは……？」

　もしここが（魔）王の寝室ならば、普通の城の構造では階数が高い奥まった場所にある可能性が高い。

「まず階段を見つけなければ。左手法……と」

　とつぶやくと、部屋の扉を背に左を向き、指先を廊下の壁につけて歩き出す。

　迷路メイズで迷った時は、右手でも左手でも壁に触れさせて伝い歩けば、時間はかかってもいつか入り口か出口に辿り着くという、シンプルな脱出法だ。

　歩いているうちに、ベアトリクスは昨晩自分の身の上に何があったのか思い出していた。

　夢だと思いたかったが、自分は聖王女と地上の平和と引き換えに、魔王の花嫁になった。一年彼と共に過ごし、魔王に惚れなければ戻してもらえるという契約をしたのだ。

　そして昨晩は彼に抱かれ、初めてを奪われてしまった。

「…………っ」

　悔しいのか恥ずかしいのか、感情が混乱して定まらないままベアトリクスは歩を進める。

　城内は不気味なほど静まりかえっていて、並んだドアから何が出てくるか分からない。知らずとベアトリクスの足は速まり、巻き付けたシーツの衣擦れの音だけが廊下に響いていた。

「あった」

　どれだけ歩き回ったのか、階段を見つけたベアトリクスは歓喜する。裸足だが足の裏を傷付ける物はないので、構わず走り出した。

　タタタタ……と階段を中程まで駆け下りた時、いきなり目の前の踊り場に魔方陣が浮かび上がった。

「え……っ」

　禍々しいと思える赤い円形の魔方陣から、どこかで見た覚えのあるニュルニュルが伸びてくる。──と認識した頃には、ベアトリクスの手足はしっかりとそれに拘束されていた。

「ちょ……っ、は、離しなさい！」

　人肌程度の温もりがあり、ほんのり湿っている。

『これは〝何でも触手くん〟だ』

　ふと魔王の言葉が脳裏に蘇り、盛大に舌打ちしたくなった。

（あれはベッドの下に固定されていたのではなかったの？　触手本体が私が部屋から出たと察知し、こうやって魔法で移動してきたということ!?）

　もがいている間も、触手はベアトリクスの体からシーツを器用に剥ぎ取ってしまった。

「こら！　やめなさい！」

　シーツを失うと他は何も身を隠す物はなく、ベアトリクスは一糸纏わぬ姿になってしまう。

　そのつま先から足首、ふくらはぎから膝、太腿……と、触手がらせんを描いて這い上がってきた。

「こら！　ちょっと……っ、や、やめて！」

　腕も同様で、手首を縛めている以外の触手が、ベアトリクスの腕をらせんに伝ってくる。

　体に這っていない触手は、まるで人間の手のようにベアトリクスの乳房をつつき、弾ませてくる。

「いやっ、ちょ……っ、も、もうっ」

　表情があり言葉を交わせる者相手なら、他にも感情の表しようがあっただろう。だが物言わぬ触手は本能のままに動いているように思え、それが不気味でならない。

　アバドンの男根と変わりない太さの触手が、真下からベアトリクスの蜜口をつついてきた時は、「ひぃいっ」と悲鳴が漏れた。

「やだぁっ……やだっ、やめて！　やめなさい！」

　人ひと気けのない階段の踊り場に、ベアトリクスの悲鳴が反響する。

　細い触手の先端はカパッと口のように開き、ベアトリクスの乳首に吸い付いた。触手の口内なのか体内なのか──には、無数の蠢くつぶつぶがあり、乳首への刺激だけでおかしくなってしまいそうだ。

　同様の物がベアトリクスの肉芽にも吸い付き、彼女は思いきり息を吸い込み手足を突っ張らせた。

「っっ────だめぇええぇっ……ぁ、あっ」

　悲鳴を迸らせた時、彼女の蜜口を狙っていた触手がズブッと蜜壷に侵入してきた。

　そこから先、ベアトリクスは人としての尊厳を守っていられたか自信がない。

　言ってしまえば魔物である触手に体をいたぶられ、嫌で堪らないのに生理的な反応を示してしまったのだ。

　通常なら一人の相手に抱かれるのだから、刺激される箇所も限度がある。だが触手は同時にありとあらゆる場所に潜り込み、ベアトリクスを犯した。

　不浄の場所と思っている後孔にも細い触手が侵入し、ベアトリクスのすべてが奪われた。

　それは見るも凄惨な光景だったかもしれない。

　長い金髪を振り乱した美女に無数の触手が絡みつき、孔がある場所には太いモノを突き立て、繊細な器官には細い触手を幾つも絡みつかせる。

　口も、耳も、体中の輪郭も手足の指の一本一本も、およそベアトリクスの体で触手が這っていない場所などなかった。

　終わりのない責め苦に気が遠くなりそうになった時──、人の声がする。

「逃げようとするからだ」

　触手にヌチヌチと嬲られる耳孔に入り込んだのは、不機嫌そうなアバドンの声だ。

　何か返事をしようとして口内の触手に嘔え吐ずきかけた時、ベアトリクスの口から触手がズポッと抜けた。

「げほっ……うぇっ、げほっ……ア、アバドン……ッ、た、助けてくださいっ」

　彼は階下から現れ、軍服のポケットに手を突っ込んでじっとこちらを見上げている。

　触手はベアトリクスを犯しつつも、彼女の体をアバドンに向けた。

「結婚して初夜を迎えたのに、その翌朝に夫から逃げようとするのか？　聖騎士サマの約束というものは、その程度のものなのか？」

　明らかに険のある言われ方をされ、魔王になどどう思われてもいいはずなのに、胸の奥が痛んだ。

「ち……っ、違います！　私は……」

「あの部屋から出て、逃げだそうとしたのは変わらないだろう！」

　覚えている限りとぼけた印象しかなかった魔王から凄まじい憤怒を感じ、ベアトリクスは恐れおののいた。

　赤い瞳が爛々と光り、その眼光だけで殺されてしまいそうだ。

　だがアバドンは踊り場まで階段を上がると、トラウザーズの前を寛がせもう既にそそり立ったモノを取り出した。

　彼が何も命令せずともベアトリクスの蜜口から触手が抜け、もう準備ができているそこにアバドンの怒張が突き込まれた。

「っあぁあうっ」

　触手により刺激を受け濡れていたベアトリクスは、アバドンの熱い屹立を受け入れ歓喜の声を上げた。

　ドロドロに溶けて軟らかくなった場所にアバドンの灼熱が潜り込み、ベアトリクスはすぐにきつく締め付けた。

　後孔には触手が入ったままで、いきなり二つの孔を犯されたベアトリクスは悶え狂う。

「あぁああっ、あぁあっ、やぁあ、やだぁっ」

　アバドンの屹立はすぐベアトリクスの弱い場所を擦り上げ、何度も何度も執拗に突き上げる。あっという間に快楽の波に襲われたベアトリクスは、触手に手足を縛められたまま痙攣して絶頂した。

　触手に全身を攻められるというあり得ない状況も手伝って、ベアトリクスはそのショックですぐに気絶してしまった。





＊＊






　……ウゥゥ…………と、何か獣の低いうなり声が聞こえた気がして、ベアトリクスの意識が浮上した。

　ふ……と目を開き、また天蓋ベッドに寝かされているのを知る。

　身じろぎをして確認すると、今度はちゃんとネグリジェを着せられていた。

　天蓋から垂れる帳は開かれており、暗い寝室が目に入る。

　最低限の明かりはあるのだが、どうにも闇の澱が空気中に溜まっているような印象がありとても暗く感じた。

　ゆっくり上体を起こした時、「お目覚めですか？」という声が聞こえてビクッと肩が跳ねる。

　静かな足音と共にゆらりと揺れる赤い炎が見える。こちらにやって来たのはシェムハザだ。

「シェムハザ……さん」

「どこか痛い所はございませんか？」

　火を灯したシェムハザの尻尾が彼の体の前方にきて、ベアトリクスと彼の間が明るくなった。こう見ると、魔法の尻尾という物も便利である。

「……少し……あの、怠い感じはありますが」

　触手とアバドンに犯されたのだから、体が疲れていても当然だ。

「陛下の末端に囚われたそうですが、アレはベアトリクス様の体を無体に扱いませんでしたか？　たとえば、股関節が痛いのにむりやり脚を開かされたなど」

「！」

　触手に襲われた事を彼が知っていると知り、ベアトリクスの頬が羞恥に染まった。

　だが考えれば魔法がものを言うこの世界で、魔王城内部で起こった事など、参謀の地位にあるシェムハザに筒抜けでもおかしくない。

「……い、いえ……。疲れの他は特に」

「それはようございました。低級魔族に見えるアレも、立派に魔王陛下の一部ですからね。そこらにある触手とは出来が違いますので、下手をすればベアトリクス様の四肢を千切ってしまいかねません」

「っ…………」

　優美な微笑を浮かべるシェムハザの口から、「四肢を千切る」という物騒な言葉を聞いてベアトリクスは背筋を震わせた。

　そうだ。彼らはその気になれば、自分のような人間など簡単に始末できるのだ。

「アレはアバドンの一部……とは、どこなのですか？　彼の本当の姿の一部、という事でしょうか？」

「いえ。何と言いますか、陛下のナニの権化のようなものです」

「は……」

　耳を疑うような事を言われ、ベアトリクスが固まった。

「ご理解頂けませんでしたか？　あの触手の塊は陛下のちん……」

「わぁあああぁあぁっ!!」

　とっさにあらん限りの声を上げ、ベアトリクスはシェムハザの発言を遮った。

「分かった！　分かりましたから！　皆まで言わずとも大丈夫です」

「そうですか？　ちなみに陛下の本当の下腹部があのようになっているのではなく、陛下の下腹部の一部……そうですね。ソフトな言い方をすれば、迸った雫からアレが生まれました。何かあった時のために育てていたようですが、今回ベアトリクス様を捕らえるのに役立ったようですね」

「……め、迷惑すぎます」

　よもや精液の雫から、あんな恐ろしい触手モンスターが生まれるとは……。身を震わせた直後、ベアトリクスはバッと自らの腹部を押さえた。

　あの触手に襲われた時、何度も精液に似た物を注がれたのを思い出したのだ。

「いえ、それは大丈夫です。ベアトリクス様の子宮に注がれたソレは、種の存続はできないただの液体です」

　考えを先読みしたかのようなシェムハザの隙のない返答に、ベアトリクスはふー……と安堵の溜め息をついた。

　ふと思うが、ここまでシェムハザにあけすけに言われても、それほどの羞恥を覚えないのは、ひとえに彼の性格もあるのかもしれない。

　慇懃な態度を崩さず、ときおり惚けた事を言いつつも、その立場は魔王の忠実な執事である。まるで屋敷の家令を相手にした時のようだ。

　その時また、…………ウゥゥウゥ…………という低い地鳴りのような音がした。

　今度こそしっかりと聞こえた城のうなり声は、大地を揺るがすような低さで、聞く者の心を暗く惑わせる。

「これ……、この音は何ですか？」

「魔王陛下の溜め息……と言いますか、後悔の嘆きと言いますか」

「……また、規模が大きいですね」

　溜め息ぐらい静かにつけないのか、と内心突っ込み、ベアトリクスは今度こそベッドから下りる。

　ベッドの横には可愛らしい絹の履き物があり、ありがたくそれに足を入れる。

「こちらをどうぞ」

　シェムハザがどこから出したのか、薄いピンク色のショールを差し出した。

「ありがとうございます」

　ショールは肌触りが良く、軽くて温かい。

「もし先ほどの事でご立腹でなければ、魔王陛下をお慰め頂けたら……と思うのですが」

　シェムハザの申し出に、ベアトリクスは触手攻めを思い出し溜息をついた。

「……彼は私が逃げたと言っていましたが、そんなつもりはなかったのです。目が覚めたら空が紫色で、朝焼けなのか夕焼けなのか分かりませんでした。あなた達に時間の概念があるか分かりませんが、人間というものは基本的に太陽の動きを中心に生活しています。その主軸がブレると、とても生活しづらいのです。だから時間を確認するために外に出てみようと思っただけです」

「……なるほど」

　シェムハザはベアトリクスの言い分を聞き、顎に手をやって一つ頷いた。

「いえ、私もベアトリクス様が逃げだしたとは思っていなかったのですけれどね。あの通り、陛下は恋愛下手ですから余裕がないのです。まるで童貞みたいですね。言動も行動も童貞臭いです。ですが人間の時間の概念につきましては、私も学び直した気持ちです。私からも陛下に配慮を求めましょう」

　間にさりげなくアバドンを貶める言葉を連発し、シェムハザが提案してくれる。

「ありがとうございます」

　少なくともシェムハザはベアトリクスの言い分を理解してくれたようで、安心した。

　シェムハザがゆっくり歩き出したので、ベアトリクスも彼の後をついて歩く事にした。廊下はやはり暗く、魔法の明かりはちゃんとついているのに、空気そのものがズシリと重たい気がする。

　それを指摘すると、シェムハザが頷いた。

「人間であるベアトリクス様にもお分かりなのですね。私たち魔族からしましたら、この魔王城のみならず、魔界そのものがとんでもない規模の嵐に巻き込まれ、頭痛が止まない状態です。力の弱い魔物なら生命すら脅かされかねません。上級魔族とて、寝込む事は必至でしょうね。私は上級魔族の中でも特に力を持っている事と、気合いで平静を保っています」

「そんなに!?」

　ただ暗いだけではなく魔物の命を脅かす威力があると分かり、ベアトリクスは焦燥する。心配する義理もないのだが、アバドンの落ち込みだけで命を落とす魔族が哀れだ。

「やはり……私が逃げようとした事で怒って……？」

　アバドンの元に行けばどれだけ叱られるのだろう？　と思い、ベアトリクスは気が重たい。

「いえ、お怒りというよりも落ち込まれているのです。一瞬我を失ってベアトリクス様を責めてしまわれた事への、自己嫌悪です。あれでも陛下はご自身が圧倒的な力をお持ちなのを理解しておられます。本来、人間であるベアトリクス様が何をされようとも、陛下が感情を乱すような事があってはならないのです。百獣の王が、己の体に住まう微生物を気にしないのと同じようなものです」

　微生物呼ばわりにベアトリクスは一瞬黙る。だが気を取り直してアバドンを思い、凄まじい怒りを見せたと思えば、これほど落ち込む彼の面倒さにまた溜め息をつく。

「面倒な人ですね。それなら最初から私の事など放っておけば良いのに」

「……それができれば苦労はないのでしょう。私には理解できない感情ですが、陛下はベアトリクス様しか目に入っていないのですから」

　暗い廊下を、シェムハザの尻尾に灯った明かりのみで進んでゆく。本当ならシェムハザは明かりなど必要ないらしい。だがこうやって明かりを灯してくれるのも、すべてベアトリクスのためなのだろう。

「ベアトリクス様が陛下をどう思われていようが、陛下は今あなたの夫であり、あなただけを深く愛している哀れな男です。どうぞ海より深き温情で、慰めて差し上げてください」

　途中で触手が現れた階段を下りたが、何も起こらなかった。そのまま一階下のフロアの廊下を少し進んでシェムハザが立ち止まった。

「ここが陛下の執務室です。復活されてから、結婚式と初夜は大目に見て、あとは馬車馬のように働いて頂こうと思ったのですけれどねぇ……。このように落ち込まれていては、仕事も捗りません。なのでどうぞ宜しくお願い致します」

　どうやらシェムハザはアバドン個人を心配しているのではなく、魔王の労働力を必要としているようだ。

（……この人らしいわ）

　ふ……っとおかしくなって微笑むと、ベアトリクスは扉の前でアバドンに声を掛けた。

「アバドン？　入っても大丈夫ですか？」

　とてつもない重力のようなものを、ベアトリクスも重厚な扉の向こうから感じた。闇もいっそう濃くなっている気がし、正直怖い。

　だがシェムハザに言われた通り、彼がベアトリクスを乱暴に犯してしまった事で落ち込んでいるなら、慰めなければいけない。

　酷い目に遭わされたのはベアトリクスなので、慰められるのはこちらだと思うのだが。

　ベアトリクスの呼びかけから一拍置いて、目の前の扉が音もなく開いた。

　人ひとり通れる隙間を、ベアトリクスは慎重に通り室内に入る。

　執務室は真っ暗で、どこをどう進んでいいか分からない。暗闇のなかキョロキョロと上下左右を見回していると、ホウ……と足元が淡く光った。

　その光は点々と奥へ続き、ベアトリクスをいざなっているようだ。

「アバドン？　行きますよ」

　光に導かれて奥に進んでゆくと、体がビリビリするような圧迫感の中心に、闇色の塊があった。

　休憩するためのベッドとおぼしき上に、人の形をした闇が膝を抱えて横になっている。

　魔界じゅうのエネルギーが、膝を抱えたアバドンに吸われている気がした。ベアトリクスは魔界の仕組みなど分からないし魔法も少ししか使えない。だがアバドンの奥に、凄まじい引力と底知れない闇を感じた。

「アバドン。落ち込んでいるのは分かりましたから、この変な圧力みたいなのをやめてください。ちょっと苦しいです」

　だがきっぱりと言い放つと、重苦しさがフッと軽くなった。心なしか、周囲の闇も幾分薄くなっている気がする。

「……トリス」

　黒い塊から闇の膜が一枚剥がれ、軍服姿のアバドンが見えた。

　図体が大きいくせに膝を抱えて拗ねていて、その姿にベアトリクスは思わず笑ってしまう。

「あんな酷い目に遭わされて、本当は私の方が拗ねたいのですからね」

　半分笑い、半分呆れてベッドに座ると、アバドンが腰に抱きついてくる。それもまた子供のようで、ベアトリクスは戸惑いつつも拒絶しないでおいた。

「すまん」

「アレがどのような物かはシェムハザさんに説明を受けました。いいですか？　アレを二度と私に対して使わないでください。アレがあなたの一部であろうと、私は触手と結婚した覚えなどありません。あなたに気を許した覚えはありませんが、夫以外の存在に体を貫かれるのは遺憾です」

　触手についてビシッと釘を刺すと、アバドンがくぐもった声で反省を口にする。

「すまん。もうしない」

「説明させて頂くと、私は外に出て空が朝焼けなのか、夕焼けなのか確かめたかっただけです。あんなシーツ一枚の姿で、魔王城から逃げるとでも思ったのですか？」

「すまん。それはシェムハザにネチネチからかわれて『バカですね』と言われた」

　先にシェムハザに指摘されていたのなら、これ以上しつこく言う事もないだろう。

「……お願いがあるのですが」

「何だ!?」

　ベアトリクスの〝お願い〟に、アバドンは素晴らしい反射で顔を上げた。

「時計が欲しいのです。シェムハザさんにも説明しましたが、私は規則正しい生活を心がけています。魔界の住人にそのような習慣がなくても、私にはあります。自分が決めたルールを、環境が変わった事を理由に破りたくありません。加えて時計がない事で寝不足になったり寝過ぎたりしても、人間は簡単に体調を崩します。それを予防するためです」

「分かった」

　アバドンは起き上がり、握った拳からシャランと金鎖の懐中時計を生み出した。

「ペンダントになっている。これなら見やすいだろう」

　そう言ってアバドンはベアトリクスの首に時計を掛け、「見づらくないか？」と出来を心配する。

「ありがとうございます」

　繊細な透かし模様がある蓋を開くと、文字盤を十二粒のルビーと、十二粒のサファイアが取り囲んでいる。秒針の先にはダイヤモンドがあり、長針と短針の先にはサファイアがついていた。

「分かりやすいように色分けしたが、サファイアの方が深夜〇時から正午を表している。正午ちょうどをすぎると、長針と短針の先についているサファイアがルビーに変わる。ルビーは正午から深夜〇時だ」

「ありがとうございます。とても分かりやすいです」

　礼を言い、ふと気まぐれでもう一言付け足すことにした。

「大切にしますね」

　するとアバドンの表情がパアァッと明るくなり、室内の闇が一気に晴れ、息苦しさも完全になくなった。アバドンの気持ちを反映しているのだろう。

（なんて単純な）

　子供のようだと呆れるのと同時に、不本意だがほんの少しだけおかしくなる。

（この人はどうしてここまでして、私の事を好きだと思うのかしら？　やはり亡くなった聖イザベルの……）

　そう思うと、自分に好きだと言っている癖に、本当は前の女の影を追いかけているだけだと感じ、胸がモヤッとする。

　同時に三百年も前に亡くなった女性を追い続けている彼が、どこか哀れに思えた。

「体は大丈夫か？」

「今さらですね。特に問題はありません。……多少疲れていますが」

「触手はもう使わない。約束する。……でも俺自身なら、夫だからトリスを抱いてもいいか？」

　どうやら先ほど「夫以外の存在に体を貫かれるのは遺憾」と言ったのが、気に入ったらしい。

　その鬱陶しいまでの好意と期待に、ベアトリクスも段々慣れてきた。

「……仕方がないですね。本当に契約期間のみですからね。私が賭けに勝ったら、ちゃんと清い体にしてくださいね？」

「分かってる」

　明るくなった執務室を何とはなしに見ると、デスクの上に大量の書類が置かれていた。

「意外とまじめに仕事をしていたのですね？」

「……一応魔王だし。三百年も眠っていたら、それなりに仕事は溜まる」

「……それなりという量ではないと思いますが」

　書類はデスクの上のみならず、デスク脇に置かれたワゴン数十台に渡っている。一つの山は天を衝かんばかりで、崩れ落ちないのが不思議だがそれも魔法の力なのだろう。

「ま、一応まじめに魔王業やらないとな？　面倒な役割でも、誰かが民の面倒を見なければいけない」

　ずっとふざけた魔王だと思っていたが、意外と頭を使って働いているようだ。自分が王であるという自覚もあるらしく、もしかしたらベアトリクスが思っている以上に凄い人なのかもしれない。

（ただの変態かと思っていたけれど……。一年共に過ごすなら、その本性も何もかもじっくりと見極めなければ）

　自分自身に言い聞かせ、その夜はもう与えられた寝室に戻る事にした。

　アバドンが部屋まで送ってくれ、一緒に寝たいと言い出す。くだんの触手はもうベッド下にはないらしく、ベアトリクスは安堵した。

　そのまま、体をまさぐってくる手を叩きつつ、何とか眠ろうと努力した。





＊＊






「今日は公務があるんだ」

　翌日、広々とした朝食室で豪華な朝食をとっていた時、向かいに座っていたアバドンがいきなりそう言った。

　オムレツやボイルされたソーセージにカリッと焼いたベーコン。トマトで煮込まれた豆にマッシュルームのオイル煮。加えて新鮮な生野菜に何やら美味しいソースがかかっていて、焼きたてパンも含めベアトリクスは旺盛な食欲でそれらを平らげていく。

　この食べ物もアバドンの魔力が生み出した不思議物質なのだが、魔力を与えられているので栄養素などは本物とまったく遜色ないらしい。ベアトリクスは小難しい事を考える前に口に入れてみた。するととんでもなく美味しかったので、そのままパクパクと食べ進めていたのだ。

「公務？　魔王としてのお仕事ですか？」

　口の中の物をちゃんと呑み込んでから、ベアトリクスは尋ねる。

「三百年、魔王として一番重要な魔力供給はできていても、魔界の住人たちが現在どのような状況になっているかは、ちゃんと確認しなければいけない。幸い報告書などはシェムハザが用意してくれていたから、昨日あらかた目を通したんだが」

「シェムハザさん。アバドンって仕事ができるのですか？」

　給仕をしてくれていたシェムハザに尋ねると、アバドンが「ひどい」とぶーたれる。

「陛下はそりゃあ有能ですよ。ベアトリクス様から見るとそうは見えないかもしれませんが、魔界一巨大な力を持ち、鬼のような量の書類を右から左へ。部下という部下から慕われ、職場は〝魔界で最も働きたい場所〟として……」

「おい、おい。ちょっと待て。そこまでハードル上げるな」

　アバドンが飲みかけたオレンジジュースに噎せ、ベアトリクスも思わず笑う。

「とはいえ、気配り政治のようなものをして、慕われているのは事実です」

「そうなのですね」

　少し意外だった。魔界に君臨する魔王と言えば他の者を支配し、力による政治を行っている気がしたからだ。いや、そもそも魔族に政治があったこと自体驚きだが。

「私もついていっても大丈夫ですか？　邪魔はしません。それに、単純に魔界という場所がどういう場所なのかも興味があります。ずっと紫色な空も外で見てみたいですし」

「いいぞ」

　ごくあっさり承諾され、やはり肩すかしを食らった気がする。

　それから朝食をいつもの習慣通り腹八分目までとったあと、ベアトリクスは私室で動きやすい軽いドレスに着替え、迎えに来たアバドンとシェムハザと共に城の外へ向かった。







　城の廊下をずっと進み、何やら小部屋に入り込むと妙な浮遊感を覚える。

「この小部屋は何なのですか？」

「今は下に向かっている。この巨大な魔王城の最上階から最下層まで上下する便利な箱だ。魔力を動力源としているが、トリスも使えるように改良しておこう」

「ありがとうございます。……という事は、城の中を歩き回ってもいいという事ですか？」

「ああ。トリスが自分から『逃げない』と約束してくれたから、俺もそれを信じる。シェムハザに『女性を籠の鳥にすれば、反発心が生まれますよ』と言われたからじゃない。絶対違う」

　最後に律儀にもシェムハザに言われた言葉を口にするアバドンは、嘘をつくのが下手なのだろうか。魔王と言えば口先で人間を騙し、契約しては魂を狩るという存在だと思っていたが……。

　そう思いつつ最下層とおぼしき場所まで着くと、巨大な吹き抜けのホールが広がっている。見上げるほど高い天井はガラスのドームになっていて、外の景色や紫色の空が見えた。

「えぇ!?　島が浮いている？」

　空には巨大な島が浮き、ゆっくりと空を移動していた。ポカンと口を開いてそれを見守り、視線を下に向けると、これまた奇妙な木々が生えている。やたらカラフルな幹にピンクや紫など、見た事のない葉の色。実も成っていたが、食べたいとは思わなかった。

「あの浮島に住み着いている者達がいる。魔界には合計二十四の浮島と、二つの浮遊大陸がある。昔はこの魔王城に近い場所は魔王からより上質な魔力を受け取れると言われ、高級エリアのようになっていた。だが俺は騒がしいのが苦手でな。みな平等にという事で島や大陸を作って浮かせ、決まったルートで魔界を巡らせるようにしている」

「へぇぇ……」

　とりあえず今は、呆けた返事しかできない。

　何せ何もかも常識外れのできごとばかりで、ついていくのに精一杯だからだ。人間界では王宮に近いほど高級エリアであるのは当たり前で、その土地ごと動かしてしまおうなど考えた事もない。

「人口が増えていけば、また新しい浮島を作ればいい。空は広くて限りがないし、割といい手だろ？　まぁ、いまだに地上に住んでいる奴らもいるけどな」

「は、はぁ……」

　少なくとも、アバドンが民の事を考えて色々としているのは分かった。

「さて、外に出るか。一応注意しておくが、あまり外で俺から離れないこと。分かると思うが、魔界は人間に害のある瘴気に満ちている。まぁ、言ってしまえば俺の魔力なんだが。それをあまり浴びすぎると、トリスも魔族になってしまう可能性がある。ちゃんとした転生をせず魔族になると、短命な下級魔族になってしまう」

「え……っ？　で、でも私はアバドンの一番側にいますよね？　アバドンが発する魔力が瘴気なのでしょう？」

　思わず一歩引くが、アバドンから離れていいものかと、体重を左右の足にかけて体をグラグラさせる。

「だから、俺はトリスの側にいるべきな訳。自分が出した瘴気を、人間に害がないよう中和させる事は簡単だ」

「そ、そうですか……」

　いまいち釈然としないが、アバドンの側にいれば大丈夫という事らしい。

「陛下、それはそうと移動手段はどうしましょうか」

　吹き抜けになっているドームには、各階に自動で開くガラスのドアがある。魔族の出入りが多いここは、飛行タイプの魔族のために上階のドアも頻繁に開閉していた。

　一階のドアから入ってくる魔族は、アバドンの姿を見て「アフ・アーゲ陛下」とにこやかに挨拶をしてくる。アフ・アーゲというのも、魔族特有の挨拶なのだろう。

「そうだな……。魔法に慣れていないトリスに、高速飛行や魔方陣を使っての移動は酷だよな」

　言葉を聞いただけで、ベアトリクスは無言でブンブンと首を横に振る。魔界のでたらめな法則がただでさえ怖いのに、この体が飛んだり魔方陣を通ると聞くだけでゾッとする。

　ふと、魔方陣を介して聖都に戻されたシャルロッテを思い出し、「お可哀想に……。お元気なのかしら」と感傷的になる。

「じゃあ、トリスが一番慣れていそうな馬車の形態にするか」

「それは名案でございます。馬車は創り出すとして、馬は……ああ、バイコーン辺りで良いでしょうか」

　ガラスのドアをくぐって外に出ると、シェムハザが何やら手を指揮者のように優雅に振りだした。

　すると地面がボコボコッと隆起し、あっという間に優美な馬車の形になってゆく。黒い車体に金色の装飾がつき、車輪まで装飾された金でできている。まるで童話のお姫様が乗るような馬車に、ベアトリクスは一瞬見とれてしまった。

「さて、バイコーンは……と」

　シェムハザが指笛をピィィッと鳴らして目の前に魔方陣ができたかと思うと、そこに六頭の馬……の姿をした魔族がいた。

　伝説に聞く一角獣ユニコーンに似ているが、こちらは角が二つある上に体が黒い。

　しげしげとバイコーンを観察していると、六頭が大きな頭をベアトリクスに寄せ、ぐいぐいと胸元を押してくる。

「ちょ……っ」

「待てぇい！」

　焦ったベアトリクスを後ろに引き、アバドンがバイコーンの鼻面をパーン！　と叩いた。たじろいだバイコーンは後ずさり、それでも名残惜しげにベアトリクスに懐こうとしている。

「こいつらはな、非処女が大好きなんだ」

「ひしょっ……」

　いきなりな事を言われベアトリクスの顔がカァッと赤くなった。何も人がいる前で、そんな事を言わなくてもいいではないか。

　狼狽えたベアトリクスをサラッと無視し、シェムハザが馬車を示す。

「それではベアトリクス様、馬車にお乗りください。私は御者をしてお供致しますので」

「は、はい」

　半ばバイコーンから逃げるようにして、ベアトリクスは馬車に乗る。馬車の中は外見同様美しく、深紅のシートや光沢のある木製の窓枠、また天井には魔法の明かりを灯す小さなシャンデリアもあった。

　ベアトリクスとアバドンが座ると丁度ぴったりの大きさで、ご丁寧にも書き物ができる簡易テーブルや、ペンやインクなどが入った引き出しもある。

　車内の作りに見とれていると馬車がゆっくり動き出し、滑るように走ったかと思うとフワッと宙に浮いた。

「わ……っ、わぁ！　浮いてます！」

「バイコーンにも色々種類があってな。人間界に姿を現すのは、俺の魔力から遠のいているから基本的に地面を歩いている。だが魔界にいると俺の魔力を浴び放題で元気ハツラツ。空も飛べるっていう訳だ」

「で……でたらめな原理ですね」

「窮屈な決まりがある人間界に比べたら、そりゃあ魔力一つでどうにかなる魔界は、でたらめだろうさ」

　アバドンはゆったりと脚を組み、さりげなくベアトリクスの肩を抱いてこようとする。ハッとここが密室である事を思い出したベアトリクスは、ジリジリと窓側に逃げた。

　眼下に広がる広大な大地を見て、ふとベアトリクスは胸にあった問いをアバドンにぶつける。

「……思っていたのですが、聖イザベルの最期をあなたは知っているのですか？」

「ん？」

「聖イザベルの血によって、あなたは封じられたのでしょう？　なら、自分を封じた相手を憎く思うのが普通なのではないのですか？　幾ら魂が綺麗で一目惚れ同然だとしても、納得がいきません」

　ベアトリクスの疑問に、アバドンはどこか遠くを見て深く微笑む。

「あいつに気に入られるほど純粋な奴って、堕ちるのもたやすいんだよなぁ」

「…………？」

　アバドンが言う「あいつ」が誰なのか理解できず、ベアトリクスは後半の言葉について考える。

「確かに……。まじめで純粋だと、コロッと騙されやすい雰囲気はありますね」

「そう。まぁ、俺は騙すなんて事はしないけど」

　アバドンはベアトリクスを見て意味深に微笑む。やけにその視線が絡みつくようで、彼女は視線を外すと窓の外を見た。







　馬車は文字通り飛ぶように進み、気がつくとそれほど衝撃もなく着地していた。

「下りるぞ。一か所目は人魚の入り江だ」

「人魚……」

　アバドンに手を借りて馬車を降ると、周囲は霧に包まれた岩場だ。入り江と言った通り水の匂いがし、女性が話す声や笑い声、何かがパシャンと水を打つ音がする。

「人魚って……、あれですよね？　あの、男性を歌声とその容姿で惑わせ、水に引きずり込むという……」

「んー、人間の解釈だとそうなるのかな」

　アバドンはスタスタと入り江に近付き、「長はいるか？」と声を張り上げた。

　岩場の間に海が見えたが、やがてそこからチャプ……と美しい女性が顔を出した。ベアトリクスも思わず見惚れる美貌で、白い肌に貼り付いた黒髪が艶めかしい。

「魔王陛下、よくぞ三百年の眠りより復活されました。我ら一族、陛下の復活を心よりお祝い申し上げます」

　豊満な胸元に手を当てた人魚の長は、水中でお辞儀をしてから岩場に手を掛け、ザバッと下半身を乗り上げた。

「わ……っ、わぁっ！」

　人魚の長の豊満な胸は剥き出しで、先端に色づく尖りすら隠さない。くびれた腰の下は鱗に覆われているが、同性とはいえ人間界でも他人の裸など見た事のないベアトリクスは動揺する。同時にアバドンが人魚の長の胸を見ていることに気づき、手が無意識に動いた。

「目ェぇっ!!」

　掌底で眼球を押され、アバドンが情けない悲鳴を上げる。

「みっ、見たらダメです！　こんな美しい女性の肌を見るなんて……っ、女性の敵！」

　もはや自分が誰の味方なのか分からなくなったが、とにかくアバドンに他の女性の肌を見せるのはいけないと思った。

「うふふ……。お嬢さんはとても綺麗な魂をしているのね。美味しそう……。ずぅっと側に置いているだけでも、無限の魔力を得られそうだわ」

　人魚の長にいきなり魂の話をされ、おまけに「美味しそう」と言われてベアトリクスは困惑する。

「こ、こらっ！　トリスは俺の妻だ！　もう式も挙げて初夜も済ませてるんだから、狙ったら怒るぞ！」

　相変わらずベアトリクスに目を塞がれたまま、アバドンが魔王の威厳なく憤慨を表す。

「初夜を済ませたとか言わないでくださいっ！」

　ドンッとアバドンの足を踏むと、また「いてぇっ！」と悲鳴が上がった。

「そ、それで長。最近の様子はどうだ？」

　背伸びをしたベアトリクスに両目を塞がれたまま、アバドンが魔王として調査を始める。その気持ちは立派なのだが、いまいち格好がつかない。

「そうですわね。三百年前よりも、人間の罠にかかる者が増えました。鱗を剥がれたり、人魚の肉を食べれば不老不死になると信じた者に殺されたり……。挙げ句の果てに、マニア向けに性奴隷となっている者もいます。用事が終わればその辺の沼に捨てられ朽ち果てる……。酷いものです」

「な……」

　人魚の長の言葉に、ベアトリクスはギョッとする。

　今までベアトリクスは魔物に人が魅了され、食べられたという話を聞いていた。それに対して王国軍を常に鍛え、辺境の魔族に対抗していたのだ。それなのに長の話を聞けば、まるで人間の方が悪者ではないか。

「火急の報告書は目を通しておいた。鱗の回復にいい薬を魔王城の薬品庫から出し、別途この入り江の近くに薬やく水すいの池を作ろう。怪我をした者はそこでゆっくり療養しろ。その者たちに対する栄養体も生成しておく」

「ありがとうございます」

　アバドンが魔王としてまともに話している姿にやや驚くも、最後の言葉が少し引っ掛かった。

「その……栄養体とは？　人間界から生贄を攫ってくるのでは……」

　心配したベアトリクスの両手をそっと外し、アバドンはパチパチと少し瞬きをしたあと彼女を見つめる。

「トリス。お前たちが言う『魔族が人間を襲う』というのは、人間が野生の獣を狩って食料にする事と同義だ。今回魔王城の生成部で作られるのは、魔法で作られた〝肉〟だ。人の形はしていないし、生き物でもない。ただ必要な栄養素が備わった塊だ」

　アバドンの説明に安堵するも、わだかまりが取れない。

「では、人間を襲わずともそれを口にしていれば良いのでは？」

「……では逆に訊こう。トリスの前に菓子のような物があるとする。栄養だけで言えば、それだけでとりあえず生きていける。トリスは一生、それだけを食べて生きられるか？　肉汁たっぷりの肉、新鮮な魚の塩焼き、採れたての野菜や果物。または動物の乳を使ったチーズや、クリームたっぷりの菓子。そういう物を食べたいと思わないか？」

「…………。ずるい、です」

　困った顔でアバドンを見上げても、今度ばかりは〝魔王〟は甘い顔を見せてくれなかった。

「いいか？　トリス。異なる生き方をする種族があるとして、二つの種族にはそれぞれ信じる正義や宗教がある。道徳や文化があり、さらにその中に国や家庭の矜持があるだろう。二つは決して交わらない。片方が自身のやり方を強いれば、必ず争いが起こる」

　アバドンの言う事は正しく思え、ベアトリクスは一つ頷く。

「魔族は自分が食べる分しか人間を襲わない。人間も賢いから、魔族が現れる場所に近付かないだろう。魔族にとって、人間は安心して食べられる餌ではない。戦略を練り、下手をすれば自分が殺られる覚悟で襲っている。それもすべて、生きるためだ」

　ふとベアトリクスは、人魚たちが大勢いる入り江を見やる。

　長は堂々たる姿だが、他の人魚は長ほどちゃんと姿を見せない。岩場や霧に紛れて、怯えた顔をこちらに向けているのみだ。

　自分が誰かに恐れられるという体験は初めてで、ベアトリクスは戸惑う。それが魔族相手なら尚更だ。

　返事ができないベアトリクスの髪を撫で、アバドンは人魚の長に告げた。

「囚われたままの者には、すぐ救出隊を向けよう。人間界との境界にある認識阻害の霧も、濃くしておく」

「ありがとうございます。ですが陛下、あまり妃陛下を虐められないよう」

　長は妖艶な笑みを浮かべ、パシャンと尾で水面を叩いた。

「虐めてないさ。賢い魔王妃となるために、教育をしているだけだ」

　腰を引き寄せられギュッと抱かれて、ベアトリクスはハッと我に返った。気がつけば堂々と人魚の長を見ているアバドンに気付き、また彼の目元にバッと掌底をする。

「だから目ェえ!!」

　アバドンの情けない悲鳴が人魚の入り江に響き渡った。

「ねぇ、聞いて？　トリス。妬いてくれるの嬉しいけど、俺、人魚で勃たないから！　なんなら触ってみる？」

「触りません！　そんな汚物！」

「汚物！　なるほど！　ひどい！」

　ギャアギャアと言い合いをしていた時、後方からシェムハザの声がした。

「陛下、そろそろ次に行きましょう。スピード視察をして、スピード対策です。タイムイズマネー」

　パンパンと手を打ち鳴らされ、ベアトリクスもまだアバドンに仕事があるのだと思い出す。パッと手を離すと、アバドンが「いってぇ」と言いつつまた目をさする。

「じゃあな。城に戻ったらすぐ対応するから、もう少し待っててくれ」

　人魚たちに向かって軽く手を振ると、アバドンはベアトリクスの手を握って馬車へ戻る。

　ベアトリクスの接近に興奮を隠さないバイコーンを無視し、二人してまた馬車に乗り込んだ。

「……なかなか、考えさせられました」

　再び空に浮き上がった馬車の窓から人魚の入り江を見下ろしつつ、ベアトリクスが呟く。

　外洋──と言っても魔界の海はどうなっているか分からないが──に続く入り江には無数の人影が見えた気がしたが、濃い霧に包まれている上に馬車もスピードアップして、すぐに確認できなくなった。

「まったく違う場所に来ると、自分の常識がひっくり返されてなかなか面白いだろう？」

「面白い……かどうかは置いておいて、新しい発見ではあると思います」

　少なくとも自分たちが正義で被害者だと思っていた事が、相手にとっては真逆だったのだ。本当は自分たちが加害者であったと知り、複雑な心境になる。

　ベアトリクス自身は聖王女の護衛のため王国の中心部にいるが、辺境を守る騎士や、自由にあちこちで依頼を請け負う傭兵などは、もっと魔族と接する外地にいる。

　聖都にいるベアトリクスたちが知らない間、現場にいる者たちは魔族を絶対悪として倒し、場合によっては彼女たちを弄ぶのだ。

　人魚の長と話した印象では、彼女は姿こそ下半身が魚であるものの、知性はまったく人間と遜色ない。むしろ堂々と魔王と話す姿は、女性でありながら爵位を継いだ芯のある女性貴族を思わせた。

（これから視察であちこちの種族を見舞うのだわ。その先で私は、人間の汚い部分を見つめる覚悟を持たなければいけない）

　神妙な顔で窓の外を見ていると、腿の上に載せていた手をアバドンが握った。

「まぁ、そんな気落ちするな。どんな存在だって〝完璧〟なんてありゃしないんだ。トリスが信じる神だって、失敗する時もある」

　アバドンが「神」と言った瞬間、ジュウッと彼の舌が焼けた。

「ですから！　無理に舌が焼ける単語を口にしなくてもいいです！　あなたには学習能力が備わっていないのですか」

「だってー」

　ぶー、と唇を突き出すアバドンの態度が、今ばかりはベアトリクスを慰めるためにわざとおどけて見せているように思えた。




　その後、馬車はまた別の土地に下り立つ。

　人魚の入り江とまた異なる大地は、特にあのピンクや紫の木が密生している場所だった。

　その林に囲まれて、人間の技術ではまず無理な建築様式の城がドンとそびえている。まるみのある屋根や、尖塔の先にある装飾すらも渦を巻くような形になり、またハートマークに似た形にもなっていた。

　あり得ない事に地面からにょっきり斜めに塔が生えていて、ベアトリクスは難しく「どうなっているのだろう」と考える事を放棄する。

「ここは淫魔の城だ」

「淫魔ってサキュバス……？」

「そう。女の姿をしたのがサキュバス。男の姿をしたのがインキュバス。それぞれ人間の夢に入ってやらしい事をして、その精気を頂いて生きている」

「なるほど……」

　今まで実態をあまり知らなかった淫魔を簡単に説明され、ベアトリクスが頷く。

　と、城の方からワラワラと大勢の人影が出てくるのが見えた。中には空を飛ぶ者もいる。

「な……っ、何ですかあれは！」

　ベアトリクスが素っ頓狂な声を上げたのも当たり前だ。

　老若男女、様々な姿をして肌の色も様々な淫魔が、男女問わず見事な肉体を晒し平然と歩いているのだ。ベアトリクスからすれば、露出狂である。

　幸いな事に女性の胸の先端や、男女それぞれ股間はギリギリ小さな布やアクセサリーで隠されている。しかし手足にもジャラジャラとついたアクセサリーも相まって、パッと見たところ妖艶な踊り子のようだ。

「あら～、いい匂いがすると思ったら、陛下だわ。それに陛下よりもーっと美味しそうな匂いがするお嬢さんもいる」

　染み一つない真っ白な肌を晒し、張りがあり柔らかそうな乳房を惜しげもなく晒したサキュバスが、美しい金髪を掻き上げて寄ってくる。

「ちょ……っ、ま、待ってくださ……っ」

　同性であろうが、肌も露わな格好をした人に慣れていないベアトリクスは、赤面してアバドンの陰に隠れようとした。

「こら、トリス」

「だって恥ずかしいです！」

　悲鳴のような声を上げるベアトリクスに、いつの間に背後に回り込んだのか匂い立つほど妖艶なインキュバスが顔を寄せてきた。

「おお～、本当にいい匂いだ。肌を舐めるだけでいいから、恩恵に授かりたい」

「ふぎゃっ！」

　猫が尻尾を踏まれた時のような声を出し、ベアトリクスが飛び上がった。

「こらぁーっ！　トリスは俺の妻なの！」

　なんとも気の抜けた怒り方をし、アバドンがベアトリクスにぶちゅうっとキスをする。

「!?」

　公衆の面前でいきなりキスをされ、ベアトリクスが固まった。

　だが次の瞬間、アバドンの胸板を渾身の力で押しのけた後、思いきり彼の頬を引っぱたいた。

「いたい！」

「痛くしたのだから当たり前です！　何も人前でキスする事ないじゃないですか！」

「今のはマーキングだ。トリスの中に俺の魔力を注入して、『この女は俺のもの』っていうのを周りに分からせるためにやった。トリスに無理に手を出そうとしたら電撃トラップが見舞う仕様だ」

「人の体に一体なんて事をしてくれるんですか」

　真顔でアバドンを凝視するベアトリクスに、彼は「まぁまぁ」と両手でクールダウンを促す。

「王と女王に会いに行こう」

　そのままアバドンはベアトリクスの手を握り、淫魔の城に向かう。だがあまりにも周囲にワラワラと淫魔が群がるので、途中からベアトリクスを横抱きした。

「ちょ……っ」

「そのまま。トリスも本当は怖いんだろう？　だったら無理をするな」

　赤い瞳が優しげに細められ、悔しいが不安であったのは確かなので大人しくしておく。

「意外と腕力があるのですね」

「好きな女ぐらい、抱っこして移動できないとな？」

「陛下の場合、仕事のストレスが溜まって、食べては鍛えてを繰り返しているだけですよね。健康な肉体を作ろうとかいう目的ではなく、ストレス発散の結果なのですよ」

　後ろから付いてきたシェムハザが口を挟み、アバドンに「黙っとけ」と注意を受ける。

　淫魔の城は内部もやはり奇妙な作りをしていて、全体的に巨大なドームのようだ。彼らの背に羽が生えている事もあり、城の中で自由に飛び回れるようになっているのだろう。

　上を見ると天井が見えないほど高いのだが、その途中で何やら色とりどりの布のような物がぶら下がっている。ハンモックにも似ている気がするが、ハンモックが横長なのに対し、もっと球体に近い形状である。

「アバドン、上にあるのは何ですか？」

　指を差すと「ああ」とアバドンが頷き、説明してくれる。

「あれは淫魔の巣だ。まぁ、ベッドと言っていい。疲れた時はあの中で深く眠り、世界の夢を取り込んでエネルギーとしている」

「世界の……夢？」

「そうだ。魔界にいても、微弱だが人間界の悪意や色欲など、様々なパワーを感じる事ができる。ここにいれば肉体を休ませつつ、少しずつ世界の夢を取り込む事ができる」

「夢……というより、負の感情ですね」

　魔族は魔王の魔力や人間が発するどす黒い感情を好むと知っていても、それで生態維持できるのは不思議でならない。

「もっとこう……。キラキラした感情は、やはり聖属性の生き物が恩恵を受けるのですか？　あ、舌が焼けるなら特に言わなくていいですからね？」

「まぁー……そうだな。バイコーンの対局にある一角獣ユニコーンなんかは一応妖精界に属していて、妖精界と人間界を行き来して処女に懐いたりしている。あいつらの角にも汚れた水や毒を清める効果があるし、属性としてはそちらなのだろう。だが俺の従兄弟である憤怒の公爵家の家紋にもなっているから、あいつらが必ずしも善の象徴とは限らない」

「善」と言った時、アバドンの舌がまた焼け、ベアトリクスは「ああもうっ」と焦る。

「ピクシーを初めとする妖精族は、基本的にどちらの顔も持つ。人間の良き隣人とされていても、一つ間違えれば怒りを買う。そう単純じゃないのさ。精霊はまた違って、自然界が姿をとったものだから、善か悪かというのは一概に決められないな。ただ魔界は火や闇と密接な関係を持っているから、魔族がそれらの精霊を召喚しやすいという繋がりはある。ま、光以外の精霊なら何でも使うけどな」

　淀みない説明の合間にもアバドンの舌は焼け、瞬時に再生する。すぐ治るからと言っても、目の前で人の舌が焼けているのは気持ちのいいものではない。

「何となく理解しました。ありがとうございます」

　そう言った時、淫魔の城の二階深くにある王と女王の間に辿り着いた。

　王座の前には褐色の肌に白い髪のインキュバスと、やはり褐色の肌に黒髪のサキュバスが立ち、魔王に対して深い礼をしていた。

　その場にいる淫魔たち全員も同様に礼をし、ベアトリクスはそこで初めてアバドンが魔王らしい扱いを受けたと感じる。

「魔王陛下と魔王妃陛下におきましては、ご機嫌麗しく」

　サキュバスの女王が蠱惑的な声音で挨拶をし、ベアトリクスに向かって色っぽく微笑んでみせた。

「いやぁ、濃厚な初夜をおめでとうございます！　陛下も念願の妻帯者になりましたね？」

　インキュバスの王の言葉に、ベアトリクスは真っ赤になりアバドンは半眼になる。

「おーい。お前らがそういう気配を鋭敏に感じるのは仕方ないとして、ちょっとは俺のお嫁さんに配慮してくれ。まだ初々しい新妻オブ新妻なんだから」

「それにしても素晴らしいお体ですね？　加えてキラッキラした魂をして、何とも甘美な体臭……。ものは試しに、一晩我々の城に預けてみませんか？」

「お断りします！」

　インキュバスの王の提案に、真っ赤になったベアトリクスが大声を出した。

「というのがうちのお嫁さんの意見だ。それは置いておいて、最近どうだ？」

　アバドンが本題を切り出し、王と女王は顔を見合わせ溜め息をつく。それまで悠然としていた表情にも、どこか翳りが見えた。

「相変わらずですわ。というより、陛下が起きておられた三百年前に比べると、酷くなった印象です」

　人魚と同じような報告に、ベアトリクスはドキッと胸を鳴らす。

「いつものように狩りに行って、昔なら全員が腹一杯になって戻ってきました。ですが最近は二割ほどが行方不明というか……、戻って来ていない状態です。仲間たちの話では、人間の罠に掛かって結界の中に封じ込められ、淫魔ともあろうものが体を弄ばれているとか……。嘆かわしい」

　インキュバスの王の言葉を聞き、ベアトリクスは視線を下げた。

　自分たち人間が彼らの仲間に酷い事をしていると知り、まともに淫魔の姿を見られなくなったのだ。

　その後もアバドンは淫魔の王と女王から報告を受け、神妙な顔で頷いていた。

「よし。じゃあ囚われた者への救出隊をまず出す。言っておくが救出が先決であり、報復は一切しないからそれは理解しろ。より上質で安全な狩り場は、こちらで見直して検討しておく。新しい狩り場への門ゲートは改めてこちらで設けるので、無理をして人間界へ向かおうとしないように」

　アバドンの決定を聞き、「報復をしない」という考え方にベアトリクスは安堵していた。

　もちろん酷い目に遭った魔族には、家族や仲間たちの元へ帰ってほしい。悪いのは人間だと理解している。それでもこれを理由に、敵対心を強めてほしくなかった。

　そういう意味でアバドンが出す〝答え〟は、とても公平でありがたい。

「もちろん狩り場で人間の精気を吸う量も、定められた通りとしてもらう。大切な人エ間サを失って困るのは俺たちだ。相手がその気になれば牙を剥き歯向かう生き物だと理解した上で、生きるために必要な分だけ賢く取れ」

「承知しております」

　まるで野生の獣のようだ。

　野生の獣は自分が求める分しか餌を採らない。

　だがそれに対し、人間は市場で売れ残った食料を廃棄し、一昔前の貴族は優雅なお遊びとして狩りをしていた。

　いたずらに野生の獣を狩り、美しい角を持つ鹿を倒してはその首を自分の部屋に飾る。体を食べるのかと思えば、「鹿の肉は臭い」と言ってそのまま放置する。

　少なからず両親から昔の貴族はこうであったと聞き、「なんともったいない」と思ったのは確かだ。

（生きるために相手を殺さず襲う魔族と、身を守るためのみならず、自分たちの欲望のために魔族を捕らえ残虐に扱う人間……。どちらが邪悪なのかしら。どちらが……〝魔〟なのかしら）

　暗い顔をしたベアトリクスは、ふとつむじの辺りにキスをされ顔を上げた。そこには微笑んだアバドンがいて、ポンポンと優しくベアトリクスの頭を撫でてくれる。

（……元気づけようとしているのかしら。……変な人）

「じゃあ、俺は次へ行く。何か報告があるのなら、いつでも魔王城に報告書を送っておけ」

　アバドンはそう言って来た道を戻り、城の外を目指す。

　淫魔たちもまたごっそりと大移動し、アバドンに抱かれたベアトリクスを見ては「いい匂い」と口々に言っていた。

　少なくとも、人魚の時のように怯えられないのはまだマシかもしれない。

「アバドン。人魚の時も言われましたが、私がいい匂いというのは何の事ですか？」

　再び馬車に乗った時、ふと疑問に思った事を口にする。

「魂が美味い奴は、そういう匂いを発してるんだよ。人間の嗅覚では分からない、魔力の領域での〝匂い〟だ」

「……まるで餌ですね」

　自分が想像していた〝いい匂い〟とは違って、ベアトリクスは項垂れた。

　その後も人間に見世物小屋へ連れて行かれ、ストレスで円形脱毛症になった人狼を訪ね、不老不死を求める人間に血を吸ってほしいと迫られ、すっかり人嫌いで引きこもりになってしまった吸血鬼の慰問などをこなす。

　他にも種族は沢山あるのだが、その日はその四種族の慰問で一日が終わった。







　城に戻って夕食を終え、ベアトリクスはたっぷりとした湯に浸かって疲れを取り、あの巨大なベッドに寝転んでいた。

　少しすると黒いガウンを羽織ったアバドンが現れ、ご機嫌で隣に寝そべる。

「今日一日、魔界体験はどうだった？」

「……そうですね。少なくとも色々と物の見方が変わった気がします。一方向から決めつけて見ていたものも、裏側から見るとまた違う姿を持つ。そう学んだ気がします」

　加えてアバドンの事も、意外と魔王としてしっかり働いていたので見直す気持ちもあった。だがそれを口にするのは、まだどこか悔しい。

　ベアトリクスの中には人間界に戻りたい、シャルロッテの側へ帰りたいという気持ちが強く残っている。置いてきてしまった家族を心配する気持ちもある上、聖騎士である自分が魔王に情を持つなどあってはならない。

　それは──分かっているはずだ。

　しかしアバドンは契約通り、無理にベアトリクスの気持ちを自分に向けようとしない。夜を共に過ごす時も、ベアトリクスに許可を求めてから触れる。

　そういう誠実なところは、きちんと評価しなければいけない。

　彼が魔王だからという一方的な決めつけ、理由で冷たく接するのは、してはいけない事だと今日の慰問で学んだからだ。

　それでも、一年は長い。

　先の事を考えて気が遠くなり、ベアトリクスは知らずと大きな溜め息をつくのだった。








第四章　告解室で魔王と……









　その後数日、ベアトリクスはアバドンと共に魔族たちの慰問に出掛けた。

　魔王と結婚した以上、認めたくなくても自分は彼らが呼ぶ通り魔王妃だ。ただ飯食いをしてダラダラするのは性に合わないので、一年という期間限定でも、きちんと魔王妃として働く事にした。

　魔族たちの言い分もきちんと正面から受けとめ、たまに人間側の意見も挟んだりしてみた。なるべく偏ったものの見方をしないように気を付けていたせいか、公平さが身についてきた気がする。

　同時に今まで聖騎士としての自分が、〝シャルロッテを守るため〟という大義名分をかざし、魔族の立場を考えていなかったことも思い知った。

　その慰問も終わり、アバドンから「疲れただろうから数日休憩をとるといい」と言われた。空いた時間をベアトリクスは、魔王城を探検したり、廊下を端から端まで走ったり、腕立て伏せや腹筋背筋をして常に体を鍛えて過ごしていた。

　いついかなる場合でも、筋肉は裏切らないというのは父の教えだ。

　だが──。

「どうした。最近浮かない様子だな」

　朝食の席でアバドンに話し掛けられ、自分がフォークとナイフを持ったままボーッとしていたのに気付いた。

「い、いえ。食事中にすみません」

　慌てて続きに取り掛かるが、アバドンはカトラリーを置いて心配そうにこちらを見つめてくる。

「何か足りないものでもあるか？　悩みがあるなら何でも聞く」

　溺愛を隠そうとしないアバドンの態度が、どこかこそばゆい。

「何でもありません」

「そういう顔じゃないだろう。いいから何か悩んでいる事があるなら、言ってくれ」

　アバドンは食事を中断したまま腕を組み、じっとベアトリクスを見つめる。何も言わなければそのまま動かなそうな気がし、ベアトリクスは溜め息を吐き本心を打ち明ける事にした。

「……どうしても姫様の事が気になるのです。あなたの魔法を疑っている訳ではないのですが、私は何事も自分の目で確かめないと気が済まない性タ質チなのです」

　言ってしまってから、あと一年ここにいなければならない事実が重くのしかかる。

　だがこんな事を言えばまたアバドンの不興を買う気がし、緩く首を横に振った。

「いえ……。気になっているのは事実ですが、約束はちゃんと守りま──」

「じゃあ、人間界に行くか？」

「は？」

　とても気軽に言われ、ベアトリクスの口から間抜けな声が漏れた。

「人間に変装して俺も一緒に付いていく。トリスにちょっと魔法を掛けていいなら、構わないぞ？　他の者にトリスだと認識できなくする魔法だが、聖王女に会う時はトリスだと認識し、ちゃんと会話できるようにする」

「……あなた、忙しいんじゃなかったんですか？」

「いや、忙しいけど。でも影法師を魔界に置いておく事ぐらいできるから、仕事はそっちに任せる」

「何ですか、その便利機能」

「便利っちゃ便利だが、頭の中は共有してるから、むしろ頭に入ってくる情報量は二倍になって疲れるぞ？」

「でたらめな体ですね」

　はぁ……と溜め息をつき、「で」と話題を元に戻す。

「本当に姫様に会えるのですか？　もし『冗談でした』なんて言ったら、本気で嫌いになりますよ？」

「目を据わらせてナイフを立てるな。本気だってば。なんなら朝食が終わったらすぐに向かうか？　こっちと人間界の時間の流れは違うけど、あちらの時間に合わせるぐらい朝飯前だ。朝食なだけに」

「本当ですか!?　宜しくお願いします！」

　最後の冗談は完全に無視スルーして喜びを表すと、アバドンは構ってもらえず寂しそうな顔をした。面倒な魔王である。







　朝食を終えて身支度をすると、ベアトリクスは迎えに来たアバドンとシェムハザと一緒に、壁が一面鏡になっている部屋へ行った。

「なんですか？　ここは」

　移動すると思ってついて来たのに、そこはただ美しく磨き上げられた鏡があるのみだ。自分たちの姿が映っている光景を見て、ベアトリクスは首を捻る。

「ほい、と」

「！」

　だがアバドンの妙に気の抜けた声と共に、鏡に聖都の景色が映った。まるで目の前に本物の聖都の街並みがあるようで、思わずベアトリクスは鏡に駆け寄る。

「トリスだけじゃ通り抜けられないから、俺と仲良く手を繋いで行こう。俺は……そうだな」

　言葉の途中でアバドンの髪や瞳の色、そして服が瞬く間に変化してゆく。

　一秒後には、彼は茶金髪に焦げ茶色の目の〝人間〟の男性になっていた。いつもの黒い軍服も、貴族の男性が宮殿に出仕する時のようなフロックコートにトラウザーズだ。

「ど……どなたですか」

「人間に見えるだろう？　俺は……そうだな。レイフォールド王国のバーデン侯爵という事にしておくか。名前はアッシュだ」

「隣国にそのような名の貴族はいないと思いますが……」

「俺が作ろうと思えば何だって作れるさ。空いてる土地を使ってちょちょっと認識魔法を掛けたら、領地持ちの侯爵様のできあがりだ」

「どうして侯爵なんです？」

「トリスが公爵家の娘だから、最低でも侯爵辺りが妥当だろう。本当ならトリスを堂々と娶っても問題のない王家直系の身分でもいい。でもそうするとなると、認識魔法が少し面倒になるからな。人の心の奥深い所まで操作するのは面倒臭い」

「……人間になっても、私を娶るのが前提なのですね」

　姿が変わっても中身の変わらないアバドンに溜息をつくと、彼が少し拗ねた顔になる。

「筋書きはこうだ。魔王に攫われたトリスは、命からがら魔王の城から脱出してきた。それをアッシュ……俺だな、が拾って手厚く看病した。二人の間に愛が生まれ……という」

「ベタ中のベタですね」

「黙れシェムハザ」

　口の減らない腹心を一喝したあと、アバドンはベアトリクスに手を差し出した。

「私は変身しなくて大丈夫なのですか？」

「トリスには人間界に戻ると同時に認識魔法が掛かる。〝本物のベアトリクス〟はまだバーデン侯爵の領地で保養中だ。本物の〝ベアトリクス〟が聖王国に帰還するには、まだ俺との契約期間外だし、可哀想だが認めてやれない。人間たちには〝バーデン侯爵の侍女〟と認識されるから、身元もしっかりしているし誰にも疑われないはずだ」

　架空の貴族の侍女の身元がしっかりも何もない。架空は架空だ。

「本当に大丈夫ですか？」

「なぁーに、平気平気」

　アバドンはとてつもない魔力を持つ魔王なのだろうが、いかんせん言動が軽いので信用できない。

「はぁ……。どうなっても知りませんからね。私は約束の一年まで逃げるつもりはありませんが、バレて大事になって困るのはあなたですからね」

　下腹部に淫紋が刻まれている以上、ベアトリクスはもう腹を括るしかない。

「じゃ、行こうか」

　アバドンの掌に自身の手を重ねると、彼の「せーの」という声と同時に一歩踏み出した。




「っ…………」

　鏡に向かって足を踏み出すと、体がゼリー状の何かを通り抜けたように感じた……と思って目を開くと、目の前には本物の聖都の街並みが広がっていた。

　丁度ベアトリクスたちは、貴族エリアにあるサロンから出て来た体ていになっているようだ。

　アバドン──もといアッシュが左を向き、ベアトリクスも思わずそちらを見る。

　そこには黒く上品な六頭引きの馬車があり、御者台には美中年と言える男性が座っていた。初めて見る顔だが、ベアトリクスは一瞬で彼がシェムハザの化けた姿だと分かった。

「旦那様。そろそろ王宮へ向かうお時間です」

　御者台からシェムハザがひらりと下りて、二人の前に踏み台を置く。アバドンは鷹揚に頷き、ベアトリクスに手を貸して先に馬車に乗せた。続いてアバドンも乗り込み、シェムハザが御者台に戻ると馬車が滑るように走り出す。

　馬車は何区画か西に進んでから、大通りに出て真っ直ぐ王宮へ向かう。

　王宮の前までくると、さすがのベアトリクスも緊張した。だがシェムハザが門番に書状を見せてなんなく通過できたのを確認し、「魔法って……」と城の警備がザルなのを嘆く。

　城の玄関前に着いても、駆けつけた迎えの者が「レイフォールド王国のバーデン侯爵閣下ですね」と口にしている。先ほどと同じで、すべてアバドンの思惑通りになっているのだ。

「凄いものですね」

　顔見知りの衛兵の脇を通ったが、彼らはベアトリクスを見ても何の反応もしない。ただの客人を目で追うぐらいはするが、馴染みの聖騎士が目の前を通っている事にちっとも気付いていない。

「そりゃあ、好きな女を思うだけで聖都に変態事件を起こしたぐらいだからな」

　恥ずかしい事実を自ら口にし、アバドンは「あはは」と無責任に笑う。最早アバドンのそんな性格にも慣れてきてしまったベアトリクスは、苦々しげに唇を歪めるだけだった。

　だが彼のお陰でこうしてシャルロッテに会えるのだから、多少の事には目を瞑る。

　城内はベアトリクスがいた頃とまったく変わっていない。常に聖王女の傍らにいた聖騎士が魔王に拉致されたというのに、慌ただしく戦の準備をする気配もなかった。

　本当は父を筆頭に国軍が動いてくれるのでは……とほんの少し期待していた。しかし「自分は一介の聖騎士に過ぎず、それほど重要な人物ではない」という現実を知らされた気がする。

　見慣れた廊下を侍従に先導されて歩きつつ、ベアトリクスは小さな声で呟いた。

「本当は少しがっかりしています。もっと皆、私を心配してくれているかと思いました。ですが何もかも日常のままなのですね。私一人がいなくても、皆の生活には何の影響もない……」

　ベアトリクスらしからぬ弱気な言葉に、アバドンは無言で、だが力強い手で彼女の背中を撫でる。大きな掌がトントンと励ますように背を叩き、悔しい事にその優しい振動に涙がこみ上げそうになる。

「……やめてください」

　照れ臭く、魔王になんか励まされたくないと、ベアトリクスはアバドンを睨む。本当は彼の手を振り払っても良かったのだが、そこまでして強い抵抗をするのは、どこか気が引けた。

　やがて侍従はシャルロッテの部屋の前まで二人を案内し、衛兵に「レイフォールド王国のバーデン侯爵閣下がお見えです」と告げた。どうやらバーデン侯爵は、シャルロッテとかなり親しい間柄という事になっているようだ。

　シャルロッテにそんな知り合いはおらず、果たして聖王女への面会が叶うのだろうかと思っていた時──。

「どうぞ、お入りください」

　中から顔を出したのは、見た事があるような無いような……という女性だ。

　客人という雰囲気でもない彼女は、きっと新しい侍女なのだろう。

　魔王の妻になってまでシャルロッテを助けようとしたにもかかわらず、もう〝代わり〟がいるという事実に、彼女は胸を痛めた。

（恥ずかしい……。私は自分の何を〝特別〟だと思っていたのかしら）

　唇を噛みつつお辞儀をして室内に入った時──。

「え……？　トリス？」

　懐かしい声がして、ベアトリクスはパッと顔を上げた。

　目の前には会いたくて堪らなかった可愛らしい姫が、目をまん丸にしてこちらを見ている。

　今まで誰もベアトリクスを認識していなかったが、先にアバドンが説明してくれた通り、シャルロッテだけはベアトリクスだと分かるようだ。

　アバドンがきちんと約束を守ってくれた事を感謝し、ベアトリクスは大事な主に期待の籠もった目を向ける。

　だが聡い聖王女はすぐに状況を理解し、侍女に声を掛けた。

「メリッサ。こちらのお客様は大事な方々なので、しばらく三人きりにして頂戴。お茶の準備は自分でするからいいわ」

「かしこまりました」

　メリッサと呼ばれた侍女は主の言葉を疑うでもなく、上品にお辞儀をすると退室してゆく。

「姫様……！」

　侍女の姿が見えなくなってすぐ、ベアトリクスは遠慮がちにシャルロッテに駆け寄った。聖王女も同じく両腕を広げ、二人はひっしと抱き合う。

「心配したわ、トリス。元気だったの？」

「姫様こそ……！　あの後ちゃんと無事に聖都に戻られたのですか？」

「ええ。魔王はきちんと約束を守ってくれたわ。気が付いたら聖都のこの部屋にいて、私も驚いたもの」

「それは……良かったです。姫様にお怪我がなくて、本当に良かったです」

　互いに目に涙を浮かべて無事を確認し合ってから、ベアトリクスは慣れた様子で「私がお茶を準備します」とテキパキ動き出した。

「あなたが……魔王ですか？」

　シャルロッテが黙って様子を見ていたアバドンに話しかける。やや自信のない口調から、彼女の目にアバドンは〝アッシュ〟として見えているのだと理解した。

「おや、バレたか？」

　図々しくも先にソファに腰掛けていたアバドンは、焦る様子もなくニヤリと笑ってみせる。

「勘です。あれだけ人間と力の差があることを匂わされて、トリスが一人で無事に戻れると思いません。あなた達はトリスをとても必要としていましたし、簡単に帰すとも思えません。それなのに、彼女が無事に姿を現したということは、その隣にいるのは……、魔王かあのシェムハザさんという魔族と考えるのが妥当です。それにあなたは人間の姿をしていますが、どこか魔王と面差しが似ています」

「姫様、さすがです」

　魔王を前にしても怯まず理路整然と話すシャルロッテに、ベアトリクスは賛辞を送りお茶の準備を続ける。

　シャルロッテの好みの茶葉を、好みの濃さになるようきっかり量ってガラスのポットに入れ、お湯を注いでから茶葉が開くのを待つ。おなじみの小さな白い砂時計も、今は懐かしい道具だ。

「どういうおつもりでトリスを連れて来たのです？　わたくしの元へトリスを帰してくださるのですか？」

　シャルロッテは淡く微笑んだまま、アバドンを真正面から見据える。

　儚くか弱くとも、その瞳には聖王女としての威厳と、侍女を守る主人の覚悟があった。

「いいや？　帰すつもりなんてないさ。今はまだ契約中なんでな」

「契約？」

　小首を傾げたシャルロッテに、ベアトリクスが少し言いづらそうに報告する。

「……悪の魔王に求婚され、一年間の賭けのあいだ魔界に留まる事になったのです。言う事を聞かなければ人間界を攻め入るなどと、卑怯な事を言うものですから……」

「その賭けとは何なの？」

「……魔王に心を許したら、私は永遠に彼のものになります。ですが！　ご安心ください！　私は魔王の誘惑になど屈することなく、必ず姫様の元に帰りますから！」

　ぐっと両手で拳を握り、ベアトリクスが力んだ。だが紅茶の砂時計の砂が落ちきったのを見て、すぐに紅茶をシャルロッテお気に入りの有名陶磁器のティーポットに移し替え、ティーカップに注いだ。

「トリスを見初めたのは、前世のしがらみからですか？」

　シャルロッテの問いに、アバドンは眉を上げ少し考えるそぶりを見せた。

「しがらみっていうか……。前世だろうが今世だろうが、トリスの本質は変わってないだろう？　この清らかな魂に前世も今世もない」

　相変わらず魂がどうのというアバドンに溜め息をつき、ベアトリクスはまずシャルロッテにお茶を出す。

「私の前世というのが、聖イザベルなのだそうです。魔王討伐の勇者ですが、自分を倒し封印した相手に惚れたというのも、変な話ですよね」

　その次に仕方がないという様子でアバドンの前に紅茶を置き、自分はピシッと背筋を伸ばして脇に立つ。

「トリス。あなたも魔王と一緒に座ってお茶を飲んでちょうだい。私はあなたと話がしたいのだから」

「姫様……。ありがとうございます」

　シャルロッテの好意に感謝し、ベアトリクスは自分の分も紅茶を注ぎ、アバドンの隣に座った。

「家族はどうしていますか？」

　紅茶を一口飲み尋ねたベアトリクスに、シャルロッテは申し訳なさそうに睫毛を伏せる。

「みな心配しているわ。私はあの後、気がついたらこの部屋に戻っていたと言ったわね。それでもトリスを助けなければと思い、すぐにあなたのお父様であるジングフォーゲル元帥に話をしたの。彼はとても驚いてすぐ軍会議を開いたわ。それでも魔物は日々人々を襲っていて、辺境警護や聖都警護の騎士団をあなたの救出に大きく割けないというのが、他の者の意見なの。元帥もあなたのお兄様たちも、すっかりやつれてしまったように見えるわ。カサンドラ夫人も、以前はあんなに活躍されていたのに、すっかり消沈されてしまって」

「…………」

　体を鍛え、「筋肉があれば元気に過ごせる」を信条としていた自分の家族を思い出し、ベアトリクスは憂い顔になる。あの家族が落ち込む姿など、ついぞ考えた事がなかった。放任主義で育てられたように思えても、一人娘の自分はとても愛されていたのだ。

　その事実を突きつけられ、「帰りたい」という気持ちがいっそう募る。

「ごめんなさいね、トリス。あなたを救出しに行きたくてあちらこちらに働きかけても、なかなか色よい返事をもらえずにいたの。でも必ず助けに向かうわ！　懇意にしている親衛隊を丸め込んで、私が単身乗り込んででも──」

「姫様」

　しかし自分を気遣うシャルロッテの声を聞き、「これではいけない」と自分を叱咤した。

　主の言葉を途中で遮ると、ベアトリクスはニコッと微笑んでみせる。

「大丈夫です。私は一年の賭けに勝って、必ず自力で戻ってみせますから。ですから姫様はそのようなお顔をされないでください。姫様は侍女の事を気にされるより前に、聖王女としてのご公務をお考えください。巡礼はその後どうなりましたか？」

　ベアトリクスはいつも通りの凛とした雰囲気を発し、人間界への未練を出さないように心がけた。

　家族は心配だが、一番大切なシャルロッテの安全を確認できたので、目的は果たせた。自分の家族がとてもタフなのを知っているし、一年経てば、きちんと安心させられると信じている。

「巡礼は……今日から五日後に改めて向かう事になっているわ」

「良かったです！　各地には姫様のお姿を拝見したいと望む者が待っております。聖王女たるもの、民の期待には応えなければ」

　明るく振る舞っているうちに、ベアトリクスの心も次第に元気づけられていった。

　要は気合いである。

　その時、それまで黙っていたアバドンが口を開いた。

「俺は特に聖王女や聖王国の味方ではない。それは先に言っておく。だがトリスが家族を思ってそんな顔をするなら、俺から提案がある」

「な、何ですか？」

　ベアトリクスは明るく振る舞っていたつもりだったので、〝そんな顔〟と言われて心を見透かされたようでドキッとした。

「俺のこの姿は架空の人物だ。と言っても人間には公然の存在である、レイフォールド王国のバーデン侯爵のものだ。トリスは魔王の城から勇敢に戦って逃げ、バーデン侯爵アッシュに拾われて献身的な介護を受けているという事にするといい。今はまだアッシュの屋敷で療養中だ。因みに今ここにいるのは、アッシュの〝侍女〟だ。アッシュから本日聖王女宛に手紙が届き、聖王女はトリスの回復と帰還を待っている……という事でどうだ？」

　アバドンがクルリと手を回すと、いつの間に封蝋のついた手紙を持っている。封蝋に推された家紋は見た事のないものだが、恐らくアバドンが捏造したのだろう。

「……いいのですか？　そんな知らせを聞けば、うちの脳筋父や兄が、バーデン侯爵の元へ駆けつけかねません」

「なぁに、そこは聖王女が一言添えてくれるのだろう？　アッシュの手紙には、トリスの聖騎士としての高潔な心や、その美しさに惚れたという文もしたためておいた。彼の気持ちを察して聖王女はトリスの恋愛を応援し、時間の猶予を与える……とか」

　図々しいアバドンの提案に、ベアトリクスは目を剥く。

　だがシャルロッテは「まぁ」と楽しそうに微笑み、頷いた。

「宜しいですわ、魔王。わたくしも大切なトリスに何もできなかった歯がゆさがあります。トリスの心の負担を減らすため、まず彼女の家族を安心させましょう」

　快諾したあとに、シャルロッテは優しげな眼差しで目の前に座る二人を見やる。

「魔王はトリスを、ただ前世に恋をした存在だから求めているのだと思いました。ですがそうではないのですね。あなたはちゃんと〝今〟のトリスを見て、彼女の家族の心配もしている……」

　シャルロッテがアバドンを認めるような事を言い、ベアトリクスはぶんぶんと首を振る。

「姫様！　アバドンはそんないい人間……魔王ではありません。私を脅して契約を結ばせたのですから、立派な悪党です。褒める要素など、これっっっぽっちもありません！」

「……なぁ、トリス。そこまで力説するか？」

　青筋でも浮かべかねない力み具合に、さすがにアバドンが傷付いた顔をする。

「力説する事ですっ。大体、あなたは……」

　ベアトリクスは、魔王城にいた時のようにアバドンに説教をし始めた。




　その様子をシャルロッテは最初こそ驚いて見ていたが、自分の侍女が魔王に心を許している様子に小さく微笑んだ。

　美しく凛とした聖騎士ベアトリクスを侍女にしてから、七年が経った。

　城中の女性から「お姉様」と慕われ、男性からも憧れの視線を浴びていた彼女を、ずっと自分が独り占めしていた。

　本来ならベアトリクスはとても魅力的な女性で、自分の侍女であり護衛という役割さえなければ、とっくのとうに社交界で相手を見つけていただろう。

　ベアトリクス自身も鍛錬と聖王女の警護をまず考え、異性について口にした事などない。

　他には目もくれず自分だけを見てくれるのを、素直に嬉しいと思った。だが同時に、一人の女性の人生を奪っているのだという罪悪感も確かにある。

　ベアトリクスに気のあるそぶりを見せる男性も知っていた。だがベアトリクスに「先ほどの男性があなたを好意的に見ていたわよ」と伝えても、彼女は一笑に付して取り合わなかった。

　ベアトリクスの人生にはまず〝姫様〟があった。

　彼女が現在のように異性の事を考えなくなった理由は、他の女性よりやや身長が高く行動的だった所にある。

　少女時代、他の貴族の子女たちと一緒に手芸をしようとしても、ベアトリクスは壊滅的に不器用であったそうだ。女子ならではの〝内緒話〟や〝腹の探り合い〟も好きではなく、思った事をはっきりと口にした。そのせいで相手から誤解され、時には女子を泣かせてしまう時もあった。「ベアトリクス様は私のことがお嫌いなのだわ」と泣かれ、居心地の悪い思いもしたそうだ。

　そんな出来事があり、ベアトリクスは着飾って女同士でつるむよりも、体を動かす事を好むようになった。十代前半にはもう年頃の少年に混じり、棒きれを持って駆け回っていたそうだ。

　社交界デビューする年頃には騎士団に入団していて、その働きぶりからシャルロッテの侍女として推薦された。

　ベアトリクスは個人的に舞踏会へ出席した事はなく、いつもシャルロッテのお付きの侍女として参加していた。

　そんなベアトリクスが言葉も行動も我慢しなくて良く、彼女より強い存在に庇護されている。素直に祝福するにはまだ早い気もするが、これはこれでアリではないかとシャルロッテは思うのだ。

　ベアトリクス自身はまだ気付いていないようだが、アバドンに少なからず心を開いているように見える。

　恋に奥手な彼女が自分の気持ちに気付く事を願ったシャルロッテは、ベアトリクスの薬指にある指輪を見て小さく微笑んだ。
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　聖王女も忙しいので、ベアトリクスは彼女の予定を察して早めにシャルロッテの部屋を出た。

「今日はありがとうございました。お陰でちゃんと姫様の無事を確認できました」

「いいや？　可愛い花嫁殿のためなら、何て事はないさ」

　フッ……と格好つけるアバドンを無視し、ふと窓の外の大聖堂の屋根を見て思いつく。

「あの、もう一つお願いがあるのですが」

「ん？　家族の顔でも見てくか？」

「いいえ。家族の事は姫様にお任せします。そうではなくて、大聖堂に寄り道をしたいのです。アバドンの身体に障るのなら、あなたは外で待っていてくれて構いません」

「俺の身体に障ったりするものか。あいつの家ぐらい入れる」

　ムッとして対抗するアバドンが子供っぽくて、ベアトリクスは小さく笑ってから大聖堂に向かった。







　大聖堂の前にたどり着く頃には、もう城の者に〝ベアトリクス〟と認識されない事に慣れていた。ベアトリクスは勝手知ったる足取りで正面扉に向かう。

　宮殿の敷地内にある大聖堂は、相変わらず荘厳な佇まいだ。

　大きな扉をくぐり、いつものように綺麗に白百合が生けられてあるのを見て、自然に表情が緩む。

　天井は相変わらず見上げるほど高く、聖母の衣の色である青をふんだんに使ったステンドグラスが美しい。まっすぐ歩いて主祭壇に向かうと、まだ午後の微妙な時間だからか人の気配はなかった。

　多くの者は城内のあちこちで仕事をし、女性たちもそれぞれやる事がある時間帯だ。ベアトリクスもついこの間までは、聖王女の侍女として忙しく働いていた。それなのでこの時間に大聖堂が空いていると思わず、意外だった。

　だからこそ、いま自分がリヒテンバーク城の〝日常〟に属していない事を痛感させられた。

「……いたた」

　相変わらずの頭痛に、ベアトリクスは思わず額を押さえる。

　昔から自分は教会などの神域に入ると、頭痛を起こしていた。子供の頃から信心深かったベアトリクスは、もしかしたら自分が神様に嫌われているのではと恐れていた。よってミサの時にどれだけ頭が痛くても、決して家族に相談しなかった。

　信心深い家族がそれを知り、娘に悪魔が憑いていると考えたら大変だと思ったからだ。

　そのため、この頭痛はベアトリクスが一人で抱えている秘密である。

　今はアバドンが一緒なので、余計に罰が当たるというか、そういう意味合いで痛いのでは……と思う。だが何でもアバドンのせいにするのも筋違いだ。

　気を取り直し、ベアトリクスはゆっくりと聖堂の中を歩いて行く。

　シャルロッテに会うために人間界に行くという話を聞いてから、あらかじめベアトリクスはバッグに財布を忍ばせていた。アバドンに頼めばこうしてお祈りをする事も許してくれるだろうと見込んでの事である。我ながら計算高い女で少し苦笑いを浮かべた。

「そこで待っていてください。あなたに祈れとは言いませんから」

「ああ」

　身しん廊ろうを歩き、ベアトリクスは祭壇の前の蝋燭が置かれてある金の台にコインを置いた。そこから蝋燭を一本取り、祭壇へ向かう。

　チラッとアバドンを振り返ると、彼はベンチに腰掛けてじっとベアトリクスを見ていた。

（魔王と結婚して、魔王に見守られて主の家でお祈りをするなんて……）

　我ながら何とややこしい、と頭を抱えたくなりながら、ベアトリクスは蝋燭に火を灯す。静かに灯った火の揺らめきを見ていると、心の中のざわつきが静まっていく気がした。

　そのまま祭壇に蝋を少し垂らし、しっかりと蝋燭を立たせる。

　蝋燭にはその人の祈りが宿る。自分の祈りの姿をした火を見つめ、それから跪いて一心に祈り始めた。

（主よ、どうぞ私をお許しください。主に誓いを立てておきながら、私は魔王の花嫁となってしまいました。一年の契約という条件付きとはいえ、主や姫様を裏切ってしまったことは事実です）

　胸の前で両手を組むと、ギュッと目を閉じて懺悔する。

（一年が経つまで、私は魔王を憎み続けると誓います。決して魔王の賭けに負けませんから、どうぞ見守っていてください。そして姫様や私の家族たちも、どうかその光で照らしてください）

　シンとした中、どれだけ祈っていただろうか。

　自分の中に罪悪感という感情がある分、ベアトリクスの祈りは長い時間を要した。

　ようやく顔を上げてぼんやりと十字架を見上げていると、遠くから小さな足音が聞こえる。

　誰か教会関係者が来たのかと立ち上がると、若い司祭がこちらにやって来るところだった。

「こんにちは」

　司祭はこんな時間に若い女性がいる事に少し驚いたようだが、柔和に微笑んで挨拶を返す。どうやら彼の目に、アバドンは見えていないようだ。

「あの……。少しの時間で構いませんので、告解をさせて頂けませんか？」

　祈っただけでは飽き足らず、ベアトリクスは自身の戸惑いを誰かに話してしまいたかった。そのため、司祭に懺悔を求めたのだ。

「宜しいでしょう。それではあちらにある告解室へ」

　若い司祭に促され、ベアトリクスは三つある小部屋の真ん中に入った。簡素な木の椅子に腰掛け、心を落ち着かせる。

　やがて間仕切りが開いて、司祭の声がした。

「回心を呼びかけておられる神の声に、その心を開いてください」

　ベアトリクスは小さく息を吸い込み、祈りの言葉を唱える。

「それでは神の慈しみを信頼し、あなたの罪を告白してください」

　落ち着いた司祭の声を聞いてから、ベアトリクスはポツポツとアバドンに出会ってからの己の心を打ち明けた。

「……好意を寄せてはならない人に、惑わされています。道徳上、好意を寄せてはならない存在です。ですが彼は……私が想像していた姿と違い、とても……身近なのです」

　ずっと抱えていたモヤモヤは、拒絶すべき魔王を見直し、好ましく思った自分への嫌悪だ。

「その人を嫌いにならなければいけないのです。その人は私の敵で、多くの人の共通の敵でもあります。ですがどうしても側にいると、周りにいる年頃の男性と変わらない……。いいえ、周りの男性よりももっと純粋で、たまに笑ってしまうぐらい子供っぽくて、憎みきれない人に思えるのです」

「あなたがどうしても、その人を憎まなければいけない理由はなんですか？　主は隣人を愛せと言っておられます」

　司祭の言葉にベアトリクスは、ぐ……と言葉を詰まらせる。

　まさか「相手が魔王だからです」など言えない。

「周りの人の評価や、世間の印象を捨ててごらんなさい。あなた自身はその人をどう思っていますか？　あなたはその人に酷い目に遭わされ、傷付けられて裏切られましたか？」

「…………」

　もしアバドンが魔王でなければ、とても付き合いやすい男性だと思っただろう。言いたい事を気兼ねなく言えるし、打たれ強い。むしろ喜んでいる節すらある。

　自分が他の女性よりも筋肉質で、聖騎士であるという事もアバドンは気にしていない。むしろ聖騎士であるベアトリクスを穢し、堕とすのを楽しんでいる。

　男性に混じって必死に体を鍛えたベアトリクスは人間の男性には負けない自信があった。しかしアバドンは恐らく圧倒的に強いのだろう。試してみた訳ではないが、自分が本気で彼を倒そうとしても手も足も出ず負けるだろう。あの触手事件を思い出しても、力の差を容易に想像できる。

　言ってしまえば、アバドンはベアトリクスが求めていた〝自分より強い男〟である。

　加えて顔も悪くないし、ベアトリクスを甘やかし贅沢をさせてくれるところは魅力的だ。浮気をするほど器用に思えないし、愚かという言葉がつくほどまっすぐ愛を囁いてくる。

「……愛されているのだと思います」

　自信なく呟いた時、小窓の向こうで司祭が微笑む気配を感じた。

「あなたは彼の愛を受け取るのが怖いのではないですか？　厭うべきは、彼の存在ではなく、彼を信じられない己の心の闇です」

　司祭の言葉にハッと顔を上げ、ベアトリクスは瞠目する。

（そうだ……。私はアバドンから様々な物や言葉、愛情を受け取っておきながら、彼を信用しようとしていない。契約を結んでから、彼が私をはじめ、姫様や人間界に害をなさないのを知ったはず。それでも彼が魔王だからという理由で、私はアバドンのすべてを疑っていた……？）

　聖職者という信頼する存在に己の弱さを指摘され、目の覚める思いだった。

「……ありがとう、ございます。己の弱さを見つめ、彼を色眼鏡で見ていた自分を悔い改めます」

「告解は以上で宜しいですか？」

「はい」

「それでは次の日曜にミサに出席し、毎日の祈りを欠かさない事を償いとします」

　償いの方法を提示されたが、ベアトリクスは簡単にミサに出席できる身ではない。これでも魔王の妻なのだ。

　胸の奥にちくんとした痛みを感じつつ、ベアトリクスは贖罪の祈りを口にした。

「神はいつでも子を見守っておられます。迷いが生じた時は、いつでも教会の門を叩くといいでしょう」

　最後に二人で祈りの言葉を口にしてから、司祭は告解室を出て行った。

　そのまま彼は用事があったのか、静かな足音をたてて遠ざかってゆく。

　ベアトリクスはぼんやりと座り、閉じられた小窓を見る。だがアバドンを待たせている事を思い出して告解室を出ようと思った。が──。

「よい、しょ」

　狭い告解室にアバドンが大きな体を押し込んできたので、ベアトリクスは慌てて後ずさった。

「なぜあなたが入って来るんですか！」

「いいだろ、ちょっと仲良くしようぜ」

　訳の分からない事を言い、アバドンは強引に告解室に入って来る。

　木の椅子にアバドンが座り、ベアトリクスは向かい合わせになるように彼の膝の上に座らされた。

「ちょ……っ。ここは教会です。不埒な真似は……んっ」

　文句を言おうとしたが、腰と後頭部に手を回されてグッと抱き寄せられる。挙げ句の果てに唇を奪われ、言葉を失った。

「んーっ！」

　ベアトリクスが抵抗しようとするたび、小さな告解室がガタガタと振動する。

　だがアバドンの舌がベアトリクスの口内に侵入し、ネロリと舐めては愛撫していくうちに、その抵抗も小さくなっていった。

　アバドンの舌は用途によって伸縮するようで、キスや下肢への口淫を受けている時など、あり得ない長さを見せる。

　彼の舌が奥まで伸びてグプッと喉を鳴らすので、ベアトリクスは必死に口を開いて酸素を求める。そうすればするほど、アバドンの舌はより深い場所までベアトリクスを暴きにかかる。嘔え吐ずかないギリギリの場所まで舌で愛され、ベアトリクスは涙目だ。

　結果的に深すぎるキスでトロトロに蕩かされたベアトリクスは、アバドンに跨がったまま、彼にぐったりと身を預ける事になった。

「……トリス、するぞ」

　ドレスをたくし上げられ、ベアトリクスは力の入らない手で必死に抵抗する。

「やめてください。神の家で不埒な真似をしたら、許しません」

　本当ならもっとビシッと叱りたいのに、声まで力が抜けているので嫌になる。

　だがアバドンの手は、構わずベアトリクスの下半身を曝け出してしまった。元々人間界にいた時は普通にドロワーズを穿いていたのだが、魔界で過ごすようになってから布面積が少なく動きやすい下着を常用するようになっていた。

　それが災いし、美しいレースが施された下着越しに、ベアトリクスの尻がムニュムニュと揉まれる事になる。

「やぁ……っ、やだっ、やですっ」

　腰を振ってなんとかアバドンの膝から下りようとするのだが、片手でしっかりと抱き締められ叶わない。男女の力の差を見せつけられている気がして、とても悔しい。

「本当に嫌なのか？」

　下着の隙間からアバドンの指が侵入し、ベアトリクスの秘唇を撫でた。そこは先ほどの官能的なキスですでに潤っており、彼の指を淫らに濡らす。

　ベアトリクスの耳にもピチャ……と小さな水音が聞こえ、彼女は一気に赤面した。

「キスだけでこんなに濡らして……。俺の敵の家に駆け込んで、よその男に悩みを聞いてもらって俺を嫉妬させておきながら、やっぱり俺で感じるんだな？　ん？」

　耳元で笑いを含んだ声がする。しかも、最後の「ん？」の後に「仕方がないな」と言外に聞いた気がした。

「や……っ、だ、だって……」

　彼の嫉妬など知らない。なんと答えたらいいものか迷っている間も、アバドンの攻めは続く。

　指でピチャピチャと秘唇を撫でられ、ベアトリクスは無意識に腰を揺らしていた。彼が腰を撫でる手つきに体が浅ましく反応し、より深い快楽を求めてしまう。

「だって？　口答えするようなら、お仕置きをしないといけないな？　俺はお前の夫なんだから」

　クク、と喉の奥で笑い、アバドンは問答無用で指を一本蜜口に挿し入れてきた。

「んんーっ!!」

　とっさにベアトリクスは顔を彼の肩に埋め、声を殺した。

　だが彼の指はヌプヌプと蜜口を出入りし、内側の柔らかな壁を何度も擦り、押してくる。その感触に体が悲鳴を上げた。

　気がつくとベアトリクスは必死に体を揺らし、悪戯な指から逃れようとしていた。

　しかしそれを許すアバドンではない。ベアトリクスの尻たぶをしっかり掴み、すぐに指を二本に増やして彼女を暴いた。邪魔なのか、魔法で下着の蝶結びになっていた紐がパラリと解け、小さな布は頼りなく垂れ下がってしまう。

「んンっ、ぅ、うーっ、ぁ……っ、ん、んぅっ」

　二本の指にジュプジュプと蜜壷を愛撫され、ベアトリクスの意識も次第に攪拌されてゆく。抵抗し、拒絶しようとしていた体は、いつの間に自ら腰を突き出して快楽を求めるようになっていた。

　気持ちいい──。

　ただそれだけの単純な感覚が、聖騎士であり誇り高い女性だったベアトリクスを堕としてゆく。

「トリス。こんなにたっぷり蜜を出して偉いな？　俺を欲しがってくれているんだな？」

「やぁうっ、ち、ちが……っ」

　体はすっかり陥落しているが、ベアトリクスは意地っ張りであるため、口だけでも抵抗する。

「ふぅん？　違うのか？　俺はこんなにトリスを求めているのに」

　楽しげな声がしたあと、それまで触れられていなかった秘唇の上の突起──肉芽をコロコロと転がされた。

「っひぃ──っ!!　あ、あァ、────あっ、ん…………っ、ぁ、──く」

　指の腹で優しく愛撫されただけなのに、ベアトリクスの体は鋭敏な刺激を拾い絶頂へのきざはしを駆け上がった。

　ベアトリクスは渾身の力でアバドンにしがみつき、ガクガクと体を震わせる。

　激しい奔流にさらわれた後、彼女はぐったりとアバドンに身を任せた。

「よい、……しょ」

　その隙にアバドンはベアトリクスの腰を持ち上げ、硬く強張ったモノを取り出す。先端をベアトリクスの蜜口に押し当てたかと思うと、彼女の腰を押さえてズブズブと埋めていった。

「っぅ、────あぁああぁ……っ!!」

　耐えきれずベアトリクスが啼き声を上げ、アバドンにしがみつく。

「あぁ、可愛い声が出たな？　トリスはやっぱりこうじゃなきゃ」

　見た目は品のある貴族の姿なのに、意地悪な性格は魔王のままだ。睨んでもアバドンは楽しげな顔をするだけで、何の効果もない。

「トリスの中はあったかくて気持ちいいな。柔らかいのに強く締めつけて、今にも持っていかれそうだ」

　ずん、ずん、と下から腰を突き上げ、アバドンが耳元でいやらしく囁く。

「やぁ、やだ……っ、やめてくださ……っ、ぃ、いぃあっ！」

　拒絶の言葉を口にした瞬間、曝け出された後孔を揉まれて悲鳴が出た。

「おや、トリスはここが『いい』のか？」

　アバドンがニヤニヤ笑い、ベアトリクスの窄まりをくるくると撫でて刺激を与える。

「やだっ、やですってば……っ、ぁ、あぁうっ」

「すっげぇ締まる……。気持ちいい。好きだ。可愛い」

　アバドンの素の言葉を耳にして、体が燃え上がるかのように熱くなった。

　自分の肉体に彼が溺れ、快楽を得ているのだ。

　こんな場所で、不埒な事をされて嫌で堪らないのに、女性としての体を褒められ恥ずかしい。

　罪深い事をされても嬉しくないのに、アバドンの気持ちよさそうな声を聞いていると、どうしても心の奥が甘く温かくなる。

「トリス、胸を吸わせて」

　下から揺さぶりつつ、アバドンが甘えた声を出してくる。

　ベアトリクスに胸を出すよう言うやいなや、彼はパキンと指を鳴らし魔法でボタンやコルセットをすべて外してしまった。

「やぁっ、っちょ……っ」

　ぶるんっと大ぶりな乳房が解放され、アバドンの目の前で弾む。

「手で持って、吸わせて」

「も、もぉ……っ」

　本当は嫌だと言いたいのに、下からずんずんと小刻みに突き上げられて、ベアトリクスの理性はとうに瓦解している。ベアトリクスもまた、さらなる刺激を求めていた。

　両手で下から支えるように乳房を寄せ、乳首をアバドンの口元に持ってゆく。

　自分からこんな卑猥な行動をするなどあり得ない。そう思い抵抗したいのに、蜜壷を突き上げられると脳天まで喜悦が駆け上がり、グチュグチュという濡れた音にベアトリクスの意識が支配される。

　おまけに「〝これ〟をすれば、もっと気持ち良くなれる」と本能で快楽を求め、ベアトリクスは自らの乳房をグイと突き出した。それにアバドンが「いただきます」と嬉しそうに吸い付いた。

「んンぅ……っ、あぁ、あ……、舐め……たら、やぁ……っ」

　温かな舌がヌルヌルと乳首を舐め、乳輪をなぞってはまたチュパッと吸い立てる。子宮の辺りがジンジンと甘く痺れ、ベアトリクスはよりいっそう蜜を吐き出した。

　全身が「気持ちいい」に支配され、アバドンに何をされても感じてしまう。

「トリス、自分でここを弄ってみろ」

「……ふぇ……？」

　気の抜けた返事をするベアトリクスの指を、アバドンは肉芽に誘導した。ぷっくりとさやから顔を出している肉真珠に触れた瞬間、彼女は「ひぃっ」と悲鳴を上げて背筋を反らした。

「だっ、ダメっ、そこはダメぇっ」

　そこを弄ると簡単に達ってしまう事を知っているベアトリクスは、アバドンに掴まれた手を震わせる。

「告解室でヤるのは罪深いんだろう？　早く終わらせたいなら、トリスが早く達って俺の事も達かせるしかないな？」

　ベアトリクスを見上げるアバドンが、ニヤァと悪辣に笑う。

「こ……のっ、悪魔っ」

　口では罵っても、ベアトリクスの表情は泣く寸前だ。

「絶対に……っ、ゆ、許しませんから……っ、ぁ、……あっ、ん────っ」

　震える指先が濡れた肉真珠に触れ、ツルツルと軽く撫でるだけでベアトリクスは絶頂した。

「──ひっ、ぅ、──う、うぅっ、────あっ、あぁ……っ、あ、──くっ」

　懸命に声を殺すが、半開きになった口端から涎が糸を引いた。

「あぁ、最高のイキ顔だ。──ぁ、俺も出る……っ」

　愉悦の籠もった声で言ってから、アバドンは両手でベアトリクスの尻を鷲掴みにした。椅子がガタガタと激しく鳴るほど突き上げられ、ベアトリクスは身も世もなく喘ぐ。

「っああぁああうっ、うああぁあぁっ、やぁっ、達ったからぁっ、達ってくださいっ、バカぁっ、嘘つきっ」

　あまりの淫悦に目の前がチカチカし、まともにものを考えられない。

　アバドンが着ている高級そうな服を涎で汚し、指でガリガリと引っ掻き、ベアトリクスは情けないほど震えて終わりのない波に翻弄される。

「なぁ、トリス。好きなんだ。お前の事しか考えられない。トリスは？　俺を好きじゃないのか？」

　茶色い目がベアトリクスを覗き込み、彼女の愛を乞う。

　身も心も蕩かされ、開かれたベアトリクスの唇から言ってはいけない言葉が漏れかけた。

「──っ、……す、────」

　その瞬間、ズグンと下腹──淫紋が刻まれた辺りが疼き、ベアトリクスは契約を思い出した。ここで自分が「好き」と言ってしまえば、賭けはアバドンの勝ちだ。

　悔しくなってギュッと歯を食いしばるが、凄まじい淫悦に悲鳴に似た声が漏れる。

「あぁああぁっ、も、──ぁ、あぁああぁっ、やぁああぁっ」

「──も、少し……っ、ぁ、────あっ」

　膣内で彼の怒張が爆ぜたかと思うと、一番奥深い場所に温もった体液がドプドプと注がれた。その温かさに酩酊していると、アバドンがキスを求めてくる。

　あの長い舌で口内を暴かれ、ヌチュクチュと粘液質な音をたてて上も下も犯される。

　やっとキスが終わり、ベアトリクスの腰も持ち上げられて解放された。

　まだ震える脚を叱咤し、告解室の壁にすがって何とか立つ。だがその体を、グイッと壁に押しつけられた。

「……えっ？」

　はだけられた乳房が壁に押しつけられ、ひんやりとした木の感触にベアトリクスはブルッと震える。

　アバドンが後ろから覆い被さり、濡れそぼった秘部にいまだ衰えない肉棒の切っ先を押し当てた。

「ちょ……っ」

　終わったのではないかと目を剥いた時、ぐぶぅっと遠慮無く巨大な質量が侵入してきた。

「ぁ、はうっ────う、……うぅっ」

　ごつっと額が壁に軽く当たり、乳房も押しつけられる。

「背徳的な場所でヤるの、たまんないな」

　彼の顔が見えないのに、なぜだかアバドンが嬉しそうな顔で舌なめずりをしたのが分かった気がした。

　その後も背後からガツガツと突き上げられ、ベアトリクスは我を忘れて嬌声を上げた。
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　魔王城に戻りベアトリクスは寝室のベッドに寝かされていたが、目が覚めてから教会での不敬極まりない痴態を思い出し、アバドンの元へすぐに抗議に来た。

「何か言うことは？」

　腕を組み半眼になったベアトリクスの前には、左頬を見事に赤く腫らしたアバドンが背筋を伸ばしてきちっと座っている。

「ごっ、ごめ……いや、謝らないぞ？　俺は謝らない！　断固拒否する！　俺というものがありながら、あいつの家で祈りだしたトリスが悪い」

　ガタッと執務室の椅子から立ち上がり、アバドンも腕を組むとベアトリクスを睥睨する。だがいささかその表情は焦っていた。

　何せ怒り狂っているベアトリクスの顔ときたら、闘犬もかくやというほどの恐ろしさがある。

　鼻の頭に皺が寄り、こめかみがピクピクと痙攣していて、アバドンがもう少し余計な事でも言おうものなら、二発目のビンタが飛びそうだ。

「へぇ？　私は一応あなたの妻になりましたが、心は今も神様のものですが？　妻から信仰の自由まで取り上げようと言うのですか？　なるほど、何もかも束縛するつもりですね。まぁ、悪魔的ですこと」

　チクチクとベアトリクスの皮肉がアバドンに刺さり、彼は弱った顔でシェムハザに助けを求める。

「いや、陛下が悪いでしょう。ベアトリクス様は、魔王妃になったとはいえ、まだ契約中の身。それなのに彼女がよすがとしているものを穢すような事は、ちょっと私でもドン引きますね」

「ちょっ……！　お前、何言ってんの？　こないだ相手が神だろうが、奪っちゃえばこっちのもんって言ってただろ！　嘘つき！」

　いつものようにジュウッと舌が焼ける音がするが、それどころではないようだ。

「大体ですね。あなたは聖イザベルに恋をしたのでしょう？　その気持ちを私に向けられても、私が応えられるはずないじゃないですか。覚えていないのですから」

　ベアトリクスがずっと心を支配していたモヤモヤを口にすると、アバドンが気まずそうに視線を逸らす。

「だからそれは、今のお前が好きだから特に問題視する事じゃないって言っただろう」

「私からすれば、『魂が同じで魂に惚れた』なんてフワフワした雲みたいな話、信じられないのです。頭の中お花畑ですか！　いっそのこと顔が好きとか胸が大きいから好きとか、筋肉質すてきとか、もっと罵られたいとか、暴力的なのが好きとか、具体的に変態を提案された方がまだマシです」

「……トリス。顔と胸はともかく、後半はちょっと自虐入ってるだろ」

　アバドンが微妙な顔でボソッと突っ込むが、ベアトリクスは笑わない。

「私は人間界でも異性に求められた事がありません。自分に魅力がないのも、可愛げがないのも分かっています。ですからあなたの求婚は本当に不可解なのです。今の私に惚れたとおっしゃいますが、一体私の何に惚れたと言い、結婚までしたのか……」

　最後は声から力を失い、ふ……っと遠くを見てしまう。

　そんなベアトリクスを、アバドンは少しのあいだ真面目な顔で見つめていた。

　やがて彼は溜め息をついてまた座ると、ちょいちょいと指でベアトリクスを招く。ベアトリクスが仕方なく近付くと彼女の腕を引き、自分の膝の上に座らせた。

　シェムハザは何も言わず執務室を後にし、二人きりになる。

「トリス？　お前の心の根幹にあるのは、自信のなさか？」

「っ……そんな事……ありません」

　自分でも考えた事のなかった部分を指摘され、鼓動がひとつ跳ね上がった。

「わ、私は姫様が信頼を置く聖騎士で、侍女です。あまり家柄について言いたくありませんが、公爵家の娘でもあり何も不足していないと思います」

　やや早口に言い、ベアトリクスはアバドンを睨む。

　彼はとっくに魔王の姿に戻っていて、血色の瞳で物言いたげに彼女を見ている。

「……これからトリスを傷付ける事を言う。すまん」

「な、何ですか」

　少し顎を引いて身構えるベアトリクスに、アバドンは不本意な言葉を口にした。

「婚期が遅れていたんだろ？　人間の女は社交界デビューとやらをしてから、せいぜい二十歳を超えたぐらいが適齢期だ。だがトリスは二十四歳。本当は寂しいのに、『自分は聖王女の侍女で聖騎士だから、男など不要だ』と強がっていたんじゃないのか？」

「…………っ」

　サッとベアトリクスの頬が羞恥に染まり、とっさにアバドンの膝の上から逃げかける。だがしっかりと腰を掴まれ叶わない。

「本当は男に愛されたかったんだろう？　だが男共はトリスがあまりに『姫様、姫様』と言うから声を掛けるに掛けられなかった。トリス自身、〝同僚〟である騎士には免疫があっても、自分を〝女〟として見る〝男〟には耐性がなかったんだろ？」

　気遣うようなアバドンの目と声が、ベアトリクスに耐えがたいほどの苦痛を与える。

「離して！　離してください！」

「いやだ！」

　しかしアバドンのいつになく真剣な声に、ベアトリクスはハッと目を見開く。

　いつもベアトリクスが少し強気に出れば、アバドンはふざけて引いてくれる。それが今ばかりは自身の主張を通そうとしていた。

　その目もしっかりとベアトリクスだけを見て、手も腰に絡みついて離れない。

　何度も言われた「好きなんだ」「愛してる」という言葉を思い出し、ベアトリクスは微かに赤面する。

「トリスは男に耐性がない。どれだけ強がっても、お前は恋愛経験のないただの女なんだ。お前は『自分に恋はできない』と思い込んで、俺の言葉を聞き入れず、気持ちもハナから拒絶している。……それだったら、たとえ前世を思い出したとしても、何も解決しないだろう」

「…………」

　こんな理路整然と「お前は女だ」と言われたのは、生まれて初めてだ。

　今までベアトリクスの周囲にいた貴族の男性からは「麗しの聖騎士様だ」と言われ、騎士の同僚からは「女だてらに騎士をやっている見上げた奴だ」と言われていた。

「女だてらに凄い」と言われる言葉が、ベアトリクスの支えになっていた。だから彼女は自分の女性性を無視してきたし、その生き方に疑問を抱かなかった。

　それが今、忌み嫌っていた魔王の言葉が胸に響き、ベアトリクスの心の底にある脆い部分を刺激している。

「そんな……事、ありません」

　抵抗するも、その声はとても弱々しかった。

「お前は俺が魔王だからではなく、女扱いされた事がないから、認めたくなくて激昂しているんだ」

　ふとアバドンの声音が柔らかくなり、いい子いい子と頭を撫でられる。そんな風にベアトリクスの頭を撫でるのは、父と兄以外にいない。

　硬く強張っていた心が、ふっ……と柔らかくなった気がした。

「俺はお前が好きだ。どこが好きかと聞かれたら、一晩中かかっても答えられないくらい沢山の魅力を言える。でもトリスが求めているのは、数が多けりゃいいっていうだけの〝言葉〟じゃないだろ？」

「……はい」

　ちゅ、とアバドンが頬にキスをしてくる。

　魔王の癖にその唇は温かくて柔らかい。正直こうしていやらしい事をせず、ただ甘やかしてくれるなら、アバドンにも素直な好意を抱ける。

　このままアバドンに甘えていると、グズグズに溶けて自分という形がなくなってしまいそうだ。ベアトリクスはずっとそれを恐れていた。

「……確かに私は素の自分と向き合うのを、避けていたのかもしれません。〝女性〟である自分が何を望んでいたのか……、ずっと目を背けていました」

　アバドンがこうやって優しく接してくれるからこそ、ベアトリクスも本音を口にできた。

「……ですがやはり、〝理由〟は欲しいです。自分の弱さも認めますが、あなたがなぜ私を好きだと言うのか、その理由が知りたいです」

　今度は意地を張るのではなく、ちゃんと彼の目を見て自分の気持ちを訴えた。

「分かった。トリスの好きにするといい。具体的にどうすればいい？　何でも協力しよう」

　ポンポン、と頭を撫でられ、ベアトリクスは迷いなく口を開いた。

「私の前世について調べたいです。いくら魔法でも前世の記憶を思い出させるなど無理なのでしょう？　ですからリヒテンバーク聖王国の深部に潜り、聖イザベルや三百年前の魔王討伐について自分の手で調べたいです。あなただって前世の私に一目惚れをして、今の私が好きだと言うなら、過去の記憶を思い出して欲しいのではないですか？」

「トリスがそうしたいと言うならいいだろう」

「ありがとうございます」

「でも一つ言っておくが、俺は前世の記憶なんてもん、別に思い出さなくてもいいと思っている」

　アバドンの言葉に、ベアトリクスは物言いたげな目でジッと見返す。

「……だがトリスが思い出したいというのなら、その通りにするといいだろう」

「……感謝します」

　アバドンを「好きだ」とは言わないが、彼に対する信頼は芽生えた気がする。

　少なくとも今までベアトリクスの周囲にいなかったタイプで、自分をとても大切にしてくれる。その優しさは信じてもいいと思った。

　立とうとすると、アバドンは素直に腰から手を離してくれる。

　正面からアバドンに向き直り、ベアトリクスはきっちりとお辞儀をした。

「理解を示してくださり、ありがとうございます。告解室での事はまだ許していませんが、自分と向き合う気持ちになれた事については、感謝しています」

　そう言えばアバドンの左頬の腫れが引いたな、と思い、ベアトリクスは思わずクスクスと笑っていた。








第五章　三百年前の魔王









　翌日からベアトリクスは魔界と聖都を自由に行き来して、調べ物をするようになった。

　アバドンの魔法により、ベアトリクスは透明人間のようになるらしい。たとえ独り言や咳、くしゃみをしても誰にも聞こえないようだ。足音も消せるので秘密の調べ物にはうってつけだ。

　アバドンが魔法で作ってくれたペンダントも首から提げている。それにはあの魔法の鏡を使って人間界と魔界を行き来する際の、通行証の効果があるらしい。

　おまけにペンダントにはアバドンの魔力が蓄積されていて、ベアトリクスがそのペンドントを握って願えば、大体の事は叶えられるようだ。

「たとえば資料室を荒らしてしまったとしても、それを握って『元に戻れ』と念じれば、まぁ大体勝手に片付いてくれるだろう」

　ベアトリクスの役に立てて嬉しいアバドンは、ご機嫌でペンダントの説明をしてくれる。

「ありがとうございます。これ、普通にアクセサリーとしてつけていても可愛いですよね」

　ペンダントは楕円形のオパールの周りに金の縁が施され、そこに小さなダイヤモンドがグルリとはめ込まれている。

「いやぁ、俺って何をやらせても最高！　お礼がしたいって？　キス一つで済ませるなんて、俺はいい夫だなぁ」

　ぱん！　と手を打って目を閉じて唇を尖らせたアバドンを、ベアトリクスは無表情で見やる。

「…………」

「…………」

「あの……。ベアトリクスさん？　この間まが胸に痛いんですが」

　キスをせがまれ、ベアトリクスはハァーッと大げさに溜め息をついてみせた。

「仕方がないですね。『お手』が出来た犬にも褒美をやらないと、性格が歪んでしまいますから」

「犬……」

　思わず真顔になって目を開いたアバドンの頬を両手で包み、ベアトリクスはそっと唇を重ねた。ちゅ……と優しく彼の唇を食んで顔を離そうとすると、アバドンが顔を傾けてより深いキスをしてくる。

「ん……。ん、む……」

　舌を絡め、アバドンがベアトリクスの口内を探ってきた。すぐに口の中が支配され、ベアトリクスは息継ぎに荒い呼吸をし、下腹に宿った疼きを堪える。

　一分近く唇を貪られて、ようやくアバドンが顔を離した。

「……蕩けた顔をしてる」

　アバドンが小さく笑い、指の背中で頬を撫でてくる。

「してません。もう……。私は出掛けますからね」

　キスで紅潮した顔をごまかすため、ベアトリクスはわざと怒った声を出し背中を向ける。

　だがふと思い立ち、調べ物をする前にもう一度アバドンに確認しておく事にした。

「アバドンは封印された時、聖イザベルの最期を見たのですか？」

「……さぁな。俺はイザベルの血でできた魔方陣の真ん中にいて、力を奪われている最中だった。確かに俺はあいつを気にしていたが、俺は封印されてる真っ最中だ。あいつが大量に血を流していたのは分かったが、余裕がなかったから最期の最期まで見守れたかと言ったら……どうかな」

　やけにごまかすような事を言うアバドンに、ベアトリクスは疑わしげな顔になる。

「あなたほどの魔王なら、ひと一人ぐらい簡単に救えたのではないですか？」

　彼女の問いに、アバドンは何も言わずただ微笑みを浮かべた。

「…………。言いたくないならいいです。分かりました。私は聖都に行って捜し物をしますから」

「食事の時間になったら迎えに行くからな」

「ええ、分かりました」

　アバドンの執務室を出て鏡の間に向かう足取りは、何かを振り切るように速い。何も答えない、自分に隠し事をしようとするアバドンに「バカ」と呟きそうになり、首を振った。







　鏡の間にはシェムハザの分身が待機していて、ベアトリクスに魔界と人間界の行き来の仕方を教えてくれた。

　魔界を出るにはこの鏡を抜ければいいのだが、人間界からこちらに戻るには、自分の姿が映る触媒が必要らしい。

「ベアトリクス様の場合まだ慣れていませんので、陛下から頂いたペンダントを握って陛下の元に戻ると強く念じるといいかもしれません。同時に鏡や水溜まり、ガラスなど全身が映るものに飛び込むと完璧ですよ」

「……随分勇気がいりそうですね」

　一応、人間界に行く時はシェムハザにエスコートしてもらった。気がつけばベアトリクスは、リヒテンバーク聖王国の王宮敷地内に立っていた。幸い周りに人はいないようでホッとする。

「では、私はこれで。万が一戻れないという事がありましたら、陛下か私をお呼びください。教会の敷地内であろうが、駆けつけますよ」

　ジュワッと舌が焼けても、シェムハザは相変わらずにこやかに微笑んでいる。

「ありがとうございます。もう私の姿は他の人に見えていないのですか？」

「その通りでございます。安心して調べ物いってらっしゃいませ」

　折り目正しいお辞儀をするシェムハザに挨拶をし、ベアトリクスはポニーテールを揺らして見慣れた敷地を歩き出した。

　城の東西と北に見張り塔があるのだが、その北の塔近くに出たようだ。

　正門は南側なので、ベアトリクスはそちらに向かって歩いて行く。途中で歩哨とすれ違ったが、彼らは周囲に油断なく視線を配りながらも、まったくベアトリクスを見ない。少し調子に乗って「すみません」と呼びかけてみたが、彼らは返事をしない。さらにパンパン！　と手を鳴らしても反応がない。本当に彼らに自分の姿は見えていないようで、ベアトリクスは魔法の凄さを味わった。

「……どうやらアバドンの魔法は、絶対の効力があるようね」

　これで心置きなく調べ物ができると安心したベアトリクスは、胸のぺンダントを見る。

「このペンダントの効力を確かめるのは、また後にしましょう。何でもかんでもアバドンに頼るのは良くないわ」

　大聖堂は王宮の東側にあり、西側には保管庫や宝物庫、武器庫など様々な建物がある。それに伴って警備も多いのだが、ベアトリクスはスイスイと歩いて行く。

　宝物庫には宝剣や王冠、王錫など儀式で使う物や、歴代の王が愛用したとされる馬具やマントなどが保管されてある。だが今回の調べ物に、そちらはあまり関係ないだろうとベアトリクスは踏んだ。

　歴史的資料がある保管庫の前には二人の見張りがいて、ベアトリクスはしばし考える。

「いくら何でも扉を開けてしまったら、私のことが見えなくてもおかしいと思うわよね。鍵が掛かっているかもしれないし……」

　そこまで考え、ふと自分がこの扉を通り抜けられたら──？　と考える。

「使って……みましょうか」

　ペンダントを握りしめると、意を決して扉に向かって歩き出す。あわやぶつかるという所でギュッと目を閉じた瞬間、妙な感覚が体を包む。そして目を開くと、ベアトリクスは保管庫の扉の内側にいた。

　保管庫は普段使用されていないため、明かりも灯されておらず薄暗い。少しひんやりとした空気は、あまり換気がされていないからか、やや淀んでいた。

「……よし。遠慮なく探しましょう」

　ベアトリクスはカツカツと靴音をさせ、建物の奥に向かう。

　保管庫は入ってすぐの広間から、各部屋に通じる通路がある。

　ここへ来たのは初めてで、地道に捜すしかない。

　まず手前の通路にあった部屋に入ると、中央にはずっしりと重たげなチェストが幾つも置かれ、壁際には束ねられた羊皮紙や巻物などが詰まった棚があった。

「……なるほど。これは骨が折れそうだわ」

　んっ、と気合いを入れると、ベアトリクスは手近にあった巻物を広げた。







「はぁー……。なかなか……それらしい物はないわね」

　埃が舞う保管庫で呟いてアバドンからもらった時計を確認すると、時刻は昼近くになっていた。

　一つ目の保管庫の資料をざっと調べても、あるのはこの国の儀式や祭などの記録が記されているだけだった。

　二つ目の部屋は過去に収められた農作物の量などが書かれた資料で、三つ目の部屋は主に国税に関わる帳簿ばかりだ。

　どれも興味があると言えばあるのだが、必要のない物にかまけている時間はない。

　そして四つ目の部屋で、ようやく歴史関係の資料に行き当たった。

　すべての部屋を念入りに調べている訳ではなく、その部屋が何の保管庫であるか分かれば、それほど時間をかけずに済む。

　その部屋を探しに探して、やっとボロボロになった三百年前の報告書などを見つける。慎重に開いてペンダントの明かりを灯し、ベアトリクスは様々な資料を読み込んでいった。

　だが得られた情報は、ベアトリクスがすでに知っているものとさほど変わらない。

　過去に邪竜を倒したとする先祖がいる、隣国の竜王子アレクシスが魔王討伐に発起した。彼は当時、絶大な権力を誇っていたリヒテンバーク聖王国の聖王女に片思いをしていた。当時の聖王女も彼を憎からず思っていたようだが、聖王女の両親があまりいい顔をしていなかったようだ。

　そこでアレクシスは、無事魔王を討ち果たせた時は、褒美に聖王女をもらい受けたいと聖王と聖王妃に申し出たのだ。

　当時の悪天候に辟易としていた二人は、「どうせできるはずがない」と思っていた事もあり、竜王子の申し出を受け入れた。

　彼は自身のツテで、大陸一と名高い魔術師・バジルを金で雇い、教会で一番の戦闘力を誇ったという僧侶戦士・ギュンターも熱心に勧誘して仲間に引き入れた。

　そして最後にちゃんと魔王を倒したのか見届ける証人として、当時女性でありながら聖王女の護衛をしていたイザベルが供をした。

　聖王女の護衛であり、高潔なことで名高かったイザベルならば、聖王や聖王妃に虚偽を申し立てる事はないだろうという理由で選ばれた。

　聖王女は頼りにしている護衛と離れるのを寂しがったようだが、真面目な性格のイザベルはその役目を受け入れ、荷運びの者などを雇った竜王子たちと共に旅立った。

　遙か北の地にあるという魔の山を目指す道中では、魔物に襲われる事もあったようだ。

　アレクシスがその詳細を書いた日誌が、現在ベアトリクスが捲っている物である。

「魔の山に入って以降、連続する戦いの日々は詳しく書かれているのに、魔王討伐に関しては記載がずいぶん簡単だわ」

　想像してみても、アバドンが人間にあっさりと倒されたとは考えにくい。幾ら魔王を封印するのに必要な処女の血があったとは言え、そんな簡単だったはずがない。

　加えてアバドンやシェムハザ本人たちから、「本気を出していない」という事も聞かされていた。

「アバドンはあれでいて、とても強い魔王のはずなのに……」

「呼んだか？」

　ふと背後から声を掛けられ、腹部に腕を回された。

「っひぃ!!」

　とっさにベアトリクスは背後に向けて肘を突き出した。ドスッと何かに当たる感触と「ぐぅっ」といううなり声が聞こえる。

　一瞬心臓が口から出そうなほど驚いたが、この状況でこんな事をするのは一人しかいない。怒りのあまり冷めた目で後ろを振り向くと、軍服姿のアバドンがうずくまって腹部を押さえていた。

「…………何やってるんですか」

「……オレノ嫁サン強イ……」

「頭を踏みますよ？」

「スカートの中が見えるなら、ご褒美です」

　口の減らないアバドンを前にして溜め息をつき、ベアトリクスはどっかりとアバドンの背中の上に腰掛けた。

「何の用ですか？　私を驚かせに来たというのなら、今後のあり方を考え直す必要があります」

「これはこれでご褒美なんだが……」

「もう。どこまでいっても変態ですね」

　呆れて立ち上がり、ベアトリクスは彼の前で腕を組み仁王立ちになる。

「ですから、何をしに来たんです？」

　彼女の前に這いつくばった魔王は、そろそろと顔を上げて正座の格好になる。

「昼食の時間になったから、迎えに来た」

「なるほど。私もあまり収穫はありませんでしたから、行きましょうか」

　あっさり快諾すると、アバドンが立ち上がった。

「少し移動しよう」

　彼に肩を抱かれグイッと引き寄せられたかと思うと、一瞬めまいがする。気がつくと、ベアトリクスは屋外にいた。

「え……と」

　目の前には闘技場があり、やけに賑わっている。闘技場の周囲には出店もあり、一般開放されているからか、民が自由に買い物を楽しんでいる。

「あ、今日は模擬試合の日ですね」

　合点がいって隣にいるアバドンを見上げると、彼はすっかり人間の姿になっていた。

「トリスの家族がこの中にいる。遠くからでも見て行くか？」

　一時はベアトリクスが逃げ出すかと思っただけで、手ひどい仕置きをしてきたというのに、理解を示したあとのアバドンはとても物分かりがいい。

　そこだけ見ると、理想の夫かもしれないと一瞬思ってしまう。

「ありがとうございます。では、お言葉に甘えてチラッとだけ……」

　先ほどまでの透明人間状態とは違い、今度はちゃんと人として認識されているようだ。だがやはり〝ベアトリクス〟として認識されているわけではない。

　闘技場の階段を上って観客席に立つと、懐かしい熱気と歓声がワッと体に押し寄せた。

「月に一度、模擬試合が行われるんです。民にも闘技場付近が開放され、ちょっとしたお祭りのようになります。闘技場周辺以外は普通に警備されて柵も置かれてあるので、民も入れないようになっています。模擬試合では試合で上官に決められた相手に勝つと、騎士や兵士の昇格が決まるのです」

　現在中央で戦っている騎士の、腕に青いリボンをした方が挑戦者だ。

　かつて自分もああやって戦った事を思い出し、ベアトリクスの唇は自然に弧を描いていた。

　ふとロイヤルシートを見ると王族が座っていて、シャルロッテの元気そうな姿も見える。その側には元帥である父の姿や、騎士団の上層部で働いている二人の兄の姿もあった。

　家族たちはいつものように厳しい顔で試合を見ている。だがどこかその表情に覇気がないのは、ベアトリクスの無事をその目で確認できていないせいだろうか。

「あれがトリスの家族か。……いかついな」

　感傷に浸っていたものの、アバドンの言葉で思わず笑ってしまった。

「父や兄達が本気で怒ると怖いですよ？　私でも止められるかどうか」

「逆に止められる可能性があると思ってるところが、さすが俺の嫁さんだな」

「だてに聖騎士をしていませんでしたから」

　誇らしげにツンと顎を上げると、アバドンが笑った。ベアトリクスも思わず一緒になって笑い、「はぁ」と溜め息をつき踵を返した。

「行きましょうか」

「もっと見ていなくていいのか？」

　アバドンの気遣いをありがたく思いつつも、ベアトリクスはゆるりと首を横に振る。

「これ以上見ていると、話したいとか帰りたいとか、余計な感情が強くなってしまいますから」

「……すまん」

　約束をした以上、いくら人間界に自由に行けるようになっても、勝手に逃げ出そうとは思わない。どれだけシャルロッテや家族を恋しいと思っても、契約がある以上勝手な真似をするつもりはない。

　アバドンとの約束を守るつもりだと言うと、珍しく彼が申し訳なさそうな顔をした。

　ベアトリクスが少しずつ気持ちを変化させているように、アバドンもまたとても理解を示してくれている。

　その変化が二人にとってどういうものであるか……。深く考えるのをやめ、ベアトリクスは闘技場の階段を下りてゆく。

「せっかくこっちに来たんだから、どこか飯屋にでも入るか」

「いいんですか？　魔族は本来人間のように、食事をしなくてもいいのでしょう？」

「トリスに付き合うのなら、何だって苦じゃないさ」

「ありがとうございます」

　自分も魔王といる時間が苦ではなくなったな、と思いつつ、ベアトリクスは自然に彼の腕に手を絡ませていた。





＊＊






　その翌日もベアトリクスは聖都まで調べ物に来ていた。

　よくよく考えてみて、隣国ヴォルフハルトまで行けば竜王子アレクシスについて何かが分かるかもしれない。だが結果的に彼は聖王女と結婚して、当時次の聖王となった。

　彼が亡くなったのもこの聖王国で、やはり調べるなら聖都しかない。聖イザベルも聖ギュンターも、この国の出身だ。

　魔術師バジルだけは住まいを転々とし、様々な商売をしていたようだ。攻撃魔法を使って魔物を退治できるだけでは生活にならず、自ら外地まで行って魔術に使う植物や魔物の死骸を集めては魔術素体として売っていたという話も聞いた。

　彼がどこで亡くなったかは歴史の書にも記されておらず、バジルについて調べるのは困難と思えた。

　アレクシスと聖イザベルについては少し置いておき、ベアトリクスはギュンターを調べる事にして教会に向かった。

　信心深いベアトリクスが教会の奥を調べるというのは、かなりの勇気と決意を要した。だがアバドンに指摘されたように、自分に自信を持てないと言われたままなのも癪に障る。

　聖イザベルの事さえ知れれば、自分はもっと前向きになれるのではと思ったのだ。この問題を早く解決し、アバドンを前にしても躊躇する事なく接したい。

　いつのまにか信仰よりもアバドンとの関係を重要視していることに気付かず、ベアトリクスは「彼に言われっぱなしなのは癪だから」という理由で行動していた。







「さて……。始めましょうか」

　例によって透明人間化したベアトリクスは、扉をすり抜けて教会の深部にいた。

　リヒテンバーク聖王国や周辺国で信仰されている教会の本拠地は、聖都──つまりこの大聖堂という事になっている。

　他にも教会本部という名で、年に数度聖職者が集まって話し合いをする建物がある。だがそちらはどちらかと言うと執行機関であり、そこに資料などがあると思えない。

　古い資料や儀式に使う道具などは、やはりそれらを扱う教会にあるものだ。

　途中で司祭や修道僧とすれ違ったが、彼らはベアトリクスに気づかない。どこか後ろめたさを感じつつ、ベアトリクスは奥へ奥へと進んでいった。

　この教会に常駐する司祭が寝起きするスペースを抜け、その奥に並んでいる扉に顔だけ突っ込み、一つ一つを確認してゆく。

　最初は使うたびにドキドキしていた魔法のペンダントも、すっかり慣れて行動も大胆になってきた。

「あら、ここが保管庫ね」

　昨日の王宮の保管庫のように、その部屋には中央にチェストが置かれ、壁際にはびっしりと書類が収まった棚がある。スルリと扉を抜けたベアトリクスは、ペンダントに明かりを灯し手近にあった巻物を紐解いた。

　相変わらず教会に入ってから頭痛があるけれど、動けなくなるほどではない。これでも痛みに耐性はあり、我慢強いほうだ。

　頭の片隅で「この頭痛は一体何なのか」と思いつつ、ベアトリクスは魔法で呼び出した椅子に腰掛け資料を捲りだした。




　だが探しても探しても、手応えは昨日の保管庫と似たようなものだ。

　当たり障りのない記録があるばかりで、求めているものはない。

「おかしいわね。聖ギュンターは老齢で亡くなるまでこの大聖堂にいたのだから、彼がどういう人となりであったか、列聖されるに至る善行などが記されていてもいいと思うのだけれど」

　すっかり独り言も大きくなったベアトリクスはカツカツと靴音を立てて歩き周り、棚に並ぶ記憶球を見る。

　記憶球とは片手で持てるほどの水晶で、その中に魔法の力で人の大切な思い出や思念、その場の風景などを封じ込めるものだ。

　裁判所などではこの記憶球が有効利用され、証拠となる事もある。また専門に記憶球を扱う職業もある。

　一般の記憶球は、少し魔力を流すだけで記憶したものを映像として浮かび上がらせる事ができる。だが個人の秘密に関わる事や国家機密──王族の秘密など──は、合い言葉が必要となっていた。

　だがここにある記憶球は、ベアトリクスが「見たい」という意志を持って指で触れただけで、あっさりと記憶させた映像を浮かびあがらせた。

　だが、どれもこれも記念祭で聖王家がどのようなスピーチを行ったかなど、やはり当たり障りのないものだ。

「どうしたものかしらね……」

　仁王立ちになって腕を組み、ベアトリクスは保管庫を睨む。

　他にも怪しい部屋がないか調べてみたが、保管庫らしき部屋はここしかなかった。

「隠し扉でもあったりして。開けゴマー……。なんちゃって……」

　そう言った時、胸のペンダントが微かに光った。同時に室内のどこかで低い音がし、空気がフゥッと流れたのを感じた。

「……え？」

　慌てて室内を見回すと、保管庫の一番奥にある棚が動き、人が通れるほどの穴が開いていた。

「よ……よし。お手柄よ！　ペンダント」

　まるでペンダントが生きているかのようにオパールの部分を指で撫で、ベアトリクスは隠し通路の奥に進んだ。

「ここは長い間、人が通ったことがないようね。匂いが少し……」

　保管庫も羊皮紙やインクの匂いが充満していたが、奥の部屋は換気されていない事もあり、淀んだ空気の中にカビ臭さを感じた。

　おまけにこちらは内装が整えられておらず、壁は簡素に漆喰が塗ってあるだけだ。

　通路に入ってすぐの部屋は他の資料室と似た作りになっていて、書類や記憶球がぎっしりと詰まった棚やチェストがある。その奥にある出口から顔を出すと、広々とした空間があった。

　上を向くと天井はとても高くて見えず、おそらく祭壇の後ろの空間なのだろう。ずっと左──祭壇の真裏の方には、黒々とした穴がぽっかりと開いていて地下へ続いている。

「地下墳墓に繋がっているのだわ」

　今でこそ墓地は教会の敷地内や郊外にあり、そこに棺が埋葬されるという埋葬方法になっている。だが昔の葬儀はとても簡素で、遺体はそのまま土葬され、時に腐肉や骨が地表に出ていたらしい。だからこそ昔は上手に墓穴を掘って遺体を埋葬する、墓穴掘りという職業が大勢いた。

　その頃の誰のものとも分からない骨を、教会は気の毒に思ったそうだ。現在の聖都の基盤を作る前に、骨を拾い集めて大聖堂を建てる時に地下にまとめて葬ったらしい。教会の地下であれば、彼らの魂も彷徨わないで済むだろうと考えての事だ。

　しかしベアトリクスは、地下墳墓に繋がる場所にこの隠し通路が繋がっていたのが気になった。

「木を隠すなら森の中。遺体を隠すなら地下墳墓の中……」

　近代の聖職者は、表の墓地に埋葬される事も多い。

　だが歴代の聖王家や教皇、そう言った貴人は、代々この地下墳墓の奥の奥に埋葬されていると聞く。

　シャルロッテが以前、「私がいつか死んだとして、もし葬られるのが地下墳墓だったら嫌だわ。明るい所で花に囲まれて眠りたいの」と憂鬱そうに言っていたのを覚えている。

　国葬が行われる際に使われる、地下墳墓の正式な入り口は他にあるのだろう。

　だがこの隠し通路が地下墳墓に繋がっているという事を考えると、地下墳墓に何かが隠されていると考えていい気がする。

「地下墳墓に聖ギュンターも眠っているかもしれないわ」

　聖地であるリヒテンバーク聖王国に訪れた者が気軽に勇者を参れるように、王都の平和記念広場には四勇者の銅像があり、四勇者全員の祈念碑もある。勇者を崇める者はそこに献花し、平和の祈りを捧げるのだ。

　平和の礎になった聖イザベルの祈念碑には花が絶えないし、彼女は四勇者の中でアレクシスと並んで人気がある。

　勿論アレクシス聖王と聖ギュンター、そしてバジルの祈念碑もあり、〝表〟の処置としては完璧だ。

　だがベアトリクスはシャルロッテから、「アレクシス聖王と当時の聖王女は地下墳墓にいるとして、多分聖ギュンターも地上には葬られていないのよね」という話を聞いていた。

　歴史に関わる貴人なら当たり前の処置だが、なぜだか今は彼らの墓に何か隠し事があるのでは……という予感がした。

　地下墳墓には後で行くとして、元の資料室まで戻る。足元で埃が舞い上がり、ベアトリクスは少し咳込んだ。

　例によって棚あった羊皮紙を手に取ったが、それは随分と昔の物のようで重なっている部分を慎重に捲らなければいけなかった。

「なに……？　これ」

　またしばらく資料めくりなのだろうと思っていたが、一枚目の羊皮紙でベアトリクスは困惑した声を出す。

　その羊皮紙は、いわゆる始末書だ。

「酒を飲んで泥酔し……酒場を破壊した挙げ句、帰り道に女性を強姦……？」

　名前の知らない修道士だが、まず聖職者として信じられない悪行に思考が止まりかけた。

　だがベアトリクスは、またシャルロッテとの会話を思い出す。

『トリス。昔、このリヒテンバーク聖王国は大陸全土に対しとてつもない権力を持っていたわ。聖王家が強い祈りの力を持っているがゆえに、神の代行者とされていたの。当時は今ほど精霊魔術も浸透していなかったから、聖なる力で魔物を退けられる存在はとても権力を持っていたの。同様に信仰を集める象徴の他に、退魔師としての力を持つ聖職者にも大きな権力があり、それを笠に着て野蛮な行為を働いた者もいたと聞くわ。現在の私たちは、そういう過ちが過去にあった事も認めて、正しく民を導かないといけないの』

「……そういう者がいたのは確かなのだわ」

　ゆっくりと頷き、ベアトリクスはその始末書を元の場所に戻した。

　それから手にした物は、いわば教会の裏の顔と言っていい書類ばかりだった。記憶球の中には、教会内部で行われたリンチのような映像もある。恐らくこれを証拠に誰かが捌かれたのだろうが、表に残しておくのはのちのち不利になるので、教会がここに封印したのだろう。

　すっかり気分が重たくなったが、それでもベアトリクスは手を動かす。

　埃っぽいのも慣れてしまったというか、あまりのショックでそれどころではなくなった。

「これは……」

　そしてとうとう、三百年前の魔王討伐に関わるとおぼしき物を見つけた。羊皮紙を小さく切って手帳大にし、糸で縫い合わせ製本した物だ。

「手記……？　これは昨日調べた保管庫の物と同じ筆跡だわ。アレクシス王子の物？　でもなぜ旅の手記が二つ……」

　疑問はすぐに解けた。

　読み進めていくうちに、ベアトリクスの表情がどんどん嫌悪に曇ってゆく。

『ふんぞり返った聖王国を我が物とするには、あの聖王女を私の女にする必要がある。それには何がなんでも魔王を退治しなければいけない。自分で言い出した事とはいえ、非情に面倒だ。いくら天候が悪くても、私たち王族なら生きていける。しかし民というものは英雄に弱い。私たちが魔王討伐の旅に出ると聞けば、喜んで貯蓄していた食料を差し出してきた。愚民どもの心理を操るなど、簡単なものだ』

　英雄ともてはやされた竜王子の行いは、崇高な使命にかられたもの……ではなかった。

　ページをめくると、どんどん嫌な気持ちが増してゆく。

『イザベルは本当にいい女だ。聖騎士なだけあって些か気の強いところもあるが、胸もたわわに実り体つきも成熟している。着替えの時に見えた下衣姿だけで、私の愚息が反応してしまった。結婚は聖王女とするとして、性欲のはけ口にするには、あんな女もいいのかもしれない』

　聖イザベルは崇高な使命のために旅立っただろうに、女だからという理由で同行者から獣のような目で見られていた。聖騎士であり自分の前世と言われている人物なだけに、ベアトリクスのアレクシスへの嫌悪はますます大きくなってゆく。

「どうしてこんな人物が勇者など……」

『マッサージと称してイザベルの体を触ってやった。引き締まっていながら柔らかく、実にいい触り心地だった。私が聖王となったあかつきには、側女としてイザベルを置くのも悪くないかもしれない。聖王女の侍女をしていて主と仲がいいなら、閨でも二人仲良くやれるのではないだろうか？　金髪の美少女と美女を二人相手にするのも悪くない』

「…………っ」

　手記をその場に叩きつけたいのを必死に堪え、ベアトリクスは一度顔を上げて大きく深呼吸をした。

　この手記は〝裏〟の手記だ。

　アレクシスとてその後聖王となったくらいだから、愚かな男ではなかったのだろう。

〝表〟の手記は国宝となり、裏の手記が教会にあるという事は、おそらくギュンター辺りに託され隠されたのではないだろうか。

　だとすれば、ギュンターも黒い存在である可能性が高い。

　我慢して手記を読み進めていくと、とうとう魔王城を前にした日が書かれたページにたどりついた。途中、イザベルの裸を想像したらしいらくがきもあったが、それはもう無視した。

『やっとここまで来た。明日になれば一気に魔王城に攻め込み、悪の権化を打ち倒す。その時イザベルには処女の血を流してもらう事になっているが、どれほどの量が必要かは魔術師も詳しい事を言わない。私の側女として共に帰還できればいいのだが……』

　そこから後は書かれておらず、一ページの空白のあとグシャグシャになった筆記で訳の分からない文字が書かれてあった。辛うじて『怖い』だの『化け物』などの単語が読み取れ、アレクシスがとてつもない恐怖に襲われたのが分かった。

　その後、手記は真っ白なページが続いている。

「全体図としては、保管庫にあった物と同じね。勇者と魔王が対峙した〝その時〟何があったかを、誰も語っていない……」

　アレクシスの手記を閉じ、ベアトリクスは元にあった場所に戻した。

　それからまた手記があった辺りをくまなく探したが、それ以上の収穫はない。

　動き回って汗を掻いているはずなのに、心も体もひんやりとしていた。

「……墓荒らしは死者への一番の冒涜だと思うけれど……。私がもし〝彼ら〟なら、文字通り墓まで持って行きたい秘密は自分の〝側〟に置くわ。棺ならさすがに誰も開けないもの。アレクシスは信頼の置ける誰かに協力させ、最大の禁忌を闇に葬った。聖王となった男や列聖されたギュンターなら、当時の教会の最高権力者にも言う事を聞かせられたかもしれない」

　呟いてからベアトリクスは、ゆっくりと地下墳墓の方へ向かった。

　地下から冷気が漂ってきている気がし、腰の辺りに悪寒が走る。胸元のペンダントを確認すると、ちゃんと光ってくれている。だがさすがに神域に入っているからか、保管庫でのように皎々とした明かりを発してはいなかった。やはり魔王が作り出した道具なので、教会との相性が悪いのだろう。

「誰かが入る可能性があるなら、松明の用意ぐらいあってもいいものだけれど……」

　もうこうなったら最後まで突き止めないと納得できない。ここまで王国や教会が隠したものを暴いたのなら、墓荒らしも同罪だ。

　地下墳墓の入り口付近を探すと、古ぼけた松明の残りがあった。古い物だが、未使用のようだ。側にあった布きれを先端に巻き付け、ベアトリクスはペンダントを握って「燃えて！」と念じてみた。

「わっ！　ホントに燃えた！」

　とたん、ボンッと松明に火が灯り、ベアトリクスはアバドンの魔力におののく。

　聖地であるリヒテンバーク聖王国の大聖堂内においても、ペンダントだけでこの威力なのだ。魔王本人の力を想像すると、底知れないものがある。

「それでも彼は私から想われないと、真の意味で封印が解けないのだっけ」

　十分力を持っているのに……と思うが、アバドンからするとそんな規模の話ではないのだろう。

　彼は神と対局の位置にいて、魔に属するもの、魔力と呼ばれるものの根源だ。アバドンがいなければ人間の魔術師だって魔法を使えなくなる。アバドンが本来の力を欠いているなら、いつ世界のバランスが崩れてもおかしくない。

　アバドンの性格なら、自身が強くなるために力を求めるというよりも、魔王としての責務を果たすために力を必要としているのだろう。

「……割とまじめな所もあるしね」

　松明を片手に階段を下ってゆくと、入り口付近に古い剣があった。

「うん、これは使えるわ。地下墳墓ともなれば何が出るか分からないし」

　聖騎士の感覚で言ってしまえば、大聖堂の地下墳墓とてダンジョンと同義である。いくら聖都の地下にあるとしても、死者が眠る場所には不死者アンデッドなどが出やすい。自衛のために武器を持っていてもいいだろう。

　鞘に収めたままでは、片手に松明を持った手ではすぐに戦えない。刃を抜き身にして、そのまま持ち歩く事にした。

　階段を下りきって慎重に歩を進めてゆくと、松明の火に照らされて黄ばんだ骨が左右の壁にびっしり積まれているのが見える。髑髏が虚ろな眼窩をこちらに向け、綺麗に整頓されて並んでいるのはそら恐ろしい。体の骨と思われる物も、きちんと揃えられ積まれてあった。

「王宮の北側は湖だわ。この地下墳墓はそちらに向かって広がっているのね。どうりで空気が湿っていて冷たい……」

　ペンダントの魔力は、いざという時に取っておきたい。松明もあるので、魔力温存のためにペンダントの明かりは消しておいた。アバドンいわく「俺が魔界から常に魔力を供給しているから、魔力切れは起こさない」らしいが、念のためである。

　松明を持ったベアトリクスが通ると、壁の骨たちに影がかかり揺らめいているように見える。勇気を試される騎士の試練を果たしたはずなのに、ベアトリクスはいつか骨が動きだしそうな気がして、ずっと緊張していた。

　ズキズキと酷い頭痛を感じつつ、ベアトリクスは死者の冥福を祈っていた。祈りの言葉を口にする事で、少しでも気を紛らわそうという目的もある。

「ん……？」

　どれだけ歩いただろうかと自分に向かって問いかけた頃、ベアトリクスの耳が異音を拾った。

　立ち止まると、自分以外に〝何か〟の気配がある。

「……出た……？」

　それまで不安を宿していた表情が、一気に戦う者のものになる。青い瞳は凛とした光を宿し、まっすぐ油断なく前方を見据える。

　いつでも戦えるように筋肉を緊張させ、ベアトリクスは足音を忍ばせて進んだ。

　静寂の中、カク……カク、と硬い物が擦り合う音がする。

　石畳が続くクネクネとした通路の奥、曲がり角になっている場所からチラッと窺うと、白っぽいものが蠢いているのが見えた。スケルトンだ。

　行く当てのない魂が集う場所は、闇と死に属する魔力が集いやすい。腐肉や骨などにその魂が宿り、知能もなくただ動き回るのだ。

　もう少し強い意志を持った魂が宿った場合は、人間の生気を求めて襲いかかってくる事もある。

「通り抜けるしかないわね」

　聖騎士としての自分なら、剣に聖なる力を宿して戦える。

　しかし、それには代償があった。

「大いなる主よ！　我に光の加護を！」

　スゥッと息を吸い込み祈りを高めると、凄まじい頭痛がベアトリクスを襲った。

「っぐぅ！」

　いつもこうなのだ。

　武器に聖なる力を付加して戦おうとすると、ベアトリクスは酷い頭痛に見舞われる。教会に入った時とは比べものにならない強い痛みに、彼女は歯を食いしばった。

　今の声でこちらに気づいたスケルトンを睨み、腹の底から大きな声を出す。

「押し通る！」

　ダッと走り、ベアトリクスは下から上へ剣をなぎ払った。

　近くにいたスケルトンが、腰骨の辺りからボロッと崩れ、真っ二つになったあと徐々に浄化されてゆく。

「天にまします我らが主よ！　この悲しき者に哀れみの手を差し伸べたまえ！　無明を彷徨う者を慈悲の光で照らし、神軍率いる大天使の翼に触れんことを！」

　祈りの言葉を口にするたびに頭痛が増す。だがベアトリクスの剣には金色の光が宿り、スケルトンを包んでは浄化してゆく。

　加えてベアトリクスが腕力に物を言わせてスケルトンをなぎ払っていくと、十体ほどいたスケルトンはすぐに沈黙した。

　だがベアトリクスは走るのを止めない。

　最深部はまだ先だ。この地下墳墓の正確な道順は分からないが、分岐した通路の奥にはもっと多くのスケルトンがいるだろう。

　最深部の貴人の墓を目指し、太い通路をまっすぐに進んでいるが、あまり目立つ事をしていると敵に気づかれる恐れがある。

　地下墳墓のような場所にいれば、スケルトン以外にゴーストや最悪レイスなどにも遭遇しかねない。一人でいる以上、他にどれだけ潜んでいるか分からない敵を呼び寄せる愚行はできない。

　全力で駆け抜けつつ途中にいたスケルトンを払いのけ、ベアトリクスは奥へ奥へと進んでいった。




　気が付けばなぎ払うスケルトンもいなくなり、ベアトリクスは広い空間に辿り着いていた。

「ここが……歴代聖王や聖人が眠る場所？」

　左右に重たげな石の棺が並び、奥へ奥へと続いている。手前が一番古いようで、石の棺にはリヒテンバーク聖王国の開祖となった王の名前が刻まれていた。

「地下墳墓の正式な入り口は王宮裏の湖の向こうとされているから、あの大きな湖の下にこの地下墳墓があるのだわ。だとしたら、ここが最深部として奥に行けば新しい棺があるはず」

　胸にはまだ墓を暴く罪悪感がある。それでもベアトリクスは、アレクシスの裏の顔を知ってしまった以上、過去にイザベルがどのような結末を迎えたのか知りたかった。

　絶対的な力を持つアバドンが、人間一人の死に際を知らないというのはあり得ない。明らかに彼は何かを隠している。

　隠し事を無理に暴くのは気が進まない。だがイザベルが自分の前世である以上、彼女の結末を知らなければ自分は前に進めない。

　松明と剣を持ったままベアトリクスは息を詰めて奥に進む。

　ときおり棺に刻まれた年代や名前を確認し、「まだ先ね」とさらに歩を進める。

　やがて──。

「この辺りだわ」

　年代が二百八十年ほど前の聖王の棺に、アレクシスと名前が彫られている。その側には、ギュンターと彫られた棺もあった。

「…………どう、すべきかしら」

　ペンダントを握って松明を置く台を魔法で作り、そこに松明を立てかけた。

　しばらく顎に手を当てて考え込んでいたが、決意を固める。

「ここまで来たのなら、すべての罰を甘んじて受けるわ。もとより今の私は魔王の妻ですもの」

　その後に続きかけた、「何かあったらアバドンが守ってくれる」という言葉を、ベアトリクスは呑み込んだ。

「いけない」と首を小さく振り、ベアトリクスはパンッと自分の頬を叩いて活を入れた。

　そして聖王アレクシスの棺に手をかけ、「ふんっ」と腰と腕に力を入れて踏ん張る。袖の下で腕の筋肉がググッと膨れ、食い縛った歯の間から息が漏れた。

　重たい石の蓋が、ズッ……と音をたてて浮き上がり、徐々にずらされてゆく。右手から左手へずれ、やがて上に掛けられた白い布ごとズン……ッと床に落ちた。

「っはぁ……っ、は、はぁっはぁっ……」

　全身に汗を浮かばせているのに、地下にいるからか体がすぐに冷えてゆく。

　棺の中には、白地に金糸で刺繍が入った装束を身に纏った遺体がある。完全な骸骨になっていないのは、ここが湖の底で湿気があり屍蝋になっているからだろう。

　朽ちた白百合の残骸に囲まれ、聖王として眠っているアレクシスを、ベアトリクスは冷えた目で見る。

「……十六代聖王アレクシス……。とうとう会えましたね」

　朽ちた肌に金髪を数本貼り付かせたアレクシスは、虚ろな眼窩をベアトリクスに向けている。

「聖イザベルを性的な目で見ておきながら、あなたは聖王女と添い遂げたのですね」

　冷たい声で言い、ベアトリクスはアレクシスの足元にある記憶球を持ち上げた。

「聖王という立場を利用して、自分に都合の悪い物はこうして墓の中に持ち込んだのでしょう。ですが聖イザベルの生まれ変わりと言われている私には、すべてを知る権利があります」

　三百年前の記憶球は表面が曇っていて、役目を果たせるか分からない。

　ベアトリクスはアレクシスの亡骸をそのままに、棺に背中を預けて床に座り込んだ。ドレスのスカートで記憶球を磨き、少しだけ透明感を取り戻させる。

「見せて」

　アバドンがくれたペンダントを握り、ベアトリクスはまず念じてみた。

　だが思った通り、記憶球は反応しない。決められた合い言葉が必要なのだ。

「……アンジェリカ」

　アレクシスの妻となった聖王妃の名前を口にしてみたが、やはり反応がない。

　溜め息をついたベアトリクスは、昨日保管庫で読んだアレクシスの記述から、彼が好んだとされる食べ物や色、馬の名前や祖国にある山や川の名前など、思いつく限りのものを言ってみた。

「ダメ……か……」

　ベアトリクスは溜め息をつき、地下墳墓の天井を見上げる。座り込んでいるからか体が冷えてきて、場所が場所だけにとても心細くなる。

　アバドンなら一発でこの合い言葉を突破できるだろうが、自分で解決したいと言った以上、甘えるなどできない。

「主よ、お助けください」

　呟いた時、またズキッと頭痛を覚えた。だがそれよりも、膝の上にある記憶球がぼんやりと光った事に驚いた。

「……祈りの言葉？」

　そう言って、彼が腐っても聖王の座についた事を思い出した。あの裏手記の印象からして、彼が信心深い人物とは思わなかったので盲点だ。

　それからベアトリクスは、基本的な祈りの言葉を口にしてみた。ミサで口にする簡単な祈りの言葉から、神を敬い湛える聖歌。

　だが何をしても記憶球はぼんやりと発光するだけで、映像を映す事はない。

「一体何の祈りが……」

　呟いて、ふ……とある思いが胸をよぎる。

　アレクシスを非道な男だと思っていたが、もし彼にも人間の心があり聖イザベルを死なせてしまった事に罪悪を感じているのだとしたら──？

　勇者の一行として、仲間を悼む気持ちがあったかもしれない。

　そう思い、ベアトリクスは死者を悼む祈りを口にした。

「主よ。汝の元に旅立った者を、天国の門を開き悦びの野に迎えたまえ……」

　唱え終わったあと、記憶球から眩い光が放たれて周囲を明るく照らした。

「！」

　暗がりに慣れていた目に、その光は強すぎた。ベアトリクスはバッと手で目を庇うが、薄い被膜を通して聞こえるような音声に顔を上げる。現実の音ではないのは確かで、ここではないどこかから聞こえてくる音だ。

『明日はとうとう魔王の城に着くな』

　目の前には光によってできあがった映像があり、その中で四人の勇者がたき火を囲んでいた。

　金髪で整った顔立ちの青年はアレクシスだろう。その隣にいる、鎖帷子の上に教会のシンボルが刺繍された白い胴着を着ているのは、僧侶戦士のギュンターだ。鷲鼻で口ひげを生やし、異国のターバンを頭に巻いているのはバジルで間違いないだろう。……となると、残る金髪の女性がイザベルという事になる。

「……似ている……かも」

　金髪碧眼の彼女は、今のベアトリクスと同じように髪をポニーテールにしていた。近寄りがたい清廉な美貌に芯の通った強い眼差しをしており、高潔な性格が滲み出ている。自分が第三者目線でイザベルのように見えるか分からないが、何となく第一印象は似ていると思った。

　イザベルは現在のベアトリクスの聖騎士姿とは違い、昔ながらの重たそうな鎧を身に纏っていた。だがアレクシスのようにフル装備ではなく、やや軽装だ。防具の下は革製のしっかりとした旅着を纏い、膝を抱えてたき火を見ている。

『イザベル。以前から言っているように、魔王を封印するには処女の血が必要だ』

『はい。分かっております。戦えなくなるほど血を流すなら考えものですが、魔術師様がそれ程の量ではないと仰るので安心しております』

　落ち着いたイザベルの声に、バジルが笑う。

『なぁに、血を流すと言っても魔方陣を描くために必要な、ほんの少量だ。女の月のもののように、ドバッと出たりしないとも』

『っ……』

　デリカシーのない発言に、イザベルはサッと頬を染めて俯いた。他の男たちがワハハと声を上げて笑う姿に、ベアトリクスは気分が悪くなる。

　そのあと彼らは明日の段取りについて会話をし、適量の酒を飲んだあとそれぞれ天幕に入ってゆく。イザベルは『私は弱いので』と酒を断っていたのだが、飲まされてしまった。そして大事な戦いを控えているというのに、ふらつきながら天幕に消えた。

　寝るのかと思ったが、映像は続いている。

　誰かが手に記憶球を持ち、足音を忍ばせて天幕に近付いている。押し殺した笑いが聞こえ、ベアトリクスは嫌な予感がした。

　先頭にいたアレクシスが天幕を捲り、その中に寝ているイザベルを確認する。近寄ってイザベルの髪を撫で、彼女が深く眠っているのを確認してまた忍び笑いをした。

　そしていきなり、アレクシスが夜着越しにイザベルの胸を揉んだ。

「ちょっ……」

　寝ている女性に何と言う無体を働くのかと、ベアトリクスは煮えたぎるような怒りを覚えた。

　映像の中でイザベルの豊かな胸はアレクシスの手にぞんざいに揉まれ、先端をこよるように摘ままれて乳首を尖らせる。

　それを見てまた男たちが忍び笑いをした。

「っ、卑怯な……。私がこの場にいたら殴ってやったのに……！」

　三百年前の映像を見て、ベアトリクスは歯噛みする。こんな胸糞悪いものを見せられては、自分の前世でなくとも気分が悪くなって当たり前だ。

　そこでフッ……と記憶球が一度光を弱め、次の場面を映した。

『ようこそ……と言うべきかな。勇者諸君』

　床の上に置かれた記憶球が映すのは、今とまったく姿を変えない軍服姿のアバドンだ。

「ちょっと……やる気のない顔ね。面倒臭そう」

　ここ最近アバドンの表情や行動から彼の事を大体分かっているベアトリクスは、映像の中のアバドンの心理を読み解く。一応魔王らしい態度を取っているが、面倒臭そうな雰囲気がダダ漏れだ。

『世界に仇なす悪の化身め！　ここへ来る途中にあった数多くの部屋の財宝も、人間から奪った物だろう！』

「は？」

　いきなり話の矛先が財宝になり、ベアトリクスが間抜けな声を上げる。

　確かに魔王城は重厚感がありながら贅を尽くした美しい城だ。調度品や絵画、あらゆる美術品は、ベアトリクスから見ても素晴らしいと思う。

　だがベアトリクスはそれが〝見せかけ〟だと知っていた。以前にアバドンとこんな会話をしていたからだ。




『アバドン。この魔王城はとても美しいですが、魔族にも人間と同じ美的感覚があるのですか？　食事らしい食事を必要としない魔族に、人間と同じ価値観が備わっているとは思えないのですが……』

　ベアトリクスが知っている限り、王族が住まう城や貴族の邸宅というものは、その財力や家柄を示すために、有名な画家や彫刻家の作品や、陶磁器、銀製品、その他家具を大切にしている。そして飾り立てた住まいを来客に見せ、「あそこは凄い」という噂を立てさせて自らの威信を誇るのだ。

　だが魔族にそのような見栄が必要と思えない。だとすると、この美しい内装は何のためなのだろうか？　と素朴な疑問を抱いたのだ。

『ああ、これは全部見せかけだ』

『見せかけ？』

　目をぱちくりとさせるベアトリクスに、アバドンはどこか照れくさそうな顔で言う。

『この魔王城の本来の姿は……まー、言ってしまえば結構グロい。俺の体がそのまま城の形になったような物で、建築物でありながら生物でもある』

『それは本当に気持ち悪いですね』

　真顔で言ったベアトリクスの言葉に多少傷つきながらも、アバドンは説明を続ける。

『魔族からすれば、魔族の姿も世界の姿も、建物の形も、何だって構わない。そこに渦巻いている魔力の大きさがものを言う。だから見た目というものは魔族にとってほぼ意味を持たない。淫魔や人魚たちが美しい姿をしているのは、獲物である人間を誘惑するためだ』

『ああ……』

　納得し、ベアトリクスは頷く。

『俺……とも言えるし、この城は、とも言えるが……。城はそれを見るものが〝城と言えばこういう物〟と思った姿をとる。トリスは人間の感覚で城は石材でできた美しい建造物だと思っているから、そのように認識しているんだ。そしてトリスは、魔王なら壮麗な城に住んでいてもおかしくないと思っている』

『確かに……。私にとって城というものはそのような物です。加えて魔王ならあらゆる財を持っていると思っていました。グロテスクな場所に住んでいるのでは……という想像もしていましたが、見た事のないものは想像できないものです。きっとこれは、私がこうあってほしいと願っている姿なのかもしれませんね』

『そうだ。けどトリスが目にしている大理石は、トリスにとっては本当の大理石だ。布団は最高級の羽毛でできているし、服に使われている絹も本物だ。俺はトリスの願望に合わせて、無意識にすべてを叶えている』

『……魔法の事はよく分かりませんが、私が住みよいように魔力を使ってくれているのは理解しました』

　そう言うと、アバドンは嬉しそうに笑っていた。




　その見せかけの城の財宝を、記憶球の中のアレクシスは人間から奪った宝だと思っているのだ。

「愚かね」

『王子！　こいつを倒せば財宝はすべて我らの物です！』

　あろう事か僧侶戦士であるギュンターがそう言い放ち、先端に棘がついた鉄球を振り回す。

「……どちらが悪者か分からないわ」

　溜め息をついたベアトリクスは、アバドンがやる気のない顔をしていた理由を察した。きっと彼が長く生きている間、このような事が多々あったのだろう。

　物事の本質を見ない人間の浅はかさに、アバドンが投げやりな気持ちになるのも分かる。

　ただ一人イザベルだけは、緊張した顔で剣を構えアバドンに対峙していた。

　そんな彼女をアバドンはチラリと見て、意味深に笑う。

『神の祝福を受けた女か』

　この場でアバドンが唯一興味を示したのが、イザベルだ。

「…………」

　なぜだかベアトリクスの胸が妙にざわつく。仮にも現在の自分の夫が、前世の自分とは言え、別の女性に話しかけて興味を示しているのだ。

『イザベルと言ったか？　俺の女にならないか？』

『は!?　お、お断りします！』

「……まぁ、そうなるわよね」

　心底驚いた顔をしてみせるイザベルに、ベアトリクスは半ば同情する。アバドンはいつでも、発言や行動が突然すぎるのだ。

『お前らが神と呼ぶあいつは、俺の双子の兄だ。あいつはすべてに惜しみなく愛を注ぐが、時にひいきもする。お前を救ったように、な』

「双子!?　救った……？」

　三百年前のアバドンの言葉は、ベアトリクスを驚かせる。まさか魔王が神と双子の兄弟など、思いもしなかった。

　おまけにアバドンはイザベルの過去を知っているらしい。

「私が知らない聖イザベルの過去を、アバドンが知っている……？」

　モヤモヤと胸の奥で不安が満ちてゆく。

『お前は人間として当たり前に神を崇め、聖騎士になったようだが、俺からすればお前こそ魔に堕ちるにふさわしい』

　舌を焼かれながらもアバドンが言い、聖騎士にとってあまりの侮辱にイザベルが怒った。

『何と言う事を言うのですか！　私は主にすべてを捧げた聖騎士です！　悪魔の甘言に堕ちるとでも思ったのですか！』

　イザベルは剣を構えてアバドンににじり寄る。彼女の信仰が、神を侮蔑した魔王に撤回を求め、足を進めさせたのだ。

　そんな彼女の背後で、アレクシスやギュンター、バジルが動いていた。

　アバドンは相変わらず余裕の表情で立ち、視線を動かそうともしない。彼が三人の行動に気づいていないと思えない。しかしベアトリクスはアバドンが襲われようとする光景を見て、緊張していた。

『お前はすべてに裏切られるだろう。お前は一度神を呪いかけたが、それでも神に救済された。だが今、お前は人間に裏切られようとしている。今度こそお前は魂の言葉で天に呪いを吐き、俺の元に堕ちるだろう』

　まさに魔王の呪いと言っていい言葉に、イザベルは顔を真っ赤にして怒鳴った。

『何と言う侮辱！　私は主を呪ったりしません！　仲間の事だって信じてい……っ!!』

　その瞬間、イザベルの右横の空中に魔方陣が描かれたかと思うと、空間を渡ってバジルの投げた短剣が彼女の脇腹に刺さった。

『爆ぜよ！』

　バジルが指で魔法の印を組み、そう唱えた。

　途端、バッ……と空中に赤い花が咲いた。

　花のように思えたのは、イザベルの脇腹から噴き出た大量の血だ。

　信じられないという顔をしたイザベルがゆっくり倒れるより早く、彼女の血はイザベルとアバドンを取り囲み、あっという間に床の上に血の魔方陣を描いていく。

『ほら見た事か。人間はすぐ裏切る。どうだ？　俺の手を取るなら、今すぐお前を救ってやる』

　まさに自分が封印されようとしているのに、アバドンは倒れ伏したイザベルの前にしゃがみ、手を差し伸べていた。

　口から血を吐き、涙を流したイザベルはそれでも首を振る。

『そんなにあいつがいいのか？　俺の元に堕ちて来い。手の届かない場所にいるあいつより、俺を選べ。俺ならすぐ近くでお前を愛してやる』

「…………」

　イザベルに囁かれた愛の言葉に、ベアトリクスの胸が重たく軋む。

「死ねえええぇっ!!　魔王ぉぉおおぉおっ!!」

　アレクシスが哄笑し、ギュンターも重たい武器を振りかざしてアバドンに襲いかかる。だがアバドンの尻から尻尾が生えたかと思うと、ブンッとひと薙ぎしただけで二人の体は地に叩きつけられた。

『なぁ、イザベル。神の呪いを受けたお前が可哀想なんだ。お前はもっと自由に生きていい。俺の手を取れ』

　血の魔方陣は金色の光を放ち、次第にアバドンとイザベルを包み込んでゆく。アバドンは眠たそうに目を瞬かせながらも、イザベルの頭を撫でていた。

『いや……です……。まおう、……なんか……』

　倒れたアレクシスたちがまた襲いかかるが、封印されつつあるアバドンの尾によって、また遠くに吹っ飛ばされる。バジルが唱えかけた攻撃魔法は途中で暴発し、彼自身の髪や髭を焦がした。

『お前に無理強いをしたくないから、こうして誘っているんじゃないか』

　イザベルは凄まじい痛みに襲われて涙を流し、血を吐いた。指先はもう血の気を失っており、青い目もどこを見ているか分からない。もうあとほんの僅かな時間で、彼女の命の灯火が消えようとしている。

『かみ……さま、……は、わたしを、……あいし、て……。ど……して……、わた、し……祈っ、て……正しく、生き、た……はず、なの……に……』

　イザベルの目から光が失われてゆく。

　しかし涙だけは依然として流れ続け、彼女は自分を裏切った仲間たちと、魔王の前で倒れようとしているのに救ってくれない神に問いかける。

　だが自分の頭を優しく撫でる手があるからか、その表情はとても穏やかだ。

『俺がお前を愛すよ。もう苦しまなくていい。誰に忠誠を誓うでもなく、毎日の祈りを自分に課すでもなく、俺の側で自由に生きろ』

　その言葉が、極限の状態にあったイザベルにとって救いの言葉となったのだろうか。

　イザベルの表情が穏やかになり、体から力が抜けていく。

『……そんな、……生き方、なら……すてき、……ですね。あな、たになら、……この魂も、体も、祈りも……すべ、て……捧げていいの、……か、…………も』

　動かなくなったイザベルの体を抱き上げ、アバドンはその額にキスをした。

『救ってやれなくてごめんな。お前を神の呪いから解放するには、一度生を終えさせる必要がある。だが望み通りお前の魂を引き留め、次に波長がぴったり合う肉体が生まれるまで、俺の元で守ろう』

　床の上に座り込んだアバドンはイザベルの亡骸を抱き、子守歌を歌うように優しい声で囁く。

　金色の光が二人を包み、アバドンは『ちょっとぐらい寝てもいいか』と苦笑いをする。

　彼は人間の封印にわざとかかったのだ。イザベルを一度死なせるために、魔王としての自身を惜しげもなく差し出した。

　アバドンのイザベルへの深い想いを目の当たりにして、ベアトリクスの胸に重たい感情がのし掛かる。

　同時に理解したくない事実を思い知った。

「……聖イザベルが私の前世だとして……。その魂は天国の門をくぐっていなかった？　私の魂は、ずっとアバドン……魔王の側にあったの？」

　人は死を迎えると、魂の審判を受けたあと天国の門をくぐると言われている。天で決められた時間を過ごして浄化された魂は、転生して次の生を受けるのだ。

　自分の魂が浄化されていないと知ったベアトリクスは、すべての景色が灰色に見えた気がした。

「あ……」

　そして理解する。

　小さい頃から教会に入るたびに頭痛を起こしていたのも、聖属性の魔法だけ上手に扱えなかったのも、すべて──その影響だったのではないかと。

「────」

　アバドンに裏切られた気がした。

　絶望して固まっているベアトリクスの視線の先、記憶球の中にシェムハザが現れる。

『陛下、寝てしまわれるのですか？　まぁよくもこんなちゃちな封印に引っ掛かってあげたものですね』

『まぁ、もののついでだ。イザベルの魂を俺の側において、あいつに掛かった呪いを完全に解いてやる必要がある』

　ふあぁ……と大きなあくびをし、『ねむてぇ』とやる気のない声を出したアバドンは仰向けに寝転がった。

『あの人間たちはどうしますか？』

『適当にあしらって、帰してやれ。一応人間側としては、魔王を封印した勇者っていうのが必要なんだろ。犠牲はイザベルだけで十分だ』

『じゃあ、後は私が相手をしておきます。陛下はゆっくりお休みください。最近過労気味だったので、いい機会でしょう。ですがそう長く眠らないでくださいよ？　仕事が溜まって後で困るのはご自分なのですからね』

『分かってる。お前もイザベルの次の器を見つけたら、ちゃんとここに導けよ？』

『承知しております』

　シェムハザがゆったりとアレクシスたちの方へ歩み寄り、彼らが悲鳴をあげる。

　やがてバタバタと走り去る足音が聞こえると、シェムハザの声がして視界が揺れた。記憶球が持ち上げられたのだろう。

『これ、忘れないでくださいねー？　あなた達の無様な姿を記録した貴重な物なんですから！　とりあえず手放せないように呪いをかけておきますねー！』

　シェムハザがそう言い、『そーれ』と記憶球を放り投げた。

　フッと記憶球の映像が途切れ、ベアトリクスの目の前も闇に包まれる。




「私は……神に呪われていた？　魂がアバドンによってこの世に引き留められていて……。魔の加護を受けていた……」

　現実に戻ると、松明はすっかり短くなっていた。

　じりじりと地下墳墓の闇が押し寄せてきているが、座り込んだベアトリクスは気力を失っていてそれどころではない。

　こんな無気力に襲われた事もなく、暴いた墓を元に戻す事も失念していた。

「……だから、アバドンは私の前世を語りたがらなかったの？　聖騎士である私が神に呪われていたのを知らせたくなくて……。いえ、自分の行いを知られたくなかった？　勇者の裏の顔も、聖イザベルが卑怯な手で仲間に裏切られた事も……」

　事実を確認してゆくたび、もう何もかもどうでも良くなってくる。

「……疲れた……。もう、いい……」

　ぐったりとアレクシスの棺に身を預け、ベアトリクスは投げやりに溜息をついた。記憶球が床の上を転がっていったが、拾い上げようとも思わない。

　闇の中で松明の火が徐々に小さくなり、火が燃える匂いと地下の淀んだ空気で呼吸が苦しくなってきた気がした。

　このままここにいれば、窒息死しそうな気がする。

　だがもう構わないとすら思っていた。

「私はしょせん、天に受け入れられず魔に魅入られた存在だった。信じてきたものすべてに裏切られ、魔王の手の中にいる。姫様の元にも、家族の元へもきっと戻れない……」

　今まで大切に思ってきたものすべてが色あせて見え、ベアトリクスから気力も生気も奪ってゆく。

　この地下墳墓に高位不死者のレイスでもいるのなら、死の息吹で自分の命を刈り取ればいいと思った。

　記憶球で見たイザベルと同じように、ベアトリクスの目からも希望の光が失われてゆく。

　左目からポロッと涙が零れ、頬を伝っていった。

「だから前世など特に思い出さなくてもいいと言っただろう。肝心なのはお前の中身なんだから」

　すぐ側で声がして、涙が温かな指に拭われる。

　ノロノロと横を向くと、苦笑いをしたアバドンがしゃがんでいた。

「……アバドン……」

「前の生で自分がどう生きて死んだかなんて、思い出したってロクなことにならない。俺は〝今〟のお前に笑っていてほしい。俺の妻として、俺の隣にいてほしい」

　抱き寄せられても、もう抵抗する気力すら失っていた。

「疲れただろう。帰ろう」

　耳朶に囁かれる声音は、憎い魔王のものなのになぜだかベアトリクスを安堵させる。

　力を失った体を軽々と抱き上げられ、そのままベアトリクスの意識はスゥッと闇の中へ落ちていった。








第六章　傷を癒やす魔王









　ベアトリクスは夢を見ていた。

　とても生々しく、触れる物の感触や肌に感じる風などもとても現実的なのに、〝それ〟は夢なのだと理解していた。

　なぜかと言うと、夢の中で自分は「イザベル」と呼ばれていたからだ。
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「イザベル。どこへ行くの」

　厳しい母の声を聞き、イザベルは萎縮しながら振り向いた。そこには厳格な母が年嵩のメイドを伴って立っており、自分の行動を逐一見張ろうとしている。

「……教会へお祈りに行って参ります」

　か細い声でそう告げると、母は少し安堵したようだ。

「それはいい事だわ。でも目的を果たしたら寄り道をせず戻っていらっしゃい。男性と鉢合わせになる事があってはいけませんよ。先日も子爵令嬢が婚前にお手つきになったという話を聞いたわ。なんてふしだらな。あなたはそういうレディになってはいけませんよ。お母様の言う事を聞いていればいいの。そうすればあなたは将来立派な方と婚姻を結び、良い子を産めるのだから」

「はい」

　幼い頃からこのように言われて育ってきたイザベルは、母の言葉に何の疑問も抱かなかった。ただ、少しでも自分が「いいな」と思った事を口にすると、母は激怒する。まるで癇癪玉が爆発したかのような怒声を、イザベルはとても恐れていた。

　なのでイザベルは、何をするにも母の顔色を窺い、怒らせないようにするのが常であった。

　馬車に乗り、イザベルは王宮にある大聖堂を目指した。

　王宮の大聖堂は貴族にのみ開放されていた。一般の民は聖都内の教会を利用している。

　荘厳な大聖堂をイザベルは心の拠り所とし、美しいステンドグラスに描かれた聖人の横顔に憧れていた。現実にはいない存在だが、聖人になら淡い恋心を抱いても母も許してくれるのでは……と思ったからだ。

　馬車の窓から外を見ると、貴族たちが集まるサロンの前で、着飾った女性たちが楽しそうに笑っているのを見た。その側には若い男性もいて、何を話しているのかとても気になる。

「楽しそうだな」と彼らを羨むのと同時に、もしかしたら自分の陰口を言われているのでは……と怯える気持ちもあった。

　イザベルはイェシュケ伯爵令嬢だが、今まで舞踏会に参加してもずっと壁の花であるのが常であった。夜会だというのに彼女のドレスは首元まで襟が詰まり、飾りらしい飾りは胸元のリボンだけという寡婦のような格好であった。

　母が「女性は慎ましやかであるべき」と言って用意した衣装だったが、舞踏会ではいい笑い物だ。

　自分に『未亡人』というあだ名がついているのも分かっているし、当たり前に悲しい。それでもイザベルは母に逆らう事ができないでいた。彼女にとって、母は世界のすべてなのだ。

　大聖堂に着き、イザベルは熱心に祈りを捧げた。

　華やかな女性たちを羨む自分を悔い、美しく若い男性と話してみたいと思う自分の気持ちも懺悔した。「神様が望まれる通り、清くありますから」と何度も何度も祈り、最後にポツリと「幸せになりたいです」と望んだ。

　祈りが熱心すぎたのか、イザベルは大聖堂に人が入ってきたのに気づけなかった。

「とても信心深いのね」

　軽やかな声に話しかけられ、イザベルはハッと顔を上げる。

　振り向くと、金色の巻き毛にエメラルドグリーンの瞳をした、見るも可憐な女性がベンチの一番前に座っていた。

「せ、聖王女殿下……」

　式典や夜会で遠目に姿を見た彼女は、聖王女アンジェリカだ。恐らく彼女も祈りに来たのだろうと察し、いつまでも自分が祭壇前を占拠していた失態に気付く。

「も、申し訳ございません！」

　立ち上がったイザベルはサッと脇にどき、アンジェリカに淑女としてのお辞儀をする。

　だがアンジェリカは近付いてくると、イザベルの目元をそっと拭った。

「え……？」

「涙が光っていたわ。何か辛い事でもあって？」

「…………」

　知らないうちに自分が泣いていた事に気付かされ、イザベルは呆けて自分の頬に手をやる。

「いえ……。私は何も……。毎日……満たされて、幸せですもの……」

　力なく呟いたイザベルを、アンジェリカは思慮深い目で見やる。だがニコッと微笑むと、胸の前で掌を合わせ提案した。

「ねぇ、あなたイェシュケ家のイザベルよね。私の侍女にならない？」

「え？　い、今なんと……」

　毎日をイェシュケ家の領地内かタウンハウスの屋敷で過ごし、出掛けるとしてもこうして大聖堂に来るか母繋がりの婦人会で刺繍やレース編みをするのみ。

　そんな代わり映えのしない生活を送っていたイザベルにとって、アンジェリカの提案は青天の霹靂だった。

「あなたの事を少しだけ知っているの。舞踏会に参加しても、いつもつまらなさそうにしていたわ。失礼だけれど、友人が多いようにも見えないし……。だから、私の側に来ない？　私も話し相手が欲しいし、あなたなら信頼できるお友達になれると思うの」

　聖王女にいつも独りぼっちだったと知られていたのが、恥ずかしくて堪らない。だが彼女の提案は、イザベルにとって救いの言葉に思えた。

「両親に相談をして、必ずお側でお仕え致します」

「楽しみにしているわね」

　優しくアンジェリカに抱き寄せられたイザベルは、自分より背が低く華奢な彼女を「守りたい」と心から思った。




　その後、イザベルは両親に聖王女に勧誘された事を伝えた。多少の不安はあったものの、母は大喜びで賛成してくれて安堵する。

　イザベルは住まいを王宮に移し、アンジェリカと共に生活するようになった。

　──それは奇しくも、現在のベアトリクスとシャルロッテにも共通する、幸せな日々だ。

　だがイザベルの忠誠心は、侍女という立場に留まらなかった。

　大切な聖王女を守る事を最優先項目にし、体を鍛え自身でアンジェリカを守る事を考え始めたのだ。

　最初は早朝や夕方などに、王宮の周りを走り込むところから始めた。

　騎士団の者たちは、最初こそ「女が体を鍛えるなんて」と笑っていた。だがイザベルの努力が一年以上毎日絶え間なく続くのを目にし、見る目を変える者も出始めた。

　アンジェリカからの口添えもあったのかもしれないが、騎士団長が騎士団に混じって本格的に護衛術を学ぶ事を許してくれた。

　男に混じってイザベルは懸命に特訓を受ける。同時にアンジェリカの侍女として、計算や周辺国の語学などもしっかり学んでいった。それまでレディとしての作法しか知らなかったイザベルは、学べるものすべてを貪欲に吸収していく。

　屋敷の中に籠もり、縁談が来るのをただ待つだけだった彼女は、最先端の職業婦人になろうとしていた。

　しかし三百年前ともなれば、女性のそのような活躍を快く思わない者がいて当然だ。




「バイロン殿……いらっしゃいますか？」

　大切な話があると言われて呼び出されたイザベルは、その夜、騎士が寝起きをする隊舎近くにある武器庫にいた。アンジェリカと過ごすようになってからイザベルは明るくなり、物言いもハキハキしていた。

　淑女らしくないと言えばそうであるが、騎士の中には逆にそういう所を好む者もいた。何度か愛の告白を受けた事もあるが、イザベルは「一生を姫様に捧げます」と言い、求婚を辞退していた。

　今回も秘密裏にと言われたので、告白を受けるのかと思っていた。

　だが武器庫に入ったイザベルを待っていたのは七、八人の騎士たちだ。

「……何ですか？」

　不穏なものを感じて眉をひそめたイザベルの背後で、武器庫の扉が閉まった。

「──お前、邪魔なんだよ」

　イザベルが質問する前に騎士の一人が不快を露わにし、彼女は自分が罠に嵌まった事に気づいた。

　そこから先は、よく覚えていない。

　逃げだそうとしたイザベルを騎士たちが羽交い締めにし、押さえ込んだ。動けなくなった彼女のドレスを破り、晒された肌を見て男たちが興奮する。

　鍛えたイザベルの肉体も、複数の男の前では役に立たなかった。懸命に暴れ、ドレスの切れ端を押し込まれた口でうなり、涙を流した。

　無残にもイザベルの純潔は奪われ、男たちの哄笑がワンワンと頭に響く。

　どれだけ屈辱の時間が過ぎたのか、イザベルは激しい怒りと憎悪をもって神に助けを求めていた。

　──どうか。

　──どうかあなたの僕をお助けください！

　──ずっとあなただけを敬いますから、どうかこの者たちに裁きをお与えください！

　──あんなに毎日通い詰めて祈りを捧げた私に、どうぞお慈悲を！

　──この者たちに、どうか地獄より深い苦しみを！

　──そうすれば、私はこの命がある限りあなたにすべてを捧げます！

　確かにその時、イザベルは祈るというよりも呪いの言葉を吐いたのだと思う。

　神への忠誠と引き換えに、騎士たちに裁きが与えられる事を望んだのだ。

　その時、カッと雷光が走ったかと思うと、周囲が真っ白な光に包まれた。すべてを燃やし尽くすかのような白い炎の中で、騎士たちは絶叫して黒焦げになる。

　しかしイザベルだけは、光が収まってもそのままの姿であった。

　驚くべき事に騎士たちに殴られた顔や、押さえつけられて痣ができた手足なども、すっかり綺麗になっている。

　こういう目に遭えば負うはずの心の傷も、感じていなかった。

　あるのはただ、「自分は選ばれたのだ」という高揚感のみ。

　白い光を目にした騎士たちが武器庫に駆けつけ、黒焦げになった死体とその中にうずくまっている全裸のイザベルを発見する。

　体にマントを掛けられ、何があったのかと尋ねられたイザベルは、迷いなく答えた。

「不埒な者たちに犯されかけましたが、主が裁きの光を下されたのです。悪の心を持つ者は裁かれ、私は生かされました。ただそれだけの事です」

　説明を受けてから状況を見た騎士たちは、イザベルの足元に跪いた。

　その日よりイザベルは聖女と言われ、アンジェリカの護衛として名を馳せるまでになった。

　勿論教会に疑われた。だが処女検査をしようものなら、例の白い光が天からイザベルを照らし、彼女が特別である事を示すのだ。

　聖職者は当たり前に天を恐れ、イザベルを天が愛した娘──聖女とした。

　また彼女だけは分かっている事だが、騎士たちに無残に散らされた処女の証しは、神の奇蹟によって再び授けられていた。

　イザベルは本当の意味での聖女となり、人々から崇められ、そして一途にアンジェリカに仕え続ける。




　だが彼女の心の中には、どこか迷いがあった。

　イザベルが神に強く祈った事により、人を死に至らしめた罪悪はずっと心に残っている。

　だからこそ、神に選ばれた自分は常に正しく在るべきなのだと言い聞かせていた。

　一人の女性としての幸せを求めず、ただアンジェリカと神のために生きた。

　自分が神の紡ぐ糸によって、雁字搦めになっていることなど知りもせず──。




　そんな凝り固まったイザベルの心を最後にほぐしたのは、あろう事か魔王だった。

　男など……とずっと異性と結ばれる事を考えなかったイザベルの心に、種族の垣根を越えて魔王があっさりと入り込んだのだ。

　彼女が抱えている崇高な使命感やその奥にある葛藤など気にせず、その辺の散歩に誘うように「俺の女にならないか？」と誘ってきた。

「この人は何を言っているのだろう」と、呆気にとられたのは当たり前だ。

　イザベルを誘って断られた後も、魔王は悪魔の力でもってイザベルの心や過去を見透かし、「もっと自由に生きるべきだ」と言ってきた。

　自由など、イザベルには無縁の言葉だ。

　母親から監視されて育ち、そのあとはアンジェリカのために生きた。常に神を愛し、信じれば救われると思って疑わなかった。

　あの事件の時だってイザベルが裁きを求めたら、神は望むままに天罰を与えてくれた。

　しかし同時に恐ろしくもあった。

　聖女と言われ、聖騎士にもなった自分は、人々から特別な力があると思われ崇められている。本当は自分に聖女の力などないのは、イザベル自身が分かっている。

　子供が駄々をこねるように裁きを求めたから、慈悲深い神は言う事を聞いてくれたのだ。

　あの事件のような事が今後またあったら──？

　自分は個人的な願いのために、神の奇蹟を我が物とするのではないだろうか──。

　それは、考えるだけで恐ろしい事だった。

　神とはすべての者を等しく愛する存在だ。その愛が自分一人に向けられ、イザベルは急に怖じ気づいたのだ。

　魔王はその気持ちを見透かし、自分の手さえ取れば自由に生かし、側で愛すると言ってきた。

　彼と話したのはほんの僅かな時間だが、イザベルの心が動いてしまったのは確かだった。

　逡巡した隙を突かれ──イザベルはバジルの短剣に刺され、術によって倒れ伏した。

　自分を裏切った勇者たちへの怒りは当然ある。また神に祈りを捧げ、彼らに裁きを与えてもらいたかったほどだ。

　しかし最後にイザベルの頭を撫で、「俺の手を取らないか？」と誘い続けた魔王に心が動いてしまった。父も母もイザベルの頭を撫でてくれた事などなかった。もちろん、姿なき神も。

　その優しさにほだされたと言ってしまえば、誰かに笑われるだろうか。

　ただ神も聖王女もない一個人のイザベルとして、「死んでしまうなら、最期にこんな男に求められるのも悪くない」と思ったのは確かだった。




　金色の光に包まれたイザベルは、優しい魔王がいたから自分は最後に呪いの言葉を吐かずに済んだと思う。

　魔王は生まれ変わったイザベルを愛したいと言っていたが、「次があるのなら、それもいいな」と思い、イザベルは意識を手放した。





＊＊






「…………」

　温かい寝床で目を覚まし、ベアトリクスは自分がアバドンの腕に抱かれているのに気付いた。

　ノロノロと顔を上げると、憐憫を浮かべた赤い瞳があり、小さく微笑むと目元を指で拭ってくれた。

「気分は大丈夫か？」

「私……どうしたんでしたっけ……」

　ベアトリクスはすぐに〝今〟自分がどこにいて、いつであるのか理解できなかった。

　何かとても長い夢を見ていた気がするけれど、現実にいて昔の事を思い出していた気もする。

　アバドンは一つ息をつき、「何もごまかす必要はないな」とベアトリクスの髪を撫でた。

「お前は聖都の地下墳墓で昔の勇者の記憶を見た。そこでイザベルの最期を見て、勇者と言われた奴らがどんな人間だったのか知った。そして俺が死にゆくイザベルに何を話し、あいつがどう望んだのか知ったはずだ。それから長い間眠って、昔の記憶を追体験していた」

「あぁ……」

　すべて現実なのだと一番言われたくない人に思い知らされ、ベアトリクスは絶望の溜め息をつく。それから緩慢な動作で彼に背を向けた。

「俺を嫌いになったか？」

　アバドンの腕が腹部に巻き付き、耳元で彼の声がする。

「……もう前世から魂を搦め捕っていたくせに、今さら何を言っているんですか」

　大きな溜め息をつくとちゅ、と耳にキスをされ、アバドンが体を密着させてきた。

「嫌われたかと思った」

「……好かれていたと思っていたんですか？　おめでたいですね」

　アバドンに甘ったれた事を言われると、つい可愛くない言葉が口を突いて出る。だが、ベアトリクスが今言いたいのはそんな言葉ではない。

「……聖騎士であるイザベルと魔王だなんて、あり得ない組み合わせだと思っていました。きっとあなたが誘惑するだけして聖イザベルに断られ、無理矢理手込めにしたのかと」

「手込めって、それはどこのろくでなしの話だ？」

　ボソッと突っ込むアバドンの声に苦笑し、ベアトリクスは腹部に回った手に手を重ね、涙を一粒流す。

「神様って、何なのでしょうね。……私……いえ、〝彼女〟はとても神の愛を求めていて、祈りが通じてとても光栄に思っていたんです。それなのに、神の愛を感じれば感じるほど、本来なら万人に等しく与えられるものが、一人に注がれるなどあってはならないのだと気付き、恐れました」

「全ての者を愛する……あいつはそういう宿命にある。だがあいつだって、例外を作りたい場合もあるんだろう」

　神──アバドンの兄という人を思い、ベアトリクスはまた溜め息をつく。

「聖イザベルは、最後の最後であなたに救われました。あなたが彼女を普通の女性のように扱ったから、疲れ切った彼女は受け入れてもいいと思ったのです」

　今なら自分がイザベルに感じていた気持ちを理解する事ができる。

　それは嫉妬だ。

　しかしイザベルとしての記憶を思い出し、今は現金にも妬む感情が消えている。

　アバドンは〝自分〟に興味を持って神のくびきから解放しようとし、〝自分〟もまたそれを望んだ。

　ベアトリクスの魂が神の側でなく、魔の側にあったのは前世から決められていたのだ。

「……でも、少し悔しいです。私は聖騎士として努力し続けてきました。体力的には問題なくても、聖属性の魔法を使って戦う事がどうしても苦手でした。それは聖騎士である私の存在意義を揺るがす問題です」

「……ごめんな。あいつの愛という名の呪いを解けるのは、この世界で俺だけだ。俺がお前の魂を手元で保管し、あいつの加護を解く事で初めてお前はあいつから解放される」

　アバドンの手がベアトリクスの頭を撫で、謝罪の言葉と共に頬にキスが贈られる。

「……私は生まれた時から、あなたのものだったのですね」

「そう……だな。ずっと見守っていた。封印されたままだったが」

　つけ加えられた言葉に、ベアトリクスが小さく笑う。だがふと真顔になると、また新しい涙を零した。

「私がどれだけ神様を敬愛しお慕いしても、私の祈りは決して届いていなかったのですね」

　祈っても祈っても、ベアトリクスの祈りは届かなかった。

　物心ついた時から熱心にミサに通い、信心深い家族と一緒に暮らした。シャルロッテの護衛になる道がなければ、結婚相手もいない事だし修道院に入ってもいいとすら思っていた。

　まるでイザベルの人生と重なるようで──、どこか空しくなる。

「私の祈りは……っ、愛は、──空回りしていたっ」

　背中を丸めて嗚咽するベアトリクスを、アバドンが背後から抱き締める。

「俺がついている。俺だけがお前を守り、愛する」

　アバドンの手で体を仰向けにされ、泣き濡れた顔が露わになる。アバドンは切なげに目を細め、唇だけでもう一度「ごめんな」と呟いた。

　長い指がベアトリクスの髪を撫で、頬や顎、鼻筋、唇と触れてゆく。

　魔王だというのに、その手つきはとても優しく、天使の羽にでも触れられているようだ。

　涙を纏った目でうっとりと目を細めたベアトリクスに、アバドンが覆い被さり唇を奪った。

「……ん、……ぅ」

　ただひたすらに、気持ちを込めてアバドンが唇を食んでくる。ちゅ、ちゅと何度も唇を啄み、手はずっとベアトリクスの頭を撫でている。

　──あぁ、私はこの手を知っている。

　──ずっと昔、命を終えようとした時にも、彼の手によって私は慰められていた。

　神に拒絶された悲しみなのか、アバドンに愛される喜びなのか分からないが、涙がまた溢れて耳の方へ伝っていく。

「トリス、愛してる。お前の前世も、今の生も、魂も心も肉体も、何もかもを愛してる」

　赤い瞳が自分だけを見つめ、この上なく愛しげに細められる。

　ベアトリクスは微かに震える手でアバドンの頬を撫でた。なめらかな肌を辿り、その存在を確認する。

「……神様に見捨てられた私を、魔王であるあなたが受け入れるというのですか？」

「あいつを恨んだお前が可哀想だ。あいつを想って苦しい思いをするぐらいなら、俺が抱き締めていつまでも愛するさ」

　愛しげに微笑んだ魔王は、それ以上何も言うなと言わんばかりに深く口づけてきた。

「ん……っ、ふ、──ぅ」

　ぬちゅ……とアバドンの舌がベアトリクスの口内に侵入し、歯列の裏側から口蓋、頬の内側とくまなく舐めてゆく。おずおずと伸びたベアトリクスの舌を絡め取り、ぐちゅりと舐め回し舌の付け根まで刺激した。

「ぅう……っ、ふ、──ん、ぅ」

　口内に堪った唾液を嚥下し、ベアトリクスは苦しげにキスの合間に呼吸をする。

　アバドンの手はネグリジェの上から胸をねっとりと揉み、薄い布越しに先端をカリカリと引っ掻いていた。

　すぐにズグン……と下肢に甘い痺れが走り、ベアトリクスは腰をくねらせる。

　彼の魔法なのか、縦一列に並んでいたオパールのボタンがすべてポツポツッと外れてしまった。

「トリス、愛してる」

　スルッとネグリジェの合間に入り込んだ手が、直にベアトリクスの乳房を揉んだ。柔らかでたっぷりとした質量を見せる肉を捏ね、指先が先端をたやすく尖らせる。

「ぁ……っ、は、──アバドン……っ」

　潤んだ目元にキスをされ、彼が涙を吸い取った。

「美味い。トリスの涙は極上の味がする。お前を泣かせる夫にはなりたくないが、お前が泣いたらいつでもこうやって涙を拭わせてくれ」

　サラ、サラとベアトリクスの金髪が指で梳られ、自分だけを甘やかす声が耳に心地いい。

　肌を滑る手もくすぐったい。彼の手はベアトリクスが感じる場所や撫でられて心地いいと思う場所、すべてを熟知している。

「あ……。アバドン……」

　滑らかな肌を二つの手に愛撫され、ベアトリクスは彼を受け入れる声を出していた。

　青い瞳で彼を見つめるだけで、その意思が伝わったようだ。アバドンは優しく微笑むと、ベアトリクスの乳首を口内に含み、やわやわと舐め転がす。そして指が下腹部におり、潤み始めた蜜口を揉んだ。

「ん……っ、あ、あぁ……っ」

　アバドンに抱かれるようになってすっかり感じる場所となった乳首が、温かな舌になぶられてベアトリクスに快楽を教える。舌は乳輪から旋回するように先端まで届き、唇でチュプッとしごいた後、ヌルヌルとまた舌で終わりなく愛撫される。

　反対側の胸も大きな手で揉み込まれ、指先で先端を軽く引っかかれこの上なく尖っていた。

「あぁ……っ、ぁ、ん……アバドン……っ」

　悩ましく首を振り、腰を揺らすベアトリクスに、アバドンは妖艶に微笑みかける。胸元からベアトリクスの顔を見上げたまま、彼はツプリと蜜口に指を埋め込んだ。

「んぅ……っ」

　腰が震えて力むと、アバドンが「落ち着け」と腰から太腿を撫でて宥めてくれる。やんわりと脚を広げられ、アバドンの指がベアトリクスの膣内でクチュクチュと音をたて蠢き始めた。

「あぁっ……ぁ、あぁ……っ、ん、そこ……っ」

　すぐにアバドンの指はベアトリクスの感じる場所を探り当て、執拗に擦り立ててくる。乱暴にする事もなくただ静かに指を動かし、ベアトリクスの淫悦の火を煽り立て大きくしようとしていた。

「感じるか？　ここは？」

　アバドンの親指が膨らみかけたベアトリクスの肉芽に触れ、コリュコリュと左右に揺さぶって刺激してくる。

「んあァあっ！　そこダメぇっ……あっ、ぉ、おかしくなるっ」

「蜜がたっぷり溢れてきたぞ。気持ちいいんだな。素直でいい体だ」

　ちゅうっと乳首を吸い上げ甘噛みし、アバドンが指を二本に増やした。ぬちゅくちゅと泡立った音がし、彼の指によってベアトリクスが暴かれてゆく。

「ぅ……あ、あぁあっ、──や、ぃ……く、達く……っ、ぁ、あ──」

　ガクガクとベアトリクスの腰が震え、足に力が入る。ぐぅっと浮き上がった腰を下から手で支え、アバドンがカロンと舌を鳴らした。するとベアトリクスの腰の下にクッションが現れ、彼女の体を支える。

　秘部を天井に向けるような格好にされ、ベアトリクスはハッと目を見開いた。今まさにアバドンが羞恥の場所に舌を這わそうとしているのだ。

「ま、待って……っ、そこは……っ」

「舐めさせてくれ」

　だが乞われると同時に平らなお腹を妖しい手つきで撫でられ、最奥がきゅんと甘く疼いた。その隙に指が引き抜かれて目の前にかざされる。綺麗な指からた蜜が糸を引くのを、ベアトリクスは半ば呆けて眺めた。

　しかしアバドンが蜜口に舌を突き入れ、すぐに意識が深い悦楽に引きずられていった。

「っあぁアぁっ！　な、舐めたらやぁあァっ」

　両手でアバドンの銀髪をグイグイと押し返すのだが、彼の体はビクともしない。それどころかここぞとばかりに彼の舌が長く伸び、ベアトリクスの最奥までズボズボと犯してくる。

「っひぃいっ、ア、あぁああっ、やぁ、ダメっ、ダメぇっ！」

　ガクガクと腰を震わせ、ベアトリクスは口端から銀糸を垂らして悶え抜く。自分の膣内に入っているのがアバドンの舌だと思うと、余計に羞恥と快楽が増していった。まるで肉棒のように舌がニュルニュルと蜜道を前後し、ベアトリクスの弱点を擦り立てる。

「ぃ、あ、ダメ、──ぁ、ダメ、ぁ、あぁああ……っ！」

　最後にアバドンの指が膨れきった肉真珠をつるりと撫でた瞬間、ベアトリクスは羞恥の飛沫をアバドンの顔に浴びせ、理性が崩壊した声を発していた。

「ん……。美味しい」

　口周りに掛かったベアトリクスの飛沫を、アバドンは大事そうに舐め取る。彼女の秘部から顔を離したあとも、指で顔を拭ってはちゅっちゅっと透明な汁を口に含んだ。

「う……っ、ぅ、……うぅ……変態……っ」

　ベアトリクスは羞恥で真っ赤になったまま、両手で顔を覆ってすすり泣く。まさかアバドンに舌を入れられて、粗相のようにしぶいてしまうとは思いもしなかった。

　アバドンなら、自分が何をしても受け入れるだろう事は理解している。だが羞恥の証しまで口にしなくてもいいのでは、と恨みたくなる気持ちもある。

　力のない目でアバドンを睨み、何とか起き上がろうとするが、それよりも先に彼がいきり立った先端を蜜口に押しつけてきた。

「ちょ……っ、ま、待って……」

「待たない」

　アバドンがぐぅっと腰を進め、大きな亀頭がぬぐりと侵入してくる。続いて太い竿がみちみちと隘路を割って進み、ベアトリクスは口を喘がせた。

「ぁ、あう……っ、ぉ、おっき、……ぃ」

「トリス、最後まで入れさせてくれ。キツくて……」

　アバドンはうっすらと笑い、ベアトリクスの腰を掴んでぐっぐっと腰を進めてくる。

「あっ、あぁあーっ……ぁ、……はぁあ……っ」

　とうとう最奥にアバドンの先端がキスをし、あまりの淫悦に眩暈すら覚える。虚ろな目で天蓋の絵画を見上げていると、アバドンがゆるゆると腰を動かし始める。

「ぅ、あ、あ、……あ、あぁ、んぅ、ぁ、……あ」

　ヌチュヌチュと粘膜が擦られる音がし、ベアトリクスの脳内が悦楽一色に塗り替えられていった。

　もうアバドンの事しか考えられないはずなのに、ベアトリクスの目は神々や天使が楽園で祝宴を開いている絵に釘付けになっている。

　城内は悪魔的な意匠の多い魔王城だが、ベアトリクスの部屋だけは彼女の聖騎士としての立場をおもんぱかってか、普通の宗教画がある。

　いつも祈りと共に見つめていた楽園の図が、今ばかりはとても遠く感じられた。

　自分はもう、神に祈る資格などないのだ。

　目の前にある楽園は、所詮アバドンに見せられていたまやかしだった。

　アバドンに突き上げられ嬌声を漏らしながら、ベアトリクスは両目から滂沱の涙を流す。

「トリス……泣くな。俺がいるから」

「あ……っ、あぁあっ、私……っ、わ、たし……っ」

　ずんずんと最奥を突かれ、体の深部にアバドンを感じつつベアトリクスが嘆く。

　自分を抱いているのは魔王であるという事実に、今ほど絶望を感じた事はなかった。それなのに、彼を憎もうという気持ちがまったく芽生えない。

　愚かなまでに一途に自分を想ってくれる彼を、どうして突き放す事ができるだろう。

「神さ、まはっ、私を、……っもう、愛してくださらない……っ」

「あんな奴の事、忘れろ。あいつになんか祈らなくていい。トリスが身につけているロザリオも、もう手放してくれ」

　アバドンが締め付けられる心地よさからか、心の痛みからか、眉間に皺を寄せ低くうなる。

「だって……っ、私、ずっと神様に……っ、──ひ、あぁっ！」

　膨らんだ肉真珠を指で撫でられ、ベアトリクスが引き締まった体を震わせ達した。絶頂に達したばかりの体だというのに、アバドンは腰を叩きつけ肉真珠を指でチロチロといじめ続ける。空いた手で大ぶりな乳房を捏ね、胸の先端をカリカリと引っ掻いた。

「ダメぇっ、また達っちゃう……っ、あぁああっ！」

　ビクビクと体が震え、終わりのない快楽地獄にベアトリクスがのたうち回る。

「俺を選べよ。ずっとお前だけを愛するし、お前を愛する事で恐怖なんて感じさせない。お前がどれだけ転生して姿を変えても、いつまでも追いかけて何度でも愛し続ける」

　ドロドロとした情念のような愛情が、ベアトリクスに注がれる。

　熱く溶けた濃厚なチョコレートのような愛情が、ベアトリクスの白い肢体を汚し、重苦しい甘ったるさで覆ってゆくのだ。

「ま、お……なの、に……っ」

　絶頂しっぱなしで半ば意識を飛ばしかけたベアトリクスが、涙を流し呟く。

　ゆらりと宙を泳いだ手を、アバドンがしっかりと握り返した。

「そうだ、俺は魔王だ。お前が憎んだ悪魔の王だ。それでも俺の心はお前に見せ続けたはずだ。お前だけを見て、お前の言う事ならなんでも聞く、恋に落ちた一人の愚かな男だ」

「ふ、ぅ……っ、うぅっ」

　クシャリと顔を歪め、ベアトリクスは両手で顔を覆って嗚咽した。

「トリス……っ、俺を選んでくれ」

　祈るかのようなアバドンの声がしたかと思うと、彼は仕上げと言わんばかりにガツガツと腰を振り続けた。

「あ！　あぅっ、あ、あぁ、はぁあっ、ぁ、やぁっ、あぁーっ！」

　ベアトリクスは両手でアバドンの背中を引っ掻き、全身に力を入れて彼から逃れようとする。

「逃がすか。やっと手に入れたんだ」

　耳元でアバドンの熱っぽい声がしたかと思うと、彼が一際強くずん、ずんっと腰を叩き込んだ。

「──愛してる」

「っ、あぁ…………っ」

　ドプドプと自身の最奥に精が注がれる感覚に震え、ベアトリクスは自分の心と魂が深い場所へ堕ちてゆくのを感じていた──。
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　衝撃的な事実を知ってからというもの、ベアトリクスはどこか気を抜きながらも、日課の走り込みや腕立て伏せ、腹筋や背筋を鍛える運動などをこなしていた。

　何があっても体さえ鍛えれば、筋肉は裏切らない。父にも兄たちにもそう教わってきた。

　ベアトリクスが自分の気持ちと向き合うあいだ、アバドンは特に何も言わなかった。

　そして五日ほど経った午後に、ベアトリクスはお茶休憩のあとアバドンに申し出た。

「アバドン、話があります」

「ん？」

「二人で話をするのに、どこかいい場所はありませんか？　この魔王城ってお花が咲く庭園などはないのでしたっけ？」

「ああ、あるにはあるが」

　アバドンは立ち上がり、側に立つベアトリクスの腰に手をやり、歩き出した。

「今日の茶菓子、美味かったか？」

「ええ。ここではいつも人間界では食べた事のない、美味しいお菓子を頂けます」

　何の話であるかという事を詮索せず、アバドンは何気ない会話で間を繋いでくれる。その気遣いが嬉しかった。




　入り組んだ魔王城を歩き、ある扉を開くといきなり天井がドーム状になった温室の中だった。

　様々な植物が生え、色とりどりの花が咲き乱れている。七色の蝶が飛び、小鳥が囀る美しい場所だ。

　丁度いい事に少し歩いた場所にガゼボが見え、ベアトリクスはそこを目指す事にした。

「ここは稀少な植物を栽培している場所でな。あらゆる薬草も、望む者に行き渡るよう増やしている。花の朝露が万病に効くという、千年に一度しか咲かない貴重な植物もある。ここで生きている虫や小動物も、何らかの意味を持っている」

「……ちゃんと、王としての責務を果たしているのですね」

「生まれた時からの宿命だからな」

　穏やかに言い、アバドンはベアトリクスの歩幅に合わせ歩いてくれる。

　ガゼボまで辿り着くと、そこは既にレースのテーブルクロスが敷かれ、ベンチの上にもクッションが置かれていた。側にはワゴンがあり、紅茶のポットが控えている。

「準備がいいですね。紅茶はさっき頂いたばかりなのに」

　ベアトリクスはベンチに座り、向かいに座ったアバドンに笑いかけた。

「さっきとは違う茶葉にするさ。柑橘系のさっぱりしたフレーバーなんかどうだ？」

　魔王手ずから紅茶を注いでくれ、ベアトリクスの鼻腔にオレンジに似た爽やかな香りが届く。

　綺麗に並べられた焼き菓子には手を伸ばさず、ベアトリクスは紅茶を一口飲み、しばらく楽園のような温室を眺めていた。アバドンも彼女が話し出すまで待ってくれているようで、心地よい沈黙が落ちる。

　だがアバドンの時間を無為に奪ってもいけないと思い、ベアトリクスは彼をまっすぐ見て話し出した。

「私、ずっとモヤモヤしていました。あなたにまっすぐな気持ちをぶつけられても、ずっと可愛げのない事しか言えなかったのを、まずお詫びします。私は……、聖イザベルに嫉妬していました」

　アバドンはほんの少し目を細めたが、黙って聞いてくれている。

「ですが私は前世の記憶を取り戻し、もう嫉妬する必要もなくなりました。私はあなたの気持ちを、そのまま受け入れてもいいと思ったのです」

　白いティーカップの中で、琥珀色の液体が微かに揺れている。何とはなしにそれに目を落とし、ベアトリクスは〝次〟の言葉を口にする勇気を振り絞っていた。

「あー……。俺もまず謝ろう。トリスが前世を気にするのは分かっていた。それでもなあなあにして誤魔化していたのは、ひとえに保身からだ。俺は〝勇者〟の正体や、トリスの魂が前世にどんな運命を刻まれたか、そもそも三百年前に俺が何をしたかを知られたくなかった」

　アバドンが素直に謝ってくれたため、ベアトリクスの胸の内がスッと軽くなる。

「悪いと……思っているのですか？」

「思っている。すべてを知っていながら、お前が真実を知る事なく俺を好きになってくれればいいとムシのいい事を考えていた。俺が求めているのは、意のままになる女ではないのにな。トリスが自分の意志をしっかり持つ、まっすぐな気性だから惚れたというのに……。俺も臆病なもんだ」

　アバドンはそう言って苦笑するが、彼の表情はどこか晴れやかだ。

　きっと彼もずっと言いたくて言えなかったのだろう。そう思うとベアトリクスもそれ以上何も言えなくなった。

「私が自分で知りたいと思い調べた事です。今さら文句は言いません。それに私の運命はずっと前に決まっていました。……三百年も前の私が選択した事で、あなたを責めるつもりもありません」

　あれほど混乱して荒れ狂った気持ちは、結局アバドンの激しい愛に貫かれ落ち着いてしまった。

　──だから、その責任をとってほしい。

　心の中はもう決まっており、ベアトリクスはニコッと微笑むと両手を挙げた。

「アバドン、私の負けです」

「は？」

　ポカンとした顔のアバドンに向かって、ベアトリクスは心からの笑顔を向けた。

「あなたを、好きになりました」

　その言葉を口にしたとたん、下腹部に刻まれた淫紋がズグンと疼いた。

「っぁ……、あ、あなた……ほど、私をしつこく想って、追いかけてくれる人はいないと思うのです。あなたと……っ、幸せに……なりたい、です」

　両手で下腹部を押さえ、赤くなった顔でベアトリクスは想いを告げる。

　下着に蜜が滴り、アバドンを見るだけで胸がドキドキ高鳴る。はしたなくも今すぐここで抱いて欲しいと全身が叫んでいた。

「……しつこいは酷いな。まぁ、否定はしないが」

　薄く笑ったアバドンが立ち上がり、ベアトリクスが座っているベンチへと回り込む。

「トリス……。いいのか？　俺はお前の信仰も、今までの聖騎士としての存在意義も、すべて奪った」

「構いません。私は……、魔王アバドンを愛しています」

　ハッキリと口にした瞬間、ベアトリクスが肌身離さずつけていたロザリオが、パンッと音をたててちりぢりになった。

「ん──む、……ふ、ぅっ」

　覆い被さってきたアバドンに唇を奪われ、ベアトリクスはベンチに倒れ込んだ。

　すぐに彼によってドレスを脱がされ、ガゼボの下でベアトリクスの肌が晒される。

「トリス……。絶対に幸せにする。俺はお前を怯えさせないし、絶望させない。溺れるほど愛して、決して離さない」

　アバドンも性急な手つきで軍服のジャケットを脱ぎ、シャツのボタンの間にベアトリクスの手を押しつけた。

　そこはドクッドクッと脈打ち、ベアトリクスと同じぐらい速い鼓動を刻んでいる。

「……アバドンも……、ドキドキしているんですか？」

「してるよ。ずっと昔から、トリスにだけ恋をしてる」

　赤い瞳に見つめられ、愛を囁かれる。

　今まで決して取り合わなかった言葉を、今だけは素直に受け止められた。

「っ、わ、──たしも、好き……です」

　たっぷりとした胸の果実を両手で揉まれ、胸がドキドキすると同時に悦びを得る。

　今までなら「聖騎士である自分に、女性らしい大きな胸など不要」と思っていた。ドレス姿の時に、男性に必要以上に胸元を見られるのも嫌だった。いっそのこと男として生まれてシャルロッテを守れたら、どれだけいいだろうと思った。

　だが今は〝女〟という性への鬱陶しさが吹き飛び、アバドンに愛される悦び一色に塗り替えられている。

　胸を揉まれるのも、乳首をちゅうちゅうと吸われるのも嬉しい。

　むしろこの行為の果てにいつか生まれるだろう子供を想像し、幸せな心地になる。人間と魔族の間に生まれた子はどうなるのだろう？　と思うが、好きな人との間にできるなら、たとえ我が子がどんな姿でも愛しく思える気がする。

　すべてが生まれ変わり、世界そのものがキラキラと輝いているように思えた。

　──いや、実際輝いていた。

「……アバドン？」

　太腿を這い上がる手に熱い吐息を漏らし、ベアトリクスはガゼボの屋根越しに見えた景色に声を出す。

「ん？　どうした？」

　はやくもそそり立った熱杭を出したアバドンは、興奮を隠さず顔を上げる。

　ベアトリクスに問いながらも、その指はしとどに濡れた秘唇を撫でていた。泥濘んだ場所にすぐに指が二本入り、屹立が入る前にきちんとほぐそうとしてくれる。

「温室が……、凄い事になっています」

「え？　──あ」

　アバドンが振り返った先、温室の中では花びらがふわりと浮き上がり、光の粒子に包まれてキラキラと舞っていた。

「は……はは。俺の心がだだ漏れてしまったようだ」

　照れくさそうに笑うアバドンは、嬉しさを隠さずベアトリクスの下腹部に浮き出た淫紋に口づけた。

　少しチュクチュクと指を動かして「もうぐっしょり濡れてるな」と確認すると、蜜に濡れた手で自身の屹立をしごく。

「……トリス、いいか？」

「……はい」

　ベアトリクスの体はこれ以上なく疼き、アバドンを求めていた。

　熱の先端がとろけた蜜口に押し当てられ、一気に最奥までベアトリクスを貫いた。

「ぅ……あぁっ！」

　子宮口を突き上げられ、ベアトリクスが歓喜の声を上げる。わななく唇の端から、トロリと銀糸が引いた。

　すぐにグチュグチュと凄まじい音を立ててアバドンが動き、ベアトリクスは淫悦の坩堝に叩き落とされる。

　淫紋を刻まれた体の発情は一度の行為では収まらず、二人は何度も体位を変えて交じり合った。

　最初はベンチの上で仰向けになる体位から。次にうつ伏せにされて獣のように貫かれ、テーブルの上に寝かされて立ったままのアバドンが腰を叩きつける。

　大量に吐き出された白濁を蜜口から滴らせるベアトリクスを、アバドンは向かい合って抱っこをし、立ったままズンズンと突き上げた。

「あ、あぁアあっ！　も、やぁあっ、許してっ、許してぇ……っ、──ひ、ぁっ」

　泣き濡れたベアトリクスは、いまアバドンが吐精したとしても自分の疼きが止まらない事を分かっていた。

「愛してる、愛してるよ、トリス。ずっとお前だけが好きだった。お前とこうして結ばれる日を、三百年前から夢見ていたんだ」

　解き放たれた想いを嵐のように叩きつけ、アバドンが愛を囁く。

　体も心も満たされ、限界を超えたベアトリクスは泣き叫び、涙も汗も、蜜すらも流して全身で応えた。

　ベアトリクスの気持ちを得て、アバドンの最後の封印が解けたのだろう。

　すでに上半身裸になった彼の背中から、白銀に光る翼のようなものが生え、オーラの奔流となって迸っている。巨大な翼はすぐにガゼボから温室のドーム、果てはドームのガラスを越えて魔界の空を覆うほど大きくなる。ベアトリクスにすら、アバドンの魔力がこの世界に満ちてゆくのが感じられた。

　汗みずくになった彼は赤い瞳を細め、この上なく幸せそうに笑う。

　すべての行為が終わったあと、ベアトリクスの下腹部からはあの淫紋が消えていた。
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「これで私は正式にあなたの花嫁になった訳ですが……」

「ですが？　何かまだあるのか？」

　互いの体液で濡れたベンチはいつのまにか綺麗になっていた。いまベアトリクスは、美しい温室を眺められる場所で、アバドンと一緒にハンギングチェアに揺られている。

　ドレスの胸元はまだ開かれ、下肢からはアバドンの精液が漏れ出ている状態だ。それでも今は想いが通じ合った残滓に浸り、アバドンと寄り添っているのが心地いい。

　彼の手によって髪を梳かれ、ときおり乳房を揉まれる。キスを受け、甘ったるく「愛している」と囁かれる。

　自分には無縁だと思っていたこのような甘い睦み合いが、今はとても幸せに感じられた。

「最後に、姫様や家族に挨拶をしてもいいでしょうか？」

　魔界に留まる決心を胸に、人間界に別れを告げたいと言うと、予想外な答えが返ってきた。

「最後にと言わず、会いたい時に会えばいいだろう？」

「へ？」

　思わずまぬけな声を漏らしたベアトリクスの頭を、アバドンがいい子いい子と撫でる。

「トリスは俺のものになると決めてくれた。俺の封印も完全に解けた。トリスは逃げないと信じている。だったら以前のバーデン侯爵と婚約したという設定をそのまま生かして、〝聖騎士ベアトリクスの帰還〟とすればいいじゃないか」

「そ……うなのですか？」

「うん」

　またあっさりと頷いた彼に向かって、ベアトリクスは目を眇めて首を捻る。そして考えられる問題点を列挙していった。

「そのバーデン侯爵の領地や城などは？」

「人間の認識を歪めて、実際にある土地をちょっと頂いて魔法で城も建てる。領民や街なんかも適当に作って、実在しない人間が暮らす。そのうち本物の人間が移住してくる事もあるだろうが、それはそれでいいんじゃないか？　俺たちは必要な時に魔法の鏡を通して向こうに行って、侯爵と侯爵夫人を演じればいいんだ」

「レイフォールド国王陛下にはなんと？」

「まぁ、〝昔からいた〟バーデン侯爵はちゃんと登城して働き、謹厳実直で評判のいい侯爵っていう事にしておくさ。交友関係や相続問題とか周囲の人間も関係してくるようなことも、上手に認識を歪めて〝上手くいっている〟事にする」

　そつのない答えを聞き、ベアトリクスは溜め息をついてクッションにもたれかかった。

「はぁー……。魔法というものは万能なのですね。魔王であるあなたが使うから、こんなにも万能なのでしょうか？」

「もっと褒めて？」

「……もう。私は夫の事は飴と鞭で育てる方針ですからね」

　頭を差し出してきたアバドンの銀髪を撫で、ベアトリクスが苦笑する。

　サラ……と彼の髪を撫で、ふと「ずっと思っていましたが、変な髪の色ですね」と呟いた。

「はは、ひどい。んー。まぁ、あいつと双子の兄弟だからな。あいつは金髪で俺はもともと銀髪なんだ。少しずつ闇色に染まっているが、まだピュアッピュアの魔王だから元の色が強いのかな」

　ピュアッピュアの部分だけ、やけにいい子ぶりっこな言い方をするので、ベアトリクスが噴き出した。

「人を攫ってキスをさせてむりやり花嫁にし、触手で捕まえて犯す変態のどこかピュアなんですか」

「ふふん？　そういう俺が好きな癖に」

　だがしたり顔で微笑まれ、ベアトリクスはとうとう大きな声で笑い出した。
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「まぁあ……、トリス！　本当に戻ったのね!?」

　後日、正式にレイフォールド王国のバーデン侯爵と、その婚約者という体で、アバドンとベアトリクスはリヒテンバーク聖王国を訪れた。

　聖王女を助けるために、大けがを負ったベアトリクスが帰還して城中が歓迎の意を表した。しかも、婚期が遅れていたベアトリクスが結婚相手まで見つけてきたので、喜びもひとしおだ。

「姫様！」

　両手を差し出したシャルロッテを抱き締め、ベアトリクスは潤んだ目で謝罪する。

「姫様、すみません。私は本当に彼と結婚します」

「……愛してしまったのね？」

　シャルロッテのエメラルドグリーンの目は動じておらず、まるで最初からこの結末を知っていたかのようだ。

「驚かないのですね？」

「だって、前に顔を見せてくれた時にピンと来たもの。トリスが家族以外の男性にあそこまで気を許して話している姿って、今まで見たことがなかったわ。相手がどなたであれ、あなたが一緒にいてのびのびできる人が一番いいと思ったの」

「う、うー……。さ、さすが姫様……」

　ベアトリクスはまだ自覚していなかった時期に、そこまで見透かされていたのかと思うと何だか恥ずかしい。

　バーデン侯爵なる人物と、どのように結婚生活を送るのかを説明すると、シャルロッテはとても感心していた。

「なるほど。魔法ってそこまで万能なのね？　でも私の意識も変えられるかもしれないと思うと、少し不安だわ」

　シャルロッテはそれまでベアトリクスの隣に座っていたアバドン──バーデン侯爵にちらりと視線をやり、深い笑みを浮かべる。

「それは心配しなくていい。お前はトリスの大事な〝姫様〟だし、トリスを悲しませるような事はしないさ」

「どうでもいいですが、姫様の事を〝お前〟呼ばわりしないでください」

　ベチンとアバドンの腿を叩くが、彼は「ご褒美……」と呟いている。ベアトリクスは彼の変態にも慣れてきたが、叩かれて喜ぶ姿にはまだ慣れない。いや、慣れたくない。

「それはともかく、トリスが魔王に大事にされているようで安心したわ」

　そう言われて以前なら真っ向から否定していただろう。けれど今のベアトリクスは照れくさそうに微笑むだけだ。

「まぁ……。魔王ですが、この人以上に私を大事にしてくれる人はいないと思うので」

「トリス！　ぅぶっ」

　感極まったアバドンがガバッと抱きついてこようとするが、その前にベアトリクスの掌がアバドンの顔面を押し返した。

「つきましては姫様。家族を安心させるためにも、バーデン侯爵と人間界で挙式する予定ですので、もし良ければご出席頂けたら幸いです」

「もちろんよ！　トリス！　城の皆も誘ってお祝いに駆けつけるわ」

　聖王女との話し合いは和やかに済み、いざベアトリクスの実家であるジングフォーゲル公爵家へ向かった。
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「トリス!!」

「お兄さ──むぐっ！」

　アバドンとベアトリクスを乗せた馬車がタウンハウスに着く頃には、家の前にはもう家族が出ていて娘の帰還を待ち詫びていた。

　両親に無事を伝え、心配を掛けたと詫びる前に、ベアトリクスは筋肉の塊に挟まれる。

「トリス！　無事で良かった！　なかなか騎士団を動かせないでいたから、兄様たちが単身魔界に乗り込もうかと思っていたところだ」

「本当に無事で良かった。しかもあんな美男を連れて帰ってくるとは……。でかしたぞ！　騎士たるもの、転んでもただでは起きないものだ」

　がっしりとベアトリクスを前後から抱き締めているのは、長兄のクリストフと次男のカールだ。

　いずれもベアトリクスと似た金髪碧眼の美男なのだが、騎士団でみっちり鍛えているだけあって筋肉の厚みが凄い。おまけに性格も暑苦しい。

「こ、転んでただで起きないのは商人の方です。……く、ぐるじい……」

　格闘技の選手がロープを求めるように手をばたつかせると、母カサンドラがハンカチを投げてきた。

「トリス、あなたが無事に戻って来た事をお母様に示して頂戴。いつもならお兄様ぐらい持ち上げて華麗に技を決めていたじゃない」

「お母様！　誰がハンカチを投げろと言いましたか！」

　クワッと目を見開いたベアトリクスは、感動の再会を果たそうとしたのに、相変わらずな家族に呆れる。そのまま目の前にいるクリストフの襟をガッと掴むと、腰のサッシュベルトも掴んで脚を払い、見事に投げ飛ばした。

「……おお……」

　ベアトリクスのたくましい一面を見て、バーデン侯爵アッシュの姿になったアバドンが拍手をする。

「いや、お恥ずかしい。我が娘ながらたくましくて嬉しいです」

「嬉しいんですか」

　脇から出て来た父に思わずアバドンが突っ込む姿を見て、ベアトリクスは慌てて彼に駆け寄った。

「ひとまず屋敷の中に入れてください。外で兄を投げ飛ばしたなど、醜聞もいいところです」

「なんだ、演習では騎士たちをちぎっては投げ、ちぎっては投げとしている癖に」

「お兄様は黙っていてください」

　ピシャリと兄を黙らせたベアトリクスを見て、彼女の突っ込み属性はここから来たのかと、アバドンは快活に笑った。




「それにしても本当に無事で良かったわ。あなたが魔王に攫われて、聖王女殿下だけが無事に戻られたと聞いて、お母様は倒れてしまうかと思ったわ」

　中に入りお茶を出され、ベアトリクスは久しぶりの実家の焼き菓子にパクついていた。

「まぁ……えぇと。魔王もそれほど大した事がなかったので、股間を蹴って目潰しをして、隙をついて逃げて参りました。魔物に襲われたというよりも、北の地は荒れ地で環境が酷かったので、岩場から落ちたりなどして怪我を負ってしまったのです」

　ベアトリクスの適当な嘘に、アバドンがじっとりとした視線を送ってくる。

「扱いがひどい」と言っているのが、聞こえるようだ。

　それに対し「後で謝りますから」という目を向けていると、母のカサンドラが「まぁあ～」と両手を頬に当て体をくねくねさせる。

「アッシュ様とトリスは、もう目と目で通じ合う仲になっているのね。あぁっ……。あの筋肉だけが取り柄だったトリスが、こんな美男と結婚するだなんて……っ」

「アッシュ殿、本当にお礼申し上げます。うちの娘を助けてくださっただけでなく、こんな筋肉質で強気な娘をよくぞ嫁に……」

　家族全員感動して涙ぐんでいるのだが、ベアトリクスを微妙に貶めている。しかしベアトリクス本人が自分を筋肉質で強気と思っているので、何の問題もないようだ。

「俺も『お前の妹は美人なのに婚期が遅れてるな』とさんざん言われていたんだ。これで胸を張って『妹は立派な人に嫁いだ』と言えるぞ」

「結局なんだかんだ言って、やはり女は嫁ぐのが幸せなのでしょうか」

　ベアトリクスがポツッと素直な疑問を述べたところ、全員が慌ててフォローしてくる。

「いや、必ずしもそうとは言わないが、お父様もお前の将来が心配だったんだ。一般的に女性は男性にあらゆる意味で守ってもらうべきとされている。その分お前は自分の身は自分で守れるし、堅い職についていたから自立もしていた。それでもやはり、親として孫を見たい気持ちがあったのは否めない」

「そうよ、トリス。結婚が女のすべてという時代はもう古いわ。でも将来お母様たちが頼りなくなった時、あなたの側に誰かがいてくれる方が安心できるの」

　両親から説明を受け、ベアトリクスも納得する。

　確かに親という存在は先に老いるものだ。その時ベアトリクスの傍らに夫や子供がいれば、きっと両親も安心してくれるに違いない。

「……そうですね。私はこれから先、アッシュ様と共に生きていくと決めました。姫様にお仕えする事も確かに幸せであったのですが、やはり……その。男性に愛されるというのは……、わ、悪くないですね」

　アッシュが隣でニコォといい笑みを浮かべる。その場にいた家族や家令も、ベアトリクスの変化に微笑していた。

「トリスも女だったんだなぁ……。あぁ、いや。小さい頃から俺たちの可愛い妹だったけど。あんまりにも男っ気がなかったから、俺たちがずっと守ってやらないとって思ってたんだ。ちょっと寂しさもあるな」

　次男のカールが感傷に浸り、そんな弟の肩をクリストフが叩く。

「まぁ、めでたい事じゃないか。これで三兄妹全員が既婚者になる。新しく俺らの義兄弟になるアッシュ殿には、色々仲良くしてもらわないとな？」

　アバドンに話題が向き、ベアトリクスがサッと彼に囁いた。

「気を付けてください。我が家は全員酒豪です。飲まされること必至です」

　だがアバドンは軽く眉を上げて、なんとも不敵な笑みを浮かべる。

「なぁに、こっちの酒では酔わんよ。返り討ちにしてやる」

　酔い潰そうというジングフォーゲル家と逆にやり返そうというアバドンが、にこやかに笑い合った。
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　結婚式を挙げるまでの期間は、人間界でドレスや会場を整えるのに必要な時間を考えた。

　本当は魔法を使えば一瞬で用意できるのだが、それはできない。

　ベアトリクスがバーデン領に滞在していた頃から、二人の間では結婚の約束はできており、準備も進められていたという事で、結局、式は翌年の春に執り行われた。

　魔界では真っ黒なウエディングドレスを着たベアトリクスだが、今回は念願の純白のウエディングドレスを着られてご機嫌である。

　蜂蜜色の金髪は綺麗に編み込まれて纏められ、Ａラインのクラシックなドレスを纏う。

　首元から手首までをレースが覆い、ハートカットの胸元から腰はシンプルなデザインだ。スカート部分はふんわりと流れるようなレースが何重にもなり、所々に白い薔薇がついていて豪華だ。

　聖都なら技術不足で作れないウエディングドレスだが、アバドンが魔法で用意してくれた。

　ベアトリクスの姿を見て、かつて彼女に「嫁き遅れ」と陰口を叩いていた女性たちは、悔しさに顔を歪ませる。おまけに新郎であるアバドン──アッシュが極上の美男なので、その悔しさも二倍だ。

　バーデン侯爵領は狭くもなく広くもないが、都市に囲まれてそびえ立つ城は、聖都の王宮にも勝るとも劣らない。

　アッシュはリヒテンバークの王族や貴族に「歴史が古いだけですので……」と謙遜していたが、ベアトリクスが羨望を受けるように張り切って城を作ったのは見え見えである。

　ベアトリクスも婚期が遅れて少なからず肩身の狭い思いをしていたので、アバドンの提案にありがたく乗り、盛大な結婚式に臨んだ。




　領地内にある教会のヴァージンロードを、ベアトリクスは父にエスコートされてしずしずと歩く。

　この神聖な雰囲気をぶち壊しにしている嗚咽は、兄たちのものだろう。

　ヴァージンロードの途中には黒と赤を基調にした軍服姿のアバドンが立っていて、ベアトリクスは内心「新鮮さがない」と思っていた。

　それでもサーベルを腰に佩きこちらを向いて微笑んでいるアバドンは、本来の姿ではないが文句なしに格好いい。

　父から新郎へ花嫁が託され、ベアトリクスはアバドンにエスコートされて祭壇に向かう。

　挙式するにあたって、最初は「神」と口にするだけで舌を焼いていたアバドンやシェムハザたちは大丈夫なのだろうか？　と当たり前に思った。

　だがアバドンが魔力で作ったかりそめの教会は、神の力が宿らない物らしい。司祭役もシェムハザの分身で、切り離した自分の一部が聖書を朗読するぐらい、どうって事はないようだ。因みに彼の本体は花婿の介添人をしている。

　パイプオルガンの奏者やヴェールガールにリングボーイなども、すべてアバドンの魔法だ。

　新郎側のベンチにはベアトリクスの知らない人たちが座っているが、おおかた魔法で作り出した存在だろう。

　だが明らかに少し一般人と違うなと思う人たちが、新郎側のベンチに座っていた。

　アバドンには事前に「魔界から親戚が数人来るかもしれない」と言われていたので、その人（？）たちなのだろうか。

　シェムハザの分身である司祭が式を執り行い、ベアトリクスは元からつけていた結婚指輪をもう一度嵌められる。

「それでは、誓いのキスを」

　シェムハザに促され、ヴェールを上げられた時にはさすがにドキドキした。

　顔立ちは同じであっても、目と髪の色が違うアバドンは普通の人間の外見だ。彼ではない人にキスをされるようで、少し緊張する。

「一生大事にする」

　アバドンがベアトリクスだけに聞こえる声で囁き、微笑した。

　そして両頬が包まれたかと思うと、優しく唇が重なる。

「……ン」

　ちゅ……、ちゅと何度かついばまれ、今回ばかりは家族やシャルロッテ、城の者たちの前なので恥ずかしい。

　最後に長めに唇を押しつけられ、誓いのキスが終わった。

　魔界での式のように舌を入れられなかっただけ、アバドンの成長が窺える。

（ここはあとでお礼を言わなければ）

　飴と鞭と言ったように、褒めるべきところは褒めて延ばそうと思っている。ベアトリクスは魔王を良い夫にすべく、扱い方を心得つつあった。







　大勢の参列者から祝福を言われ、ベアトリクスは城の前にある広々とした庭で開放的な酒宴を楽しんでいた。

　昼に式を挙げ、アフターパーティーの後は城に泊まるので、みな時間を気にせず庭で飲んでいる。

　シェムハザが大量の花を用意してくれ、二人が座るテーブルのみならず参列者のテーブルにもふんだんに花が飾られてある。それどころか城の庭にある噴水の水面は花で覆い尽くされ、庭にあるアーチなどもすべてバラなどの蔦性の花によって美しく彩られている。

　あちこちにあるかがり火には、微かに魔法の明かりが混じっていて火の色そのものがどこかまろやかで優しい色だ。

　獣よけに焚かれているかがり火は、夜になれば明るく庭園を照らしてくれるだろう。

「我が領地は妖精の祝福を受けているのです」とアバドンが言う通り、魔王の結婚式にかけつけた妖精が、森や花のある場所で金色の燐光を振りまいていた。

　見るも豪華で妖精の祝福まで受けた結婚式と酒宴に、参加した人々は大層満足した。

　その中で、黒っぽい衣装を身に纏った貴人たちは周囲と少し違う雰囲気を発している。

「トリス、ちょっと親戚に挨拶をしていいか？」

「ええ、私も伺います」

　アバドンと共に向かった先にいた彼らは、主役の姿を見て手に持っているグラスを掲げた。

「まお」

「それはなし」

　しょっぱなから「魔王陛下」と呼ばれ掛け、近くにいた青年の口をアバドンが塞ぐ。

「失礼、失礼。アッシュ殿、ご結婚おめでとうございます」

　大して悪く思っていない様子の青年が言い直し、老紳士から美青年、美少年に美女、様々な年代の人々が礼をする。

「あー、トリス。こっちは魔界の貴族たちだ。俺の親戚でもあり、まぁ叔父とか叔母とか、従兄弟に甥っ子姪っ子など」

「はじめまして。ベアトリクスと申します」

　ペコリと頭を下げると、先ほどのアバドンに口を塞がれた男性が、しげしげとベアトリクスを見て微笑む。

「へぇ、本当に綺麗な魂だ。天にも魔にも綺麗に染まる可能性を秘めている」

　彼が自分の胸元を見ているので、ベアトリクスも思わず自分の胸元を見下ろした。だがそこにはウエディングドレスに包まれた胸があるだけで、彼が何を見て「綺麗な魂」と言っているのか分からない。

「上に住んでいるお兄様が先に手を出したんでしょう？　それを陛下が奪ってしまった訳よね。あらやだ、ドラマチック」

　蠱惑的な美女が言い、空を見上げて「残念ねぇ」と笑う。

「私は……特に神様に愛されたという記憶はありません。確かに聖イザベルは強い加護を受けたようですが、今の私は特に……というか、見放されている感じがしますけれどね」

　神の愛を受けると言えば、信徒にとって至高の悦びかもしれない。

　だがベアトリクスは聖属性の魔法が苦手であったし、教会に入って祈りを捧げても頭痛に悩まされていた。

　神の側から拒絶されていたのは、明白なのである。

　少し前なら絶望を感じアバドンを憎んだかもしれないが、彼の手を取る事を決めた今なら、感傷はあるけれど仕方がない事と受け止められる。

「まぁ、それは神のみぞ知るっていう感じかな」

　外見年齢は十代前半に見える少年が老成した口調で言い、さりげなく舌を焼いている。

　魔族というものは舌が焼ける事に頓着がないのだな……と思いつつ、ベアトリクスは「これから宜しくお願いします」と親戚になる面々にお辞儀をした。







「姫様」

「トリス、本当におめでとう」

　アバドンの親戚がいる場所から新郎新婦の席に戻る途中、シャルロッテがベアトリクスを待っていた。

　何度目になるか分からないハグをし、二人は見つめ合って微笑み合う。

「あー、聖王女」

　だがそれに水を差すようにしてアバドンが咳払いをし、ベアトリクスの肩を引く。

「ふふ、なんですか？　アッシュ。花嫁を取られそうで嫉妬しているのですか？」

「そ、そうじゃなくてだな」

　意外と図星だったのか、アバドンの視線が泳ぐ。

「トリスに人間界で正式に会いたければ、この領地に来ればいつでも対応する。だが秘密を守ってくれるのなら、お前の部屋にある鏡とこちらの鏡を繋ぎ、簡単に行き来できるようにしよう。あくまでトリスのみが自由に行き来できるという前提だが」

「いいんですか？」

　ベアトリクスが顔を上げると、アバドンは温かく微笑む。

「妻が喜ぶ事をまずしてやりたい。トリスも新生活に馴染んでくれようとするだろうが、息抜きも必要だろう」

「ありがとうございます！」

　輝かんばかりの笑みを浮かべたベアトリクスに、アバドンは満足そうな顔をする。

「わたくしからもお礼を申し上げますわ、アッシュ。このままトリスと生き別れ……というのも、流石に寂しいと思っていたのです」

「構わんさ。人間界に都合をつけるなど、たやすい事だ。これからトリスには俺と一緒に永い時間を生きてもらう。トリスが関わった者が生きている間は、そちらを優先する」

　アバドンの何気ない言葉に、ベアトリクスは魔王と結婚したという現実を突きつけられた気がした。

　今のベアトリクスは人間であるが、いずれアバドンと一緒に永い人生を歩むために、寿命を操作される可能性もある。

　その事についてさほど抵抗はない。それでもいつか自分より先に家族やシャルロッテ、友人知人が死ぬのだと思うと切なくなる。

　それを察したのか、シャルロッテが明るく笑った。

「あら、素敵ね。私がお婆ちゃんになるまで、トリスが側にいてくれる事が確定したのよ。これからの人生、うんと楽しいものになるわ」

　前向きなシャルロッテの発言に、ベアトリクスも思わず笑顔になる。

「さすが姫様です」

「さあ、トリスは主役なのだからちゃんと中央に座っていて？　他の者も挨拶したがっているわ」

「えっ？　もしかして姫様じきじきに呼びに来てくださったのですか!?」

「うふふ。私はトリスの幸せを、親戚たちにうんと自慢したいの」

　シャルロッテがぐいぐいとベアトリクスの腕を引っ張り、チラッとアバドンを見て優越感に浸った笑みを浮かべる。

　アバドンは「コノヤロウ」と呟き、苦笑して新妻を追うのだった。








終章　神と魔王に愛されし乙女









「ちょっと疲れましたね」

　酒宴はまだ外で続いており、夜になってから会場を抜け出したベアトリクスとアバドンは、それぞれ風呂に入り初夜が行われる寝室にいた。

　アバドンは元の姿に戻っている。もし酔っ払った客が城の内部で迷っても、二人がいる場所には決して辿り着けないという魔法が掛かっているので安心だ。

　城は魔法で作られたとは思えない。細部にまで至る見事な装飾は名工の手によるものと思うほどで、各部屋の天井画や色とりどりのタペストリーなども言わずもがなだ。

　アバドンが言うには、大工や職人、画家や彫刻家などがいないだけで、材料となる物はすべて本物のようだ。

「俺もあれだけの人数を相手にしたのは久しぶりだよ。魔界では基本的にシェムハザぐらいしか側にいないからな。謁見を受けるとしても決められた人数だし」

「……割と寂しい人生を送っていたんですね」

「寂しいって言うな」

　拗ねた声で言ってから、アバドンがグイッとベアトリクスを抱き寄せた。

「俺はこれから世界一可愛い奥さんとラブラブいちゃいちゃで暮らすんだから、寂しくない」

　赤い瞳が細められ、ちゅ、と優しい口づけが訪れる。

　そのままベアトリクスはベッドの上に横たえられ、蜂蜜色の金髪が丁寧に梳かれる。

「トリス。二度目でも初夜っていいものだな」

「……ドキドキしていますね」

　ガウンを着たアバドンの胸板に手を押しつけると、彼の鼓動が伝わってくる。アバドンもまた、同じようにベアトリクスの谷間に掌を押し当てた。

「トリスも興奮してるだろ」

「……否定はしませんが」

　見つめ合って互いの胸に手を当てているのが恥ずかしく、ベアトリクスはフイと横を向く。だがアバドンの手がそのままネグリジェ越しに乳房を揉み始め、「あ……」とか細い声が漏れた。

「トリス……。二回も式を挙げたんだから、次に転生する事があってもまた俺の妻になってくれよ？」

「これからどれだけ生きるのか分からないのに、そんな先のこと約束できません」

　呆れて言うと、アバドンが「ちぇー」と唇を尖らせる。

「まぁ、死なせないけどな。トリスが生を終えたくないと思うほど、俺と一緒にいるのが楽しくて堪らないっていう人生にしてやる」

「それは楽しみにしています」

　クスッと笑い、ベアトリクスはアバドンの首に両腕をまわし、キスをせがんで引き寄せた。

　すぐに濃厚なキスが始まり、とろりと舌が触れ合ってはピチャピチャと水音を立てる。

　ベアトリクスのネグリジェのボタンがまたすべてポツッと外れ、その隙間からアバドンの手が滑り込んだ。

　絹のようにしっとりとした肌をアバドンの手が探り、重たげな乳房に指先が沈む。

「ン……」

　指先でクリクリと刺激され、すぐに先端がぷくんと勃ち上がった。

「可愛い……」

　キスの合間に囁き、また唇がベアトリクスの吐息を奪う。

　もっちりとした乳房を存分に捏ねて楽しんだあと、アバドンの手はベアトリクスの引き締まった腹部を下り、体の下にもぐって張り出た臀部を揉み上げる。

「ァ……、あぁ……」

　自然と脚が開き、ベアトリクスはアバドンを受け入れる意思を見せた。

　アバドンの手が内腿をスベスベと撫で、金色の叢を掻き混ぜ秘唇に至る。

「あぁ……、アバドン……」

　ベアトリクスは彼の銀髪を両手で梳り、胸に吸い付き所有印をつける彼の名を呼んだ。

　アバドンの髪は見た目はツンツンとしているのに、柔らかくてサラサラしている。

「気持ちいい……」

　彼の髪を撫でて言ったのに、アバドンは愛撫が気持ちいいと勘違いしたようだ。

「そうか？　素直に言ってくれて嬉しい。もっと気持ち良くなろうな」

「えっ？　ぁ……、あ！」

　にゅぷりと濡れた秘唇の間に指が二本差し込まれ、ベアトリクスの体に力が入る。

「落ち着いて。体から力を抜いて、俺を受け入れろ」

「ん……、ン、ぁっ、あぁ……だって……」

　じゅぷ、じゅぷ……とアバドンの指が膣内を探り、ベアトリクスの感じる場所をゆっくり刺激した。

　猫の顎をくすぐるような優しい愛撫に、ベアトリクスの声が甘く高くなってゆく。

「あぁ、あ……っ、ぁ、あぁんっ、ン、んーっ……」

　ビクビクと腰が震え、ベアトリクスは込み上がる淫悦を耐えるために自身の指を噛んだ。

「トリス？　指を噛むな」

　アバドンは乳房を揉んでいた片手で、優しくベアトリクスの手を取る。

「だ、だって……っぇ、あ、アァッ、……っっぁ」

　反論しようとするのだが、アバドンの親指が膨らんだ肉芽をコリュコリュと揺さぶり、声も体も震える。

「こうやってたっぷり蜜を垂らして『気持ちいい』って体が言ってるんだから、言葉の方も素直になれ」

「やぁあっ、そこ、っっ──そ、こ、ダメぇえっ」

　包皮越しに肉芽を弄られていたが、アバドンの親指は器用に包皮を剥き、秘められた真珠に触れてきた。

「ゥんっ、──あ、あぁ……っ、ぁ、ひ──っ、ァ、ああっ」

　内側はジュクジュクと深く指を差し込まれ、感じる部分を優しく執拗に擦られる。空いた手はまた乳房を揉みしだき、敏感な先端をカリカリと引っ掻いた。

　あっけなくベアトリクスは絶頂し、アバドンの指を締め付けて体を震わせる。

「っあぁあぁ……っ！」

　枕をギュウッと両手で掴んでいきみ、ベアトリクスがゆっくり脱力してゆく。

「初夜の蜜も味わわなきゃな」

　一度ベアトリクスを絶頂させたアバドンは、指を引き抜くと彼女の太腿を抱え上げ、秘部が天井を向いてしまうまでひっくり返した。

「ゃ……だ、こんな……っ、かっこ、……ぁ」

　ベアトリクスは弱々しく抵抗するのだが、アバドンの舌にピチャリと秘唇を舐められ、息を吸い込んだ。

「奥の奥まで暴いてやるよ。全部俺のものだ」

　悪辣に笑ったかと思うと、アバドンの舌がヌルッと伸びてベアトリクスの蜜口に侵入した。

「ぅ──あぁあっ！」

　彼の肉棒よりもやわく、だが長さのある舌に貫かれ、ベアトリクスが悲鳴を上げる。

　舌はズボズボと前後し、ベアトリクスの蜜をまき散らす。

「あぁアっ、アぁあっ、ぁア、あァああ、やぁアあっ」

　まるで本当に犯されているかのような感覚に、ベアトリクスは善がり喘ぐ。

　その上アバドンの指が膨らんだ肉真珠をヌルヌルと撫で、時に指の腹でトントンと叩いて攻め続ける。

「──ひ、ぁあ、あ、──あァ、ダメ、……ダ、────ァアッ」

　どんどん高く細くなる声が途切れたかと思うと、最後の息を吐き切ってベアトリクスが無言で絶頂した。

　ビュッと小さな孔から透明な汁がしぶき、アバドンの顔を濡らし彼女自身の胸元に掛かる。

　恥辱の雫を浴びて、ベアトリクスは放心しながらまた脱力した。

　下腹部にジンジンとした淫悦が渦巻き、これ以上の刺激が加わるのが恐ろしい。だがそれ以上に、ベアトリクスはアバドン自身によって愛される事を望んでいた。

「ぁ……、ア……、はや……く」

　両手で下腹部を押さえ、ベアトリクスは疼く牝の本能を必死に堪える。

「……ああ。俺も早くトリスと繋がりたい」

　ベアトリクスの膝の裏を押さえたアバドンがとろりと目を細めたかと思うと、張り詰めた肉棒に手を添え、一気に上から突き刺してきた。

「く────ひ、…………あぁっ、あ……っ」

　望んだ灼熱が蜜道を満たし、ベアトリクスが吐息を漏らす。

「トリス、あったかくてキツくて気持ちいい」

　陶酔しきった顔で自らの唇を舐め、アバドンがずんずんと腰を叩きつけてきた。

「うぅ、あぁっ、あ、あぁ、あ、ぁああ、ぁああぁ、んぅーっ、ぁ、あぁ」

　体の最奥に大きな亀頭を何度も押しつけられ、快楽を刻まれると同時に、二人が繋がっている場所が丸見えになっている。自身の小さな秘部が目一杯開き、男の欲を頬張っている姿を見せつけられ、体が燃え上がるほど熱くなった。

「トリス、気持ちいいか？」

　ベアトリクスを肉槍で串刺しにしたまま、アバドンが両手で乳房を包み込む。先端を摘まんだかと思うと、蜜で濡れた指で男の自慰のようにしごかれる。

「あぁあっ、──き、……もち、ぃ……っ、やぁあっ、ぉ、……っかしく、な──」

　苦しい体勢で貫かれて、ベアトリクスは自覚していなかった被虐心を煽られ、より感じた。

「あぁ、この眺めは最高だな。トリスのすべてが見える」

　眉間に皺を寄せ、今にも精を放ちそうなのを堪えているアバドンが、ベアトリクスの両膝の裏を押さえてガツガツと突き上げてきた。

「あぁ、あ、アあ、ぁっ、ぅああぁっ、おく……っ、奥、──きて、……るっ」

　最奥まで遠慮なく貫かれ、ベアトリクスはつま先をギュウッと閉じてまた達した。

「────ぁっ、くそっ、持ってかれ……っ」

　アバドンは悪態をつくと、ベアトリクスのきつい吸い上げに耐えられず中に精を放った。

　ドクドクと彼が脈打つのを感じ、ベアトリクスはぐったりと脱力する。

　すべて吐き切ってから、繋がったままアバドンはベッドの上に胡座を掻く。

　向かい合わせに抱き合い、今度はゆっくりと下から突き上げてベアトリクスの唇を吸ってきた。

「ん……ぅ、…………うぅ」

　脱力したベアトリクスは口内を蹂躙されるがままで、銀糸を引いて唇が離れてもアバドンに寄りかかるだけだ。

「トリス、聞いてくれ」

　耳元でアバドンの声がし、ベアトリクスはうっすらと目を開く。

「……なんですか」

　温かい彼の体に包まれ、奥の奥まで満たされて、もうこれ以上の幸せはない。

「あいつを……、神を恨まないでやってくれな」

　また舌を焼き、アバドンが神を語る。

「あなたを恨むんじゃなくて……、神様をですか？」

　体越しに伝わる低音が心地よく、ベアトリクスはどこか夢見心地に訊く。

「あいつは基本、死者しか愛せない。相手が天に召されて初めて、等身大の恋ができる。神の化身として姿を変えて地上に下りても、長いあいだ地上に留まる事ができない。ごく稀に生まれる美しい魂に恋をしても、相手に必要以上の加護を与えたり、加害する者に裁きを与えたり、極端な愛し方しかできないんだ」

「……あなたも大概だと思っていましたが、双子のお兄さんも随分なのですね」

　何となく、今まで敬愛していた神のメッキが剥がれた気がした。

　思わず真顔になって突っ込むベアトリクスに、アバドンが体を揺らして笑う。

「魔王も神も、そんなもんだよ。好きな女の前だと格好悪くなるんだ。自分を好きになってほしくて、執れる手段をすべて執る。そして双子の兄弟っていうのは、同じ女を好きになりやすい」

「…………」

　微妙な気持ちになり、ベアトリクスは顔を上げてアバドンを見つめる。

「でもお前は俺がもらった。俺もあいつも、同じ頃から魂が綺麗なイザベルを見ていた。イザベルがどうなるか見届けた上で、俺はあいつがイザベルに何をするか見守った。結果、あいつはイザベルを悩ませる事しかできなかった。だから俺は最期の時に、イザベルに俺の手を取らないか誘惑した。兄弟であっても、愛する女を譲りたくない気持ちは一緒だ。天界と魔界、極端な場所から、俺たち兄弟はイザベルにアプローチしていた」

「……その結果、イザベルは……私は、あなたを選んだのですね」

「そうだ。あいつができる事って言ったら、祝福やら光の加護やら奇蹟やら……。人間が得ても持て余すものばかりだからな。それでイザベルが聖女として祭り上げられ、苦しい思いをしていたのを、俺は見守っていた。いつかその苦しみから自由にして、俺の元に堕として解放してやりたいと思っていた」

　アバドンなりの愛し方は分かる気がする。それでも──。

「兄弟そろって極端ですね」

「ふふ、その通りだ」

　ちゅ、と頬にキスをし、アバドンが笑う。

「今世でトリスに加護が届かなかったのは、知っての通り俺がお前の魂をもらい受けたからだ。あいつも自分のやり方がまずかったのを反省して、一応は諦めたらしい。だが神として信徒を見放す事はしなかった。だからトリスは多少なりとも聖属性の魔法を使えたんだ。……でも普通の人間として加護を得られなかった点については、俺を恨んでいい」

「もういいですってば」

　ベアトリクスは意外と律儀なアバドンに苦笑し、ちゅっと彼にキスをする。

　それに応えるように、アバドンの大きな手がベアトリクスの背中を撫で、張りのある尻肉を揉む。それだけでベアトリクスは彼を締め付け、蜜を滴らせた。

「天に召されたら、自動的にあいつのものになっちゃうからな。俺も情に訴える卑怯なやり方をした。だがこうやって愛する女と繋がれるなら、奪って良かったって心底思うよ」

「私はもう、色々深く考えるのをやめました。今はあなたの妻になりましたし、こうしていられるのは幸せです」

　ほんの一年前までは、こうもあっさり神や信仰、聖騎士という立場を捨てる事はできなかっただろう。

　むしろ魔王を憎み、よく彼を知らないまま目の敵にしていた。

　つくづく、自分はなんて視野が狭かったのだろうと思う。

「アバドン、あなたを選んで良かった」

　正面から彼を見つめて微笑み、ベアトリクスは顔を傾けて彼にキスをした。

「……トリス。俺も愛してる。選んだ事を後悔させないぐらい、必ず幸せにするから」

　魔王はこの上なく幸せそうに笑うと、ベアトリクスを押し倒し、再び甘い睦み合いを始めた。





完　　










前世で一目惚れされた魔王に、しつこく愛されています
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